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1) EB35 annex 17 
A/R CDM プロジェクト活動における追加性の証明と評価のツール(Ver. 02) 

(Tool for the demonstration and assessment of additionality in A/R CDM project activities) 
 
Ⅰ．スコープ、適用可能性、パラメータ 
 
スコープ 
1.  このツールはA/R CDMプロジェクトの追加性を証明するための段階的なアプローチを提供す

るものである。 
 
2.  新ベースライン方法論を提案するプロジェクト参加者は、このツールをその提案書に組み入れ

ても良い。また、プロジェクト参加者は、このツールを踏まえて追加性を証明するための他のア

プローチを CDM 理事会に提案しても良い。 
 
3. このツールの提案されたプロジェクト活動への適用を有効化する際、指定運営組織（DOE）は、

ベースラインの選定、追加性の証明のためにプロジェクト参加者が提供した全てのデータ、論

理的根拠、仮定、正当化、文書化の信頼性をアセスメントすべきである。 
 
適用可能条件 
4. ツールは以下の条件の下で適用可能となる： 

・ A/R CDMの登録を伴う、伴わないに限らず、提案されたプロジェクト境界内の土地での植

林1は、たとえ法律が施行されていなくても、いかなる適用可能な法律に対しても、これを侵

害するものであってはならない； 
・ 追加性を証明するこのツールの利用にあたっては、ベースライン方法論において、もっとも

らしいベースラインシナリオの決定を正当化するための段階的なアプローチを提供するこ

とが求められる2。新ベースライン方法論を提案するプロジェクト参加者は、ベースラインシ

ナリオの決定とプロジェクト活動の追加性の決定と間に整合性を保証しなければならない； 
・ このツールの使用は小規模A/Rプロジェクトには適用できない。 

 
パラメータ 
5. この手順がそれ自体パラメータを用いることはない。 
 
Ⅱ．手順 
 
6. プロジェクト参加者は以下の5つのステップを適用する： 

・ ステップ0. A/Rプロジェクト活動開始日に基づく予備的な審査（スクリーニング）； 
・ ステップ1. A/Rプロジェクト活動の代替土地利用シナリオの特定； 
・ ステップ2. 提案されたプロジェクト活動が最も経済的にもしくは財務的に魅力のある特定

された土地利用シナリオではないことを決定するための投資分析；もしくは 
・ ステップ3. バリアー分析；及び 
・ ステップ4. 一般慣行分析 

 
手順は、図1に示されるフローチャートに要約されている。個々のステップに関するさらなる詳細に

ついては本文を参照のこと。 
 
ステップ０．A/Rプロジェクト活動開始日に基づく予備的な審査（スクリーニング） 
 
7.  プロジェクト参加者は、A/R CDMプロジェクト活動の開始日が1999年12月31日より後であり、

かつ登録日より前であることを申請したい場合： 
・ A/R CDMプロジェクト活動の開始日が１９９９年１２月３１日より後である証拠を提供する； 

                                                        
1 このツールの本文において、植林とは、マラケシュ合意に定義される新規植林、再植林にとどまらない、考えられる土地利用シ

ナリオの特定のために用いられるもので、天然もしくは人工的な手段による森林造成を含む。 
2 “CDM-AR-PDD、CDM-AR-NMB、CDM-AR-NMM 作成のためのガイドライン”の A/R CDM 専門用語集を参照のこと

(http://cdm.unfccc.int/Reference/Guidclarif/index.html)。 

                                                215



・ プロジェクト活動実施を開始するにあたり、計画されているCERｓ販売からのインセンティブを

よく考慮していることをしめす証拠を提供する。この証拠はプロジェクト開始前または開始時

に第三者が入手可能であった文書（公的・法的、及び／もしくはその他法人による文書が好

ましい）に基づくべきである。 
 
ステップ1.  A/Rプロジェクト活動の代替土地利用シナリオの特定 
8. このステップは、以下のサブステップを通じ、提案されたCDMプロジェクト活動の代替土地利

用シナリオがベースラインシナリオとなることを特定するためのものである： 
 
サブステップ1a.提案されたCDMプロジェクト活動の、信頼性のある代替土地利用シナリオを特定
する 
 
9.  A/R CDMプロジェクト活動がなかりせばの状態で、提案されたプロジェクト境界内の土地にて

起こりうる現実的かつ信頼性のある土地利用シナリオを特定する6。シナリオは、例えば歴史的

な土地利用、慣行、経済動向など、関連する国別及び／もしくはセクター別の政策7、環境を

考慮に入れた上で、プロジェクト参加者もしくは他のプロジェクト開発者にとって実現可能性の

あるものであるべきである。特定された土地利用シナリオは少なくとも以下を含む： 
・ プロジェクト以前の土地利用の継続； 
・ A/R CDMプロジェクト活動の登録を伴わない場合のプロジェクト境界内の土地への新規

植林／再植林； 
・ もし適用可能であれば、提案されたA/R CDMのプロジェクト境界内での少なくとも一部の

土地での、以下の理由による植林8： 
○ 法的必要事項；もしくは 
○ 類似した社会経済的、環境的条件の地理的地域で観察された植林活動の、1989年

12月31日以降の期間に起こり、プロジェクト参加者によって選ばれた、提案されたA/R 
CDMプロジェクト活動への外挿 

 
10. 現実的かつ信頼性のある土地利用シナリオを特定するため；土地利用記録、フィールド調査、

利害関係者からのデータ及び意見、他の適切な情報源からの情報、そして参加型農村調査

法（PRA）9が適当なものとして用いられる。 
 
11. 全ての特定された土地利用シナリオは信頼性のあるものでなければならない。提案されたA/R 

CDMプロジェクト活動の境界内での、現在の、もしくは1989年12月31日以降ある時期に存在

したがもはや存在していない、全ての土地利用は現実的かつ信頼性のあるものと判断できる。

他の全ての土地利用シナリオについても、信頼性を正当化する必要がある10。正当化は空間

計画情報（適用可能であれば）もしくは法的必要条件などの要素を含む必要があり、また提案

された土地利用シナリオの経済的実現可能性のアセスメントを含めても良い。 

                                                        
6 例えばプロジェクト前の土地利用の継続やプロジェクトが計画されている地域の典型的な土地利用への変化、農業的プランテ

ーション・観光客向けリゾート・狩猟エリア・農場の造成、その地域で典型的な投資ファンドの利用、またはその他の経済的魅力の

ある活動。 
7 EB22 の Annex3 及び EB23 の Annex19 では、ベースラインシナリオを特定する際に、関連する国別及び／もしくはセクター別

政策を考慮する必要があることを明記している。http://cdm.unfccc.int/Reference/Guidclarif を参照。. 
8 これらの植林活動が、CDM M&P(decision 17/CP.7, 11 November 2001)の COP により採用されて以来実施されてきた、国別及

び／もしくはセクター別の土地利用政策もしくは規則の結果実施されたものであることが証明できる場合、これらを考慮する必要

はなく、ベースラインシナリオは、当該地における国別及び／もしくはセクター別の政策もしくは規則がない場合の新規植林／再

植林の仮説的なベースライン割合を参照することが出来る(EB23 の Annex 19)。 
9 参加型農村調査法(PRA)は地域の問題を分析し、地域の利害関係者と仮の問題解決を考案するアプローチである。社会的、

環境的問題の空間的、時間的状況を扱うグループベースの分析のための視覚的方法で、広い範囲で使われている。この方法は、

例えば以下に説明されている： 
Chambers R (1992): Rural Appraisal: Rapid, Relaxed, and Participatory. Discussion Paper 311, Institute of Development Studies, 
Sussex; 
Theis J, Grady H (1991): Participatory rapid appraisal for community development. Save the Children Fund,London. 
Chambers R (1992): Rural Appraisal: Rapid, Relaxed, and Participatory. Discussion Paper 311, Institute of Development Studies, 
Sussex; 
Theis J, Grady H (1991): Participatory rapid appraisal for community development. Save the Children Fund,London. 
10 例：空港の建設は人口密度が低く、道路インフラの乏しい農村地域では、大抵の場合、信頼性のある土地利用シナリオとはい

えない。 
 

216



サブステップ1aの成果：A/R CDMプロジェクト活動のプロジェクト境界内の土地で起こりうる、信頼

性のある代替土地利用シナリオの一覧。 
 
サブステップ１b．適用可能な法律と規則の強制的施行と信頼性ある土地利用シナリオとの一貫性  
（このサブステップは、法的義務を持つ国及び地域政策、及び、CDM M&P〔decision 17/CP.7, 11 
November 2001〕のCOPにより採用されて以来実施されてきた地域政策を考慮しない。） 
 
12. 以下の手順を適用する： 

・ サブステップ1aで特定した全ての土地利用シナリオが全ての強制的な法的・規則的要求

事項に従っていることを証明する； 
・ 代替案が全ての強制的な法的・規則的要求事項に従っていない場合は、強制的な法律も

しくは規則が適用さえる地域の現在の慣行の例に基づいて、これらの適用可能な強制的

な法律・規則的要求事項が系統的に施行されておらず、これらの要求事項の不遵守が一

般的であることを示す。つまり、プロジェクト地域を含む最小行政単位の少なくとも30%以

上において一般的であるということである； 
・ 全ての強制的な法的・規則的要求事項に従っていない土地利用シナリオは、適用可能な

法律・規則の系統的な施行の不足によって起こるということを証明できないのであれば、全

ての強制的な法的・規則的要求事項に従っていないあらゆる土地利用シナリオを、サブス

テップ1aに特定された土地利用シナリオから除外する。 
 
サブステップ1bの成果：施行される地域、国を考慮した強制的な法律・規則及び国別及び／もしく

はセクター別政策・規則に関するCDM理事会の決定に従う、最ももっともらしいA/R CDMプロジェ

クト活動の代替土地利用シナリオの一覧。 
サブステップ1bの結果としての一覧表が空欄もしくは1つの土地利用シナリオのみしかない場合、

提案されたA/R CDMプロジェクト活動は追加的ではない。 
 
サブステップ１c．ベースラインシナリオの選択： 
 
13. このツールを使用するベースライン方法論は、最ももっともらしいベースラインシナリオの選択

と決定を正当化するための段階的アプローチを示さなければならない。 
 
→ステップ2（投資分析）またはステップ3（バリア分析）に進む。少なくとも１つを行う必要がある。 
 
ステップ２．投資分析 
 
14.  テンポラリーCERs (tCERs)またはロングタームCERs (lCERS)の販売収入なしで他の土地利用

シナリオの少なくとも一つと比較して、提案されるプロジェクト活動が経済的または財務的に劣

るかどうかを決定する。投資分析は独立した追加性分析として、またはバリアー分析と結合す

ることで機能する（ステップ３）。投資分析を行うためには次のサブステップに従う： 
 
サブステップ２a．適切な分析方法の決定 
 
15. 単純コスト分析、投資比較分析または基準値分析（サブステップ２b）のうちどれを適用するの

か決定する。もしそのA/R CDMプロジェクト活動がCDM関連収入以外に財務的または経済

的な利益を生まない場合、単純コスト分析（オプションⅠ）を適用する。それ以外の場合は、投

資比較分析（オプションⅡ）または基準値分析（オプションⅢ）を使う。オプションⅠ、Ⅱ、Ⅲは

相互に排他的であり、それゆえに1つのオプションのみが適用可能であることに注意する。 
 
サブステップ２b．―オプションⅠ．単純コスト分析の適用 
 
16. A/R CDM プロジェクト活動に関連するコストを書き出し、その活動が CDM 関連収入以外の財

務上の利益を生まないことを説明（証明）する。 
17. 提案されたプロジェクト活動の境界内の土地が少なくとも1989年12月31日以降少なくとも部分

的に森林化したことがあり、プロジェクト開始時に森林ではなかった場合、プロジェクト参加者

                                                217



は過去に植林が行われたインセンティブ／理由／行動を特定し、現在の法的／財政的、他

の適用可能な規則、社会経済的、生態的、もしくは他の地域条件がCDM関連収入以外の財

政的利益を生み出す活動がないという結論を正当化する状況に変化したことを証明する必要

がある。 
 
→提案されるA/R CDMプロジェクト活動がCDM関連収入以外には財務上の利益を生まないという
結論になった場合、ステップ４（一般的慣行分析）に進む。 
 
サブステップ２b．―オプションⅡ．投資比較分析の適用 
 
18.  IRR13、NPV、資本回収期間、費用便益比などの財務指標がそのプロジェクトタイプにとって、

また意思決定に際して、最も適切であることを特定する。 
 
サブステップ２b．―オプションⅢ．基準値分析の適用 
 
19.  IRR14、NPV、資本回収期間、費用便益比、またはその他（例えば農業、林業の投資に関連

するRRR (required rate of return、リターン要求率）、プロジェクト固有のリスクによって修正され

た銀行預金利率(Bank deposit interest rate)、または土地投機から期待される収益などの土地

の機会原価(opportunity costs of land))がそのプロジェクトタイプにとって、また意思決定に際し

て、最も適切な財務的指標であることを特定する。次に投資に対するRRRのような関連基準値

を特定する。基準値は、そのプロジェクトタイプにおける特殊なリスクを考慮した上での、市場

における現状の標準リターンとするが、そのプロジェクト開発者独自の想像期待利益やリスクの

考え方を考慮に入れてはならない。基準値は以下のものから導くことが出来る： 
・ 独立した（財務）エキスパートによって評価され、企業投資及び／もしくはプロジェクトタイ

プを反映させるために適切なリスクの割り増しを考慮した、国債の利率； 
・ 比較可能な（同様の）プロジェクトを想定した場合、銀行家や個人投資家／ファンドが要求

するリターンに基づいた、資金コストや要求資本利益率（例えば、関係するプロジェクト活

動の国およびタイプに対して求められる商業貸し出し利率及び保証）の評価； 
・ もし、可能性のあるプロジェクト開発者が一人しかいない場合（例えば、提案されたプロジ

ェクトの土地が所有されており、さもなければ単一の事業体、個人もしくは会社によって管

理されており、かつその人・会社がまたプロジェクト開発者である場合）は、その会社の社

内基準値（会社の平均資本コスト）。プロジェクト開発者はその基準値が過去においても首

尾一貫して使われてきたことを証明しなければならない、即ち、同じ会社が同様の条件で

開発するプロジェクト活動については同じ基準値を使う。 
 
サブステップ２c．財務的指標の計算と比較（オプションⅡ及びⅢにのみ適用可能）： 
 
20.  CDMからの財務上の利益を含めずに、提案されるCDMプロジェクト活動に適した財務的指標

を計算し、またオプションⅡの場合は、他の土地利用シナリオに適した財務的指標を計算す

る。それには、全ての関連する費用（例えば、投資コスト、操業コスト及びメンテナンスコストを

含む）、また収入（tCER、lCER販売収入は除外するが、補助金／財政的インセンティブが存

在するのであれば含める）、更には、公共事業体の場合ふさわしければ市場には関係のない

費用や利益、が含まれる。 
 
21.  透明性のある方法で行った投資分析を提示し、またCDM-AR-PDDの中で使用した全ての関

連する仮定値を提示する。即ち他の人物が再計算しても同じ結果が得られるようにする。重要

な技術的経済パラメータ及び仮定値（資本コスト、寿命、及び資本の割引率またはコスト）を明

確に提示する。DOEが有効化できる方法で、仮定値の正当性を示す、及び／もしくは例証す

                                                        
13 投資比較分析では、プロジェクト IRR やエクイティ IRR として IRR が計算される。プロジェクト IRR は、資金ソースに関係なく、

プロジェクトに関連する資金の支出と収入のみに基づいて、リターンを計算する。エクイティ IRR は、投資家へのリターンを計算す

るため、債務の額とコストをも考慮する。投資へ進むかどうかの決定は、投資家へのリターンに基づくため、多くの場合、エクイティ

IRR の方がより適切であろう。しかしプロジェクト IRR が適切な場合もある。 
14 基準値分析では、IRR はプロジェクト IRR で計算されなければならない。もし可能性のあるプロジェクト活動開発者が一人しか

いない場合（例えば、それが現状設備の改良の場合）、IRR はエクイティ IRR で計算されなければならない。 
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る。財務的指標の計算の際には、プロジェクト特有の予想値と仮定値であることを条件として、

プロジェクトのリスクをキャッシュフローの中に織り込むことが出来る（例えば、保険料は特有な

リスクと同等物を反映するものとして使うことが出来る）。 
 
22.  投資分析に用いる仮定値と入力データは、プロジェクト活動とその代替案に差異があっては

ならないが、その差異の正当性が十分実証されるならばこの限りではない。 
 
23.  有効化審査のために提出されるA/R CDM-PDDの中で、CDMからの財務上の利益を含めず

に、提案されるCDMプロジェクト活動の財務的指標と下記のものとの明確な比較を、提示す

る： 
 
オプションⅡ（投資比較分析）：他の土地利用シナリオの中の一つがより良い指標（例えば、より高

いIRR）を持つならば、そのA/R CDMプロジェクト活動は最も財務的に魅力があるものとはみなされ

ない；もしくは 
 
オプションⅢ（基準値分析）：そのA/R CDMプロジェクト活動が基準値と比較して魅力的な指標で

はない場合（例えば、基準値より低いIRRの場合）、そのA/R CDMプロジェクト活動は財務的に魅

力があるものとはみなされない。 
 
→提案されたA/RCDMプロジェクト活動がＣＤＭによる利益をのぞいては財務的に最も魅力的で
はないと結論付けられた場合はステップ2d（感度分析）を行う。 
 
サブステップ２d．感度分析 
 
24.  財務的に魅力があるかどうかの結論を出すに際しては、重要な仮定値に合理的に反応する

かどうかを示す感度分析も行う。投資分析が（仮定値の現実的な範囲に対して）首尾一貫して

いる場合にのみ追加性の有効性についての価値のある論議が可能であり、また、その提案さ

れたA/RCDMプロジェクト活動がCDMによる財務上の利益なしでは財務的に魅力があるもの

ではないだろうという結論を証明できる。 
25.  提案されたプロジェクト活動の境界内の土地が少なくとも1989年12月31日以降少なくとも部分

的に森林化したことがあり、プロジェクト開始時に森林ではなかった場合、プロジェクト参加者

は過去に植林が行われたインセンティブ／理由／行動を特定し、それらがA/R CDMプロジェ

クトの登録なしでは植林をする財務上の魅力がない状況に変化したことを証明する必要があ

る。 
・ 感度分析の後、提案されるA/RCDMプロジェクト活動が、CDMからの利益なしでは財務的

に最も魅力があるものではないであろう（オプションＩＩ、オプションＩＩＩ）という結論になった場

合、直接ステップ４（一般慣行分析）に進む。  
・ 感度分析の後、提案されるA/RCDMプロジェクト活動が財務的に最も魅力的である（オプ

ションＩＩとＩＩＩ）場合、プロジェクト活動は財務分析では追加的であるとは考えることはできな

い。追加としてステップ３（バリア分析）を行い、提案されるプロジェクト活動がベースライン

土地利用シナリオの発生を妨げないバリアーに直面していることを証明する。もしステップ

3（バリア分析）が行われない場合、プロジェクト活動は追加的と見なすことはできない。 
 
ステップ３．バリアー分析 
 
バリアー分析は独立した追加性の証明または、投資分析の拡張として行われる。 
 
26.  このステップを使用する場合、提案されるプロジェクト活動が以下のバリアーに直面しているか

どうかを、決定する：  
 提案されているプロジェクト活動のタイプの実施を妨げている；及び  
 少なくとも一つの代替土地利用シナリオの実施を妨げるものではない。 

 
27. 以下のサブステップを使用する： 
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サブステップ３a． 提案されるプロジェクト活動のタイプの実施を妨げているバリアーの特定： 
 
28. もしこのプロジェクト活動がA/RCDM活動として登録されない場合、このタイプのプロジェクト活

動の実施を妨げるバリアーが存在するということを立証する。バリアーはプロジェクト参加者に

特定のものとすべきではない。そのようなバリアーは、以下のものを含めても良い： 
 上記ステップ２の経済的財務的バリアー以外の投資バリアー、特に：  

○ 民間組織によって実施され、運営されるA/R CDMプロジェクト活動にとって：類似した活

動は補助金もしくは他の非商業的金銭的な条件のもとのみで実施されてきた。この文脈

において、類似の活動は、規制枠組みの点で類似の環境において実施され、また関連

する地理的地域において実施される、類似の規模の活動と定義される； 
○ このタイプのプロジェクト活動に対しては資金提供者が存在しない；  
○信頼性のある、当該国もしくはその他の国の投資レポートの信用格付けに示されるように、

プロジェクト活動が実施される国の中に、国内外からの直接投資に関して、実際のリスク

または認識されるリスクがあるために、国際資本市場にアクセスする手段が存在しない； 
○ クレジットへのアクセスの欠如 

 制度上のバリアー、特に：  
○ 政府の政策や法律の変化に関連するリスク ； 
○ 森林や土地利用関連の立法実施の欠如 

 
 技術的バリアー、特に： 

○ 植栽する材料へのアクセスの欠如；  
○ その技術を実施するためのインフラが存在しない 

 
 土地の伝統に関係するバリアー、特に： 

○ 伝統的な知識、または法律、慣習、市場状態、業務の欠如； 
○ 伝統的な装置や技術 

 
 一般的な業務によるバリアー、特に： 

○ プロジェクト活動が“この種では最初”：この種のプロジェクト活動はそのホスト国、地域で

は現在実施されていない。  
 

 地域の生態的条件によるバリアー、特に： 
○ 荒廃土壌（例えば水／風浸食、塩類集積など）； 
○ 自然災害的及び／もしくは人災的事象（例えば地滑り、火災など）； 
○ 不適な気候条件（早／晩霜害、干ばつなど）； 
○ 樹木の再生を妨げる日和見的な種の繁茂（例えば芝生、雑草）； 
○ 生態学的植生遷移上の好ましくない過程； 
○ 放牧や飼料採種による生物的圧力、など 

 
 社会的条件によるバリアー、特に： 

○ 土地に対する人口圧（例えば人口増加による土地需要の増大）； 
○ プロジェクト実施地域での利害関係者間の社会的紛争； 
○ 違法行為の蔓延（例えば違法な放牧、非木材林産品の採取及び木材伐採；  
○ 熟練及び／もしくは適切に訓練された労働力の欠如  

 
 地域社会の組織の欠如； 

 
 土地保有、所有、相続、所有権に関連するバリアー、特に：  

○異なる利害関係者の権利のヒエラルキーを伴う土地の共有がA/R活動実施のインセンテ

ィブを制限している； 
○土地保有の立法と保有の保証をサポートする規則の欠如； 
○天然資源産物やサービスに関連する所有権が明確に定義され、規定されていない； 
○正式または非公式な保有システムが土地所有の断片化のリスクを増加させる； 
○市場、運輸、貯蔵に関するバリアーがある； 
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○木材、非木材産品・サービスの規制されていない非公式な市場がプロジェクト参加者へ

の効果的な情報の伝達を妨げている； 
○A/R活動が遠隔地で道路やインフラの未発達が輸送費を増大させ、それによってCDM
活動からの木材、非木材産品の競争力や収益を損なう； 
○プロジェクト期間中、有効な市場や保険のメカズムの欠如により木材、非木材産品の価

格変動による大きな価格リスクの可能性がある； 
○CDM活動からの生産物を加工、貯蔵、価値付加の施設がないことがA/RCDMプロジェク

トでの土地利用の地代を回収する可能性が制限されている 
 
29. 特定されたバリアーは、追加性を証明するための十分な根拠を持つものに限定される。即ち、

それがA/R CDM活動として登録されない場合は、可能性のあるプロジェクト提案者はその提

案されるプロジェクト活動を実施しないだろうというものに限定される。 
 
30. 透明性があり且つ文書となっている証拠を提示する。また、特定されたバリアーが存在すること

及びそれが重要なものであることを、どのように証明するかについては、その文書となっている

証拠を保守的に（控えめに）解釈して提示する。逸話的証拠を含めることも可能であるが、これ

単独ではバリアーの十分な証拠とはならない。提示される証拠のタイプとしては、以下のような

ものを含めても良い： 
・ 関連する法律、規則の情報、環境／自然資源管理基準、条例または規則； 
・ 大学、調査機関、業界団体、企業、多面的な問題を扱う機関などによって実施された、関

連する（業界の）研究、調査（例えば、市場調査、技術研究、など）； 
・ 国内統計値、国際的統計値から得られる関連する統計データ；  
・ 関連する市場データの文書（例えば、市場価格、料金表、規則）；  
・ CDMプロジェクト活動を開発、実施している企業、機関、もしくはA/R CDMプロジェクト開

発者によって書かれた文書。例えば、取締役会議事録、往復文書、企業化調査、財務、

予算情報など；  
・ 提案されるプロジェクト活動、過去に実施された同様のプロジェクトに関係しているプロジ

ェクト開発者、請負人、プロジェクトパートナーによって作成された文書；  
・ 農業、林業その他土地利用関係の政府／非政府団体からは独立している専門家、もしく

は個々の専門家の判断意見、教育機関（例えば、大学、技術学校、訓練センター）、専門

家団体、及びその他、によって書かれた文書。 
 
31. 提案されたプロジェクト活動の境界内の土地が少なくとも1989年12月31日以降少なくとも部分

的に森林化したことがあり、プロジェクト開始時に森林ではなかった場合、プロジェクト参加者

は過去に植林が行われたインセンティブ／理由／行動を特定し、現在の法的／財政的、他の

適用可能な規則、社会経済的、生態的、もしくは他の地域条件がCDM関連収入以外の財政

的利益を生み出す活動なしでは植林活動実施を阻害するバリアーとなり続けているという状況

に変化したことを証明する必要がある。 
 
サブステップ３b．特定されたバリアーが、（提案されるプロジェクト活動を除く）代替土地利用シナリ
オのうち少なくとも一つの実施を妨げるものではないということを示す： 
 
32. もしその特定されたバリアーが他の代替土地利用シナリオにも影響を与える場合、それらの影

響が、提案されるA/R CDMプロジェクト活動に与える影響と比較して、どのように強くないのか

を説明する。言い換えると、その特定されたバリアーは、代替土地利用シナリオのうち少なくと

も一つの実施をどのように妨害しないのかを説明する。サブステップ３a．で特定されたバリアー

によって妨害される代替土地利用シナリオは、代案としての価値はなく、検討の対象からは除

かれるべきである。少なくとも一つの代替土地利用シナリオが特定されなければならない。 
・ サブステップ3a－3bの両方が満たされた場合、ステップ４（一般慣行分析）に直接進む。 
・ サブステップ３a．及びサブステップ３b．のどちらか一つが満たされない場合、バリアー分

析によって追加性があるとはいえない。その時はオプションとして、CDMからの財務的利

益をのぞいて提案されるA/R CDMプロジェクト活動が経済的利益を生みそうにないか（オ

プションＩ）、あるいは財務的に魅力がありそうにないか（オプションⅡ、Ⅲ）ということを証明

するステップ2（投資分析）へ進む。もしステップ2（投資分析）が行われない場合、プロジェ

                                                221



クト活動は追加的と見なすことはできない。 
 
ステップ4.一般慣行分析 
 
33. これまでのステップは提案されたA/R CDMプロジェクト活動の地理的地域において既に類似

の植林活動が広く行われているかどうかの分析を補完するものであった。このテストはバリアー

分析（ステップ2）、投資分析（ステップ3）を細くする追加性の証明の信頼性を調べるものであ

る。 
 
34. 提案されたA/R CDMプロジェクト活動に類似した植林活動が以前に実施されてきたか、もしく

は現在進行中かについての分析を提供する。類似の植林活動は、方法論の基礎をなすさら

なるガイダンスを前提として、特に規制枠組みの点で類似の環境において実施され、また関

連する地理的地域において実施される、類似の規模の活動と定義される。他の登録済みA/R 
CDMプロジェクト活動はこの分析対象には含まれない。文書化された証拠、もし関連があれ

ば定量的な情報を提供する。ただし、考慮すべき期間は1989年12月31日以降に限定する。 
提案されたA/R CDMプロジェクト活動に類似の植林活動が特定された場合、提案されたプロ

ジェクト活動と類似の植林活動とを比較し、相互間の本質的差異があるかどうかをアセスメント

する。本質的差異とは、提案されたA/R CDMプロジェクト活動が実施される環境と類似の植

林活動が実施された環境とを比較した際の、基本的かつ検証可能な変化を含む。例えば、バ

リアーが存在した場合、推進政策が終了した場合などである。もし財務上魅力のある特定の

利益が類似の植林活動に賦与されていた場合（例：補助金もしくは他の財務フロー）、提案さ

れたA/R CDMプロジェクト活動がその利益を用いることが出来ないことを説明する。もし適用

可能であれば、類似の植林活動は提案されたプロジェクト活動が直面しているバリアーに直

面していなかったことを説明する。 
 
→ステップ４が満たされた場合、つまり類似活動が確認され、提案されたA/R CDMプロジェクト活
動と類似活動の間に明確な差異が見出せなかった場合、提案されたCDMプロジェクト活動は追
加的であると見なすことはできない。さもなければ、提案されたA/R CDMプロジェクト活動はベース
ラインシナリオではない、よって、追加的である。 
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図1：A/R CDMプロジェクト活動の追加性のアセスメント・証明のためのツールのフローチャート 

 
 

ステップ 0. A/R プロジェクト活動開始日に基づく予備的な審査（スクリーニング） 

提案された植林は A/R CDM プロジ

ェクト活動ではない 

ステップ1. A/Rプロジェクト活動の代替土地利用シナリオの特定 

Y N 

適用可能な法律と規則の強制的施行と一貫性のある土地利用シナリオの一覧 

ベースライン方法論によって提供されるベースライン土地利用シナリオ決定のための段階

的アプローチ 

ベースラインはベースライン方法論によって提供される以下の段階的アプローチによって

決定された土地利用シナリオである 

ステップ 2.  
投資分析 

ステップ 3.  
バリア分析 

提案された A/R CDM プロジェクト活

動は追加的ではない 

ステップ 4. 一般慣行分析 

提案された A/R CDM プロジェクト活

動は追加的である 

N N 

Y Y 
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2)  EB35 annex 19 
A/R CDM プロジェクト活動におけるベースラインシナリオ特定及び 

追加性証明のための統合ツール（Ver. 01） 
(Combined tool to identify the baseline scenario and demonstrate additionality 

in A/R CDM project activities) 
 
Ⅰ．スコープ、適用可能性、パラメータ 
 
スコープ 
 
1. このツールは A/R CDM プロジェクトのベースラインシナリオを特定し、同時に追加性を証

明するための全体的な枠組みと段階的なアプローチを提供するものである。 
 
2. このツールの適用により、提案されたA/R CDMプロジェクトのシンクによるベースラインGHG吸

収量を保守的に決定するためのベースラインの、透明性のある形での特定が可能となる。 
 
3.  新ベースライン方法論を提案するプロジェクト参加者は、このツールをその提案書に組み入れ

ても良い。また、プロジェクト参加者は、このツールを踏まえてベースラインシナリオを特定し、

追加性を証明するための他のアプローチを CDM 理事会に提案しても良い。 
 
4. このツールの適用を有効化する際、指定運営組織（DOE）は、ベースラインの選定、追加

性の証明のためにプロジェクト参加者が提供した全てのデータ、論理的根拠、仮定、正当

化、文書化の信頼性をアセスメントすべきである。 
 
適用可能条件 
 
ツールは以下の条件の下で適用可能となる： 
・ A/R CDMの登録を伴う、伴わないに限らず、提案されたプロジェクト境界内の土地での植

林1は、たとえ法律が施行されていなくても、いかなる適用可能な法律に対しても、これを侵害

するものであってはならない； 
・ このツールの使用は小規模A/Rプロジェクトには適用できない。 
 
パラメータ 
 
5. この手順がそれ自体パラメータを用いることはない。 
 
Ⅱ．手順 
 
6. プロジェクト参加者は以下の5つのステップを適用する： 
・ ステップ0.A/Rプロジェクト活動開始日に基づく予備的な審査（スクリーニング）； 
・ ステップ1.代替シナリオの特定； 
・ ステップ2.バリアー分析 
・ ステップ3.（もし必要なら）投資分析 
・ ステップ4.一般慣行分析 
 
手順は、図1に示されるフローチャートに要約されている。個々のステップに関するさらなる詳

細については本文を参照のこと。 
 
ステップ０． A/Rプロジェクト活動開始日に基づく予備的な審査（スクリーニング） 
7. プロジェクト参加者は、A/R CDMプロジェクト活動の開始日が1999年12月31日より後であ

                                                        
1 このツールの本文において、植林とは、マラケシュ合意に定義される新規植林、再植林にとどまらない、考えられる土地利用シ

ナリオの特定のために用いられるもので、天然もしくは人工的な手段による森林造成を含む。 
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 り、かつ登録日より前であることを申請したい場合： 
・ A/R CDMプロジェクト活動の開始日が１９９９年１２月３１日より後である証拠を提供する； 

・ プロジェクト活動実施を開始するにあたり、計画されているCERｓ販売からのインセンティ

ブをよく考慮していることをしめす証拠を提供する。この証拠はプロジェクト開始前または開始

時に第三者が入手可能であった文書（公的・法的、及び／もしくはその他法人による文書が

好ましい）に基づくべきである。 
 
ステップ1. A/Rプロジェクト活動の代替土地利用シナリオの特定 
 
8. このステップは、以下のサブステップを通じ、提案されたCDMプロジェクト活動の代替土

地利用シナリオがベースラインシナリオとなることを特定するためのものである： 
 
サブステップ1a.提案されたCDMプロジェクト活動の、信頼性のある代替土地利用シナリオを
特定する 
 
9. A/R CDMプロジェクト活動がなかりせばの状態で、提案されたプロジェクト境界内の土地

にて起こりうる現実的かつ信頼性のある土地利用シナリオを特定する2。シナリオは、例え

ば歴史的な土地利用、慣行、経済動向など、関連する国別及び／もしくはセクター別の

政策3、環境を考慮に入れた上で、プロジェクト参加者もしくは他のプロジェクト開発者にと

って実現可能性のあるものであるべきである。特定された土地利用シナリオは少なくとも

以下を含む： 
・ プロジェクト以前の土地利用の継続； 
・ A/R CDMプロジェクト活動の登録を伴わない場合のプロジェクト境界内の土地への

植林； 
・ もし適用可能であれば、提案されたA/R CDMのプロジェクト境界内での少なくとも一

部の土地での、以下の理由による植林4： 
○ 法的必要事項；もしくは 
○ 類似した社会経済的、環境的条件の地理的地域で観察された植林活動の、

1989年12月31日以降の期間に起こり、プロジェクト参加者によって選ばれた、提

案されたA/R CDMプロジェクト活動への外挿 
 
10. 現実的かつ信頼性のある土地利用シナリオを特定するため；土地利用記録、フィールド

調査、利害関係者からのデータ及び意見、他の適切な情報源からの情報、そして参加型

農村調査法（PRA）5が適当なものとして用いられる。ベースラインアプローチとして22b、c
を選択した場合、土地の専門化もしくは土地の所有者／利用者に対し、プロジェクトはプ

ロジェクト開始時からの期間における土地管理／投資計画について調査しなければなら

ない。 
 

                                                        
2 例えばプロジェクト前の土地利用の継続やプロジェクトが計画されている地域の典型的な土地利用への変化、農業的プランテ

ーション・観光客向けリゾート・狩猟エリア・農場の造成、その地域で典型的な投資ファンドの利用、またはその他の経済的魅力の

ある活動。 
3 EB22 の Annex3 及び EB23 の Annex19 では、ベースラインシナリオを特定する際に、関連する国別及び／もしくはセクター別

政策を考慮する必要があることを明記している。http://cdm.unfccc.int/Reference/Guidclarif を参照。 
4 この場合、プロジェクト参加者はベースラインの植林率をアセスメントし、プロジェクトは、プロジェクト活動なかりせばの状況では

起こりえず、プロジェクト参加者による直接的な介入の結果として新規植林／再植林率の増加がもたらされるということの正当化を

提供する必要がある。提案された A/R CDM プロジェクト活動が新規植林／再植林率の増加をもたらさない場合、プロジェクト活

動は追加的ではない。 
5 参加型農村調査法(PRA)は地域の問題を分析し、地域の利害関係者と仮の問題解決を考案するアプローチである。社会的、

環境的問題の空間的、時間的状況を扱うグループベースの分析のための視覚的方法で、広い範囲で使われている。この方法は、

例えば以下に説明されている： 
Chambers R (1992): Rural Appraisal: Rapid, Relaxed, and Participatory. Discussion Paper 311, Institute of Development Studies, 
Sussex; 
Theis J, Grady H (1991): Participatory rapid appraisal for community development. Save the Children Fund,London. 
Chambers R (1992): Rural Appraisal: Rapid, Relaxed, and Participatory. Discussion Paper 311, Institute of Development Studies, 
Sussex; 
Theis J, Grady H (1991): Participatory rapid appraisal for community development. Save the Children Fund,London. 
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11. 全ての特定された土地利用シナリオは信頼性のあるものでなければならない。提案され

たA/R CDMプロジェクト活動の境界内での、現在の、もしくは1989年12月31日以降ある

時期に存在したがもはや存在していない、全ての土地利用は現実的かつ信頼性のあるも

のと判断できる。他の全ての土地利用シナリオについても、信頼性を正当化する必要が

ある6。正当化は空間計画情報（適用可能であれば）もしくは法的必要条件などの要素を

含む必要があり、また提案された土地利用シナリオの経済的実現可能性のアセスメントを

含めても良い。 
 
サブステップ1aの成果：A/R CDMプロジェクト活動のプロジェクト境界内の土地で起こりうる、

信頼性のある代替土地利用シナリオの一覧。 
 
サブステップ１b．適用可能な法律と規則の強制的施行と信頼性のある代替土地利用シナリオとの
一貫性  
（このサブステップは、法的義務を持つ国及び地域政策、及び、CDM M&P〔decision 17/CP.7, 
11 November 2001に採用されて以来実施されてきた地域政策を考慮しない。） 
 
12. 以下の手順を適用する： 

・ サブステップ1aで特定した全ての土地利用シナリオが全ての強制的な法的・規則的

要求事項に従っていることを証明する； 
・ 代替案が全ての強制的な法的・規則的要求事項に従っていない場合は、強制的な

法律もしくは規則が適用さえる地域の現在の慣行の例に基づいて、これらの適用可

能な強制的な法律・規則的要求事項が系統的に施行されておらず、これらの要求事

項の不遵守が一般的であることを示す。つまり、プロジェクト地域を含む最小行政単

位の少なくとも30%以上において一般的であるということである； 
・ 全ての強制的な法的・規則的要求事項に従っていない土地利用シナリオは、適用

可能な法律・規則の系統的な施行の不足によって起こるということを証明できないの

であれば、全ての強制的な法的・規則的要求事項に従っていないあらゆる土地利用

シナリオを、サブステップ1aに特定された土地利用シナリオから除外する。 
 
サブステップ1bの成果：施行される地域、国を考慮した強制的な法律・規則及び国別及び／

もしくはセクター別政策・規則に関するCDM理事会の決定に従う、最ももっともらしいA/R 
CDMプロジェクト活動の代替土地利用シナリオの一覧。 
サブステップ1bの結果としての一覧表が空欄もしくは1つの土地利用シナリオのみしかない場

合、提案されたA/R CDMプロジェクト活動は追加的ではない。 
 
→ステップ2（バリア分析）に進む 
 
ステップ2．バリアー分析 
このステップでは、バリアーを特定し、サブステップ1bで特定した土地利用シナリオがこれらのバリ

アーによって妨げられないことをアセスメントする。 
 
サブステップ2a． 代替土地利用シナリオの少なくとも一つの実施を妨げているバリアーの特
定： 
 
13. サブステップ1bで特定された土地利用シナリオの実現を妨げる現実的かつ信頼性の

あるバリアーを特定する。バリアーはプロジェクト参加者に特定のものとすべきではない

が、例え同様のプロジェクト開発者がプロジェクト活動を開発しようとしていても、提案された

A/R CDMプロジェクト活動に適用すべきである。そのようなバリアーは、以下のものを含めても

良い： 

                                                        
6 例：空港の建設は人口密度が低く、道路インフラの乏しい農村地域では、大抵の場合、信頼性のある土地利用シナリオとはい

えない。 
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・ ステップ3で分析される十分でない財務的の経済的収入以外の投資バリアー、特に：  

- 類似した活動は補助金もしくは他の非商業的金銭的な条件のもとのみで実施されてきた。

この文脈において、類似の活動は、規制枠組みの点で類似の環境において実施され、

また関連する地理的地域において実施される、類似の規模の活動と定義される； 
- 信頼性のある、当該国もしくはその他の国の投資レポートの信用格付けに示されるように、

A/Rプロジェクトが実施される国においての中に、投資に関して、実際のリスクまたは認

識されるリスクがあるために、国内もしくは国際資本市場にアクセスする民間資本が存在

しない； 
- 土地利用シナリオに対しては資金提供者が存在しない；  
- クレジットへのアクセスの欠如 

 
・ 制度上のバリアー、特に：  

- 政府の政策や法律の変化に関連するリスク； 
- 土地利用関連の立法実施の欠如 

 
・ 技術的バリアー、特に： 

- 必要となる原料、例えば植栽する材料へのアクセスの欠如；  
- その技術を実施するためのインフラが存在しない 

 
・ 土地の伝統に関係するバリアー、特に： 

- 伝統的な知識、または法律、慣習、市場状態、業務の欠如； 
- 伝統的な装置や技術 

 
・ 一般的な業務によるバリアー、特に： 

- 土地利用シナリオが“この種では最初”：この種の活動はそのホスト国、地域では現在実

施されていない。  
 

・ 地域の生態的条件によるバリアー、特に： 

- 荒廃土壌（例えば水／風浸食、塩類集積など）； 
- 自然災害的及び／もしくは人災的事象（例えば地滑り、火災など）； 
- 不適な気候条件（早／晩霜害、干ばつなど）； 
- 土地利用を妨げる日和見的な種の繁茂（例えば芝生、雑草）； 
- 生態学的植生遷移上の好ましくない過程； 
- 放牧や飼料採種による生物的圧力 、など 

 
・ 社会的条件によるバリアー、特に： 

- 土地に対する人口圧（例えば人口増加による土地需要の増大）； 
- プロジェクト実施地域での利害関係者間の社会的紛争； 
- 違法行為の蔓延（例えば違法な放牧、非木材林産品の採取及び木材伐採；  
- 熟練及び／もしくは適切に訓練された労働力の欠如； 
- 地域社会の組織の欠如 

 
・ 土地保有、所有、相続、所有権に関連するバリアー、特に：  

- 異なる利害関係者の権利のヒエラルキーを伴う土地の共有が土地利用シナリオ実施のイ

ンセンティブを制限している； 
- 土地保有の立法と保有の保証をサポートする規則の欠如； 
- 天然資源産物やサービスに関連する所有権が明確に定義され、規定されていない； 
- 正式または非公式な保有システムが土地所有の断片化のリスクを増加させる； 
- プロジェクト期間中、有効な市場や保険のメカズムの欠如により製品の価格変動による大

きな価格リスクの可能性がある； 
- 市場、運輸、貯蔵に関するバリアーがある； 
- 製品・サービスの規制されていない非公式な市場がプロジェクト参加者への効果的な情

報の伝達を妨げている； 
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- 土地が遠隔地で道路やインフラの未発達が輸送費を増大させ、それによって土地利用

からの製品の競争力や収益を損なう； 
- 土地利用からの製品を加工、貯蔵、価値付加の施設がないことが土地利用での地代を

回収する可能性が制限されている 
 
サブステップ2aの成果：ステップ1bで特定した土地利用シナリオの1つ以上を妨げるバリアー

の一覧。 
 
サブステップ 2b.特定されたバリアーによって妨げられる土地利用シナリオの除去 
 
14. サブステップ1bで特定された土地利用シナリオがサブステップ2aでリストアップしたバリアーの

少なくとも1つ以上によって妨げられることを決定する。土地利用シナリオの実現を妨げると特

定されたバリアーが、当該土地利用シナリオの面において有効であり、納得のいくものである

ことを実証する。バリアーのアセスメントにあたっては、計画されているA/R CDMプロジェクト活

動が行われる地域での情報、技術、熟練労働者へのアクセスのレベル、入手可能性を考慮

する。以下を考慮するに当たっては、これらのシナリオを除去すること。 
 
15.  提案されたA/R CDMプロジェクト活動の境界内の土地が少なくとも1989年12月31日以降

少なくとも部分的に森林化したことがあり、プロジェクト開始時に森林ではなかった場合、

過去に植林が行われたインセンティブ／理由／行動を特定する。また、 
現在の法的／財政的、他の適用可能な規則、社会経済的、生態的、もしくは他の地域条

件がA/R CDMプロジェクト活動の登録なしでは植林実施を阻害するバリアーとなり続けて

いるという状況に変化したことを証明する。 
 
16. サブステップ1bで特定され、サブステップ2bで除去されなかった全ての土地利用シナリオを、

いかなるバリアーによっても妨げられない土地利用シナリオの一覧に含める。 
 
サブステップ2bの成果：いかなるバリアーによっても妨げられない土地利用シナリオの一覧。 
 
17. サブステップ2a、2bを適用する際、透明性があり且つ文書となっている証拠を提示する。ま

た、特定されたバリアーが存在すること及びそれが重要なものであることを、どのように証明す

るかについては、その文書となっている証拠を保守的に（控えめに）解釈して提示する。逸話

的証拠を含めることも可能であるが、これ単独ではバリアーの十分な証拠とはならない。提示

される証拠のタイプとしては、以下のようなものを含めても良い： 
・ 関連する法律、規則の情報、環境／自然資源管理基準、条例または規則； 
・ 大学、調査機関、業界団体、企業、多面的な問題を扱う機関などによって実施された、

関連する（業界の）研究、調査（例えば、市場調査、技術研究、など）； 
・ 国内統計値、国際的統計値から得られる関連する統計データ；  

・ 関連する市場データの文書（例えば、市場価格、料金表、規則）；  

・ CDMプロジェクト活動を開発、実施している企業、機関、もしくはA/R CDMプロジェクト開

発者によって書かれた文書。例えば、取締役会議事録、往復文書、企業化調査、財務、

予算情報など；  

・ 提案されるプロジェクト活動、過去に実施された同様のプロジェクトに関係しているプロジ

ェクト開発者、請負人、プロジェクトパートナーによって作成された文書；  

・ 農業、林業その他土地利用関係の政府／非政府団体からは独立している専門家、もしく

は個々の専門家の判断意見、教育機関（例えば、大学、技術学校、訓練センター）、専

門家団体、及びその他、によって書かれた文書。 
 
サブステップ2c.ベースラインシナリオの決定（もしバリア分析により可能であれば） 
 
18. 以下の樹形図をサブステップ2bの結果に対し適用する： 
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A/R CDMプロジェクト活動の登録なしでの植林は、いかなるバリアーによっても妨げられない土地
利用シナリオの一覧に含まれるのか？ 
 
→もしYesなら： 

そのリストに含まれる土地利用シナリオは1つだけか？ 
→もしYesなら、提案されたA/R CDMプロジェクト活動は追加的ではない。 
→もしNoなら、ステップ3の投資分析に進む。 

 
→もしNoなら： 

そのリストに含まれる土地利用シナリオは1つだけか？ 
→もしYesなら、残った土地利用はベースラインシナリオである。ステップ4の一般慣行テ
ストに進む。 

 →もしNoなら、定性的分析を行い、各シナリオにおけるシンクによる吸収量をアセスメント
し、以下のオプションに従い1つを選定する。 
オプション1：ベースラインはシンクによるベースラインGHG吸収量が最も高い値となる土
地利用シナリオである。ステップ4の一般慣行テストに進む。 
オプション2：ステップ3の投資分析に進む。 

 
ステップ3．投資分析 
 
19. このステップは、サブステップ2bで特定された残った土地利用シナリオが最も経済的に、

もしくは財務的に魅力的なものであることを決定するためのものである。このため、投資比

較分析が行われる。 
 
サブステップ3a．適切な分析方法の決定 
 
20. 単純コスト分析、投資比較分析または基準値分析（サブステップ２b）のうちどれを適用するの

か決定する。もしその計画されたA/R CDMプロジェクト活動がCDM関連収入以外に財務的ま

たは経済的な利益を生まない場合、単純コスト分析（オプションⅠ）を適用する。それ以外の

場合は、投資比較分析（オプションⅡ）または基準値分析（オプションⅢ）を使う。オプションⅠ、

Ⅱ、Ⅲは相互に排他的であり、それゆえに1つのオプションのみが適用可能であることに注意

する。 
 
サブステップ3b．―オプションⅠ．単純コスト分析の適用 
 
21. A/R CDM プロジェクト活動に関連するコストを書き出し、その活動が CDM 関連収入以外の財

務上の利益を発生させないことを説明（証明）する。 
 
22. いかなるバリアーによっても妨げられない各土地利用シナリオに関連する収入、支出につい

て説明する。 
 
→いかなるバリアーによっても妨げられない土地利用シナリオの少なくとも一つが財務上の利益を
生み出すのであれば、クレジット期間中の収入とコストの差が最大となるものをベースラインシナリ
オとして選択する。サブステップ3dの感度分析に進む。 
 
→さもなければ、シンクによるベースラインGHG吸収量が最も高い値となる土地利用シナリオをベ
ースラインシナリオとして選択する。提案されたA/R CDMプロジェクト活動がベースラインとなる場
合、追加的ではない。さもなければ、ステップ4の一般慣行テストに進む。 
 
サブステップ3b．―オプションⅡ．投資比較分析の適用 
 
23.  IRR7、NPV、資本回収期間、費用便益比などの財務指標がそのプロジェクトタイプにとって、ま

                                                        
7 投資比較分析では、プロジェクト IRR やエクイティ IRR として IRR が計算される。プロジェクト IRR は、資金ソース

                                                229



た意思決定に際して、最も適切であることを特定する。 
 
サブステップ3b．―オプションⅢ．基準値分析の適用 
 
24.  IRR8、NPV、資本回収期間、費用便益比、またはその他（例えば農業、林業の投資に関連す

るRRR (required rate of return、リターン要求率）、プロジェクト固有のリスクによって修正された

銀行預金利率(Bank deposit interest rate)、または土地投機から期待される収益などの土地の

機会原価(opportunity costs of land))がそのプロジェクトタイプにとって、また意思決定に際し

て、最も適切な財務的指標であることを特定する。次に投資に対するRRRのような関連基準値

を特定する。基準値は、そのプロジェクトタイプにおける特殊なリスクを考慮した上での、市場

における現状の標準リターンとするが、そのプロジェクト開発者独自の想像期待利益やリスク

の考え方を考慮に入れてはならない。基準値は以下のものから導くことが出来る： 

・ 独立した（財務）エキスパートによって評価され、企業投資及び／もしくはプロジェクトタイ

プを反映させるために適切なリスクの割り増しを考慮した、国債の利率； 
・ 比較可能な（同様の）プロジェクトを想定した場合、銀行家や個人投資家／ファンドが要

求するリターンに基づいた、資金コストや要求資本利益率（例えば、関係するプロジェクト

活動の国およびタイプに対して求められる商業貸し出し利率及び保証）の評価； 
・ もし、可能性のあるプロジェクト開発者が一人しかいない場合（例えば、提案されたプロジ

ェクトの土地が所有されており、さもなければ単一の事業体、個人もしくは会社によって

管理されており、かつその人・会社がまたプロジェクト開発者である場合）は、その会社の

社内基準値（会社の平均資本コスト）。プロジェクト開発者はその基準値が過去において

も首尾一貫して使われてきたことを証明しなければならない、即ち、同じ会社が同様の条

件で開発するプロジェクト活動については同じ基準値を使う。 
 
サブステップ3c．財務的指標の計算と比較（オプションⅡ及びⅢにのみ適用可能）： 
 
25.  CDMからの財務上の利益を含めずに、提案されるCDMプロジェクト活動及びいかなるバリ

アーによっても妨げられない全ての土地利用シナリオに適した財務的指標を計算する。それ

には、全ての関連する費用（例えば、投資コスト、操業コスト及びメンテナンスコストを含む）、ま

た収入（tCER、lCER販売収入は除外するが、補助金／財政的インセンティブが存在するので

あれば含める）、更には、公共事業体の場合ふさわしければ市場には関係のない費用や利益、

が含まれる。 
 
26.  透明性のある方法で行った投資分析を提示し、またCDM-AR-PDDの中で使用した全ての関

連する仮定値を提示する。即ち他の人物が再計算しても同じ結果が得られるようにする。重要

な技術的経済パラメータ及び仮定値（資本コスト、寿命、及び資本の割引率またはコスト）を明

確に提示する。DOEが有効化できる方法で、仮定値の正当性を示す、及び／もしくは例証す

る。財務的指標の計算の際には、プロジェクト特有の予想値と仮定値であることを条件として、

プロジェクトのリスクをキャッシュフローの中に織り込むことが出来る（例えば、保険料は特有な

リスクと同等物を反映するものとして使うことが出来る）。 
 
27.  投資分析に用いる仮定値と入力データは、プロジェクト活動とその代替案に差異があっては

ならないが、その差異の正当性が十分実証されるならばこの限りではない。 
 
28. オプションⅡ（投資比較分析）を採用するのであれば、以下の樹形図を適用する： 

                                                                                                                                                                   
に関係なく、プロジェクトに関連する資金の支出と収入のみに基づいて、リターンを計算する。エクイティ IRR は、投

資家へのリターンを計算するため、債務の額とコストをも考慮する。投資へ進むかどうかの決定は、投資家へのリタ

ーンに基づくため、多くの場合、エクイティ IRR の方がより適切であろう。しかしプロジェクト IRR が適切な場合もあ

る。. 
8 基準値分析では、IRR はプロジェクト IRR で計算されなければならない。もし可能性のあるプロジェクト活動開発

者が一人しかいない場合（例えば、それが現状設備の改良の場合）、IRR はエクイティ IRR で計算されなければな

らない。 
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A/R CDMプロジェクト活動の登録なしでの植林は、いかなるバリアーによっても妨げられない土地
利用シナリオの一覧に含まれるのか？ 
 
→もしYesなら： 

提案されたA/R CDMプロジェクト活動はいかなるバリアーによっても妨げられない土地利用シ
ナリオの少なくとも一つと比較して、魅力的でない財務的指標（例：IRR）を持つか？ 

→もしYesなら、財務指標（例：IRR）の最大値を獲得した土地利用シナリオをベースライ
ンシナリオとして選択する。サブステップ3dの感度分析に進む。 

     →もしNoなら、提案されたA/R CDMプロジェクト活動は追加的ではない。 
 
→もしNoなら： 

財務指標（例：IRR）の最大値を獲得した土地利用シナリオをベースラインシナリオとして選択
する。サブステップ3dの感度分析に進む。 

 
29. オプションⅢ（ベンチマーク分析）を採用するのであれば、以下の樹形図を適用する： 
 
A/R CDMプロジェクト活動の登録なしでの植林は、いかなるバリアーによっても妨げられない土地
利用シナリオの一覧に含まれるのか？ 
 
→もしYesなら： 

提案されたA/R CDMプロジェクト活動はベンチマークを満たさない財務指標（例：IRR）を持
ち、いかなるバリアーによっても妨げられない土地利用シナリオの少なくとも一つはベンチマ
ークを満たす財務的指標を持つか？ 

→もしYesなら、ベンチマークを満たし、最も魅力的な財務指標（IRR、NPV、費用便益費
など）を持つ土地利用シナリオをベースラインシナリオとして選択する。サブステップ3dの
感度分析に進む。 
→もしNoなら、 

→A/R CDMプロジェクト活動の財務指標がベンチマークを満たすならば、提案され
たA/R CDMプロジェクト活動は追加的ではない。 
→A/R CDMプロジェクト活動のみならずどの代替案においても財務始業がベンチ
マークを満たさないのであれば、ベースラインシナリオはプロジェクト以前の土地利
用の継続となる。 

→もしNoなら： 
いかなるバリアーによっても妨げられない土地利用シナリオの少なくとも一つはベンチマーク
を満たす財務的指標を持つか？ 

→もしYesなら、最も魅力的な財務指標（IRR、NPV、費用便益費など）を持つ土地利用
シナリオをベースラインシナリオとして選択する。サブステップ3dの感度分析に進む。 
→もしNoなら、ベースラインシナリオはプロジェクト以前の土地利用の継続となる。 

 
サブステップ3d．感度分析（オプションⅡ、Ⅲのため） 
 
30.  ベースラインシナリオが財務的に魅力があるかどうかの最初の結論を出すに際しては、重要な

仮定値に合理的に反応するかどうかをアセスメントする感度分析も行う。投資分析が（仮定値

の現実的な範囲に対して）首尾一貫している場合にのみベースラインシナリオの特定と追加

性の証明についての価値のある論議のみが可能であり、また、その分析の最初の結論を証明

できる。 
 
31. 以下の樹形図を適用する。 
 
A/R CDMプロジェクト活動の登録なしでの植林は、いかなるバリアーによっても妨げられない土地
利用シナリオの一覧に含まれるのか？ 
→もしYesなら： 

感度分析の結果は結論的か？  
→もしYesなら、ベースラインシナリオの選択は有効である。ステップ4の一般慣行テストに進
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む。 
→もしNoなら、提案されたA/R CDMプロジェクト活動は追加的ではない。 

→もしNoなら： 
感度分析の結果は結論的か？ 

→もしYesなら、ベースラインシナリオの選択は有効である。ステップ4の一般慣行テストに
進む。 
→もしNoなら、シンクによるベースラインGHG吸収量が最も高い値となる土地利用をベ
ースラインシナリオとして選択する。ステップ4の一般慣行テストに進む。 

 
ステップ3の成果：最も魅力的な財務指標による、感度分析の結果を考慮に入れた、提案され

たプロジェクト地域の境界内における、最も経済的及び／もしくは財務的に魅力のある土地利用

シナリオの特定。 
 
ステップ4.一般慣行分析 
 
32. これまでのステップは提案されたA/R CDMプロジェクト活動の地理的地域において既に

植林活動が広く行われているかどうかの分析を補完するものであった。このテストはバリア

ー分析（ステップ2）、適用可能な場合は、投資分析（ステップ3）を補足する追加性の証明

の信頼性を調べるものである。 
 
33. 提案されたA/R CDMプロジェクト活動に類似した植林活動が以前に実施されてきたか、

もしくは現在進行中かについての分析を提供する。類似の植林活動は、方法論の基礎を

なすさらなるガイダンスを前提として、特に規制枠組みの点で類似の環境において実施さ

れ、また関連する地理的地域において実施される、類似の規模の活動と定義される。他

の登録済みA/R CDMプロジェクト活動はこの分析対象には含まれない。文書化された証

拠、もし関連があれば定量的な情報を提供する。ただし、考慮すべき期間は1989年12月

31日以降に限定する。 
 
34. 提案されたA/R CDMプロジェクト活動に類似の植林活動が特定された場合、提案された

プロジェクト活動と類似の植林活動とを比較し、相互間の本質的差異があるかどうかをア

セスメントする。本質的差異とは、提案されたA/R CDMプロジェクト活動が実施される環

境と類似の植林活動が実施された環境とを比較した際の、基本的かつ検証可能な変化

を含む。例えば、バリアーが存在した場合、推進政策が終了した場合などである。もし財

務上魅力のある特定の利益が類似の植林活動に賦与されていた場合（例：補助金もしく

は他の財務フロー）、提案されたA/R CDMプロジェクト活動がその利益を用いることが出

来ないことを説明する。もし適用可能であれば、類似の植林活動は提案されたプロジェク

ト活動が直面しているバリアーに直面していなかったことを説明する。 
  
→ステップ４が満たされた場合、つまり類似活動が確認され、提案されたA/R CDMプロジェク
ト活動と類似活動の間に明確な差異が見出せなかった場合、提案されたCDMプロジェクト活
動は追加的ではない。さもなければ、提案されたA/R CDMプロジェクト活動はベースラインシ
ナリオではない、よって、追加的である。  
 
 

 
図1：A/R CDMプロジェクト活動のベースラインシナリオの特定、追加性の証明のための合併

ツールのフローチャート 
 
図の説明 
黒の矢印：継続 
点線の矢印：期待される成果 
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3)  EB46 Annex 19 
A/R CDM プロジェクト活動における測定のためのサンプルプロット数の計算 

（Ver. 02） 
(Calculation of the number of sample plots for measurements  

within A/R CDM project activities) 
 
Ⅰ. 範囲，適用，パラメーター 

 

範囲  

1. このツールはサンプルプロットがモニタリング目的に使われる時に適用できる。このツールは、

望ましい正確さで炭素プールの変化をモニタリングするに必要な永久サンプルのプロット数を

推定するツールである。 

次の森林調査が含まれるので永久サンプルプロットを用いる： 

 ・ 特定の時間間隔で測定が行われる； 

 ・ 高い共分散が継続したサンプリング間で生じる可能性がある。 

 

2． 永久サンプリングプロットは、継続したサンプリング調査の間に典型的に高い共分散があるの

で、森林炭素蓄積量の変化を推定するのに統計的に効果的であるとされている。しかしなが

ら、サンプルプロットは、例えば、地拵えの時、下刈りの時、施肥の時、灌水の時、間伐の時な

どに、プロジェクト境界内のその他の土地と同じ方法で処理され、そしてモニタリングの期間中

に破壊されてはならない。理想的には、管理活動に携わるスタッフはモニタリングプロットの位

置を知るべきでない。場所的な標識が用いられるところでは、それらは可視的であってはなら

ない。 

 

適用範囲 

3. このツールは次の条件で適用できる： 

 ・ 対象の変数が正規分布しているか、又は正規分布に転換されるとき。 

4. 正規分布は次のような時に仮定できる： 

 ・ 多くの小さい（独立的な）効果が相加的に個々の観測結果に寄与する場合。 

 

パラメーター 

5. このツールは以下の変数（パラメーター）を決定する方法を提供する： 

変 数 SI 単位 説 明 

 ｎ なし プロジェクト領域内のサンプルの数（必要とされる永久サンプルプロ

ットの合計数） 

 ｎi  なし 階層 i 内のサンプルの数 
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によって決定できる。95%の信頼水準に対する Student’s t 分布値は，サンプルプロット数が 30 を

越える時は，おおよそ２に等しい。最初のステップとして，ｔn-L,a の値に２を用いて，そしてその結

果 n-L が 30 より小さいならば，新しいｎ値を用いて新しいｔn-L,a の値（統計表あるいは Excel ファイ

ルに組み込まれた Student’s t 分布の逆数から）を得て再計算を行う。この相互操作は計算され

た n 値が安定するまで続ける。 

 

15. ここでのｎサンプル数で求められた炭素蓄積量の現実の分散に基づいて，最初のモニタリン

グ後に，このサンプル数を合理的に修正することは推奨できる。 

 ・修正したサンプル数ｎが最初の数より小さいときは，最初に確立されているサンプルプロッ

トの全ての測定を継続する。 

   ・修正したサンプル数ｎが最初の数より大きいときは，“新”サンプルプロットの数は既に確立

されているサンプルプロットの数に比例させてプロジェクト地に割り振る。“新”サンプルプロ

ットはプロジェクト地全体に一様に分布させ，そして既存のサンプル格子枠の中心に設置

する。 

 

サンプルプロットの大きさ（両方法に対して） 

 

16. プロット面積 AP はサンプリングの密度と時間そして野外測定の労力に関係する。プロットの大

きさは林分の密度に依存する。プロット面積の増加は２サンプルプロット間の分散を減らす。

Freese(1962)2によれば，変動係数とプロット面積の間には次式のような関係が成り立つ。 

ܥ ଶܸ
ଶ ൌ ܥ ଵܸ

ଶ כ ඨ
ܣ ଵܲ

ܣ ଶܲ
                                            ሺ10ሻ 

ここで，AP1 と AP2 は異なったサンプルプロト面積を意味し，それらに対応する変動係数が CV1，

CV2 である。それで，サンプルプロット面積の増大によって，そのプロット間の変動は，同じ精度レ

ベルで小さいサンプルの大きさの利用を可能とするように，減少できる。通常は，プロットの大きさ

は高密度林分で 100m2 から疎林分の 1,000m2 の間になる。 

 

プロット位置の決定（両方法に対して） 

(a) 永久サンプルプロットは，線形系統的サンプリング法で配置するのが望ましい。この方法

では，格子は全プロジェクト地域に設置され，永久サンプルプロットの中心点は階層内に

引かれる格子の交点に置かれる。格子はランダムな出発点（地図座標上のランダムに選

んだ点）とそして追加的に選択されたランダムな位置（格子上のランダムに選択されたコ

ンパス位置）からなる。 

(b) 各階層の永久サンプルプロットの正しい数を得るために，階層内に必要な数の格子点が

得られるまで，格子の間隔（格子交点間の距離）を変える。各階層で同じ格子間隔である

必要はない；しかしながら，格子は同じ出発点で，同じ方向を保つ。 

                                                  
2 Freese, F. 1962. Elementary Forest Sampling. USDA Handbook 232. GPO Washington, D.C.91pp 
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(c) 上記操作で永久サンプルプロットノ中心点が定められたら，地図化及び/又はサンプルプ

ロット位置ノ本来の性質上及び不可避的不確実性のゆえに，サンプルプロットの設置に

際して，その一部が植林地外になる場合がある。この場合には，プロットの外枠と林木の

成熟時に林冠の縁になると推定される位置を一致させるよう，そのプロット中心をその土

地の中心方向に移動させる。プロット中心の移動方向は，その土地の境界線に直角の方

向であるべきである。 

(d) 到達不可能なサンプルプロットは除去できるように，階層毎に十分な数のサンプルプロッ

トを配置する。これで，プロット除去後もⅡ.1 又はⅡ.2 で計算した最小限のサンプルプロ

ット数は確保する。 

 

 

本文書の履歴 

 

 

バージョン 日付 改訂の種類 

02 EB46, Annex 19 

25 March 2009 

データ収集のための永久プロットの位置に関する実用面の

更なる明確化および計算式の明確さの改善 

01 EB31, Annex15 

04 May 2007 

最初の採択 
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4)  EB31 annex 16 
A/R CDM プロジェクト活動の GHG 排出量の顕著性のテストツール（Ver.01） 

(Tool for testing significance of GHG emission in A/R CDM project activities) 
 

Ⅰ. 背景，適用条件、変数 

背景 

このツールは発生源，炭素プールの推定される減少，およびリーケージからの GHG の排出量が特

定の A/R CDM プロジェクト活動に対して顕著でないということの決定を助けるものである。 

無視できるであろう炭素プールの減少と排出量の増加の合計は，炭素プールの全減少量と排出

量の全増加量の 5％以下，あるいは吸収源よる純人為的吸収量の 5％以下，そのどちらかの少な

い方で，あるべきである。 

 

適用条件 

A/R CDM プロジェクト活動に対する承認済み A/R CDM 方法論に，このツールは適用できる。 

a) 炭素プールの減少，そして A/R プロジェクト活動の実施の結果から生じる CO2 相当で測定され

る GHG の排出量の増加が顕著でなく，無視できることを決めること。 

b) 炭素プールの減少と排出源からの GHG 排出量の増加が，A/R CDM 方法論の適用条件下で

顕著でない状態にあることを保証すること 

 

変数 

この手順ではこれに固有の変数を用いない。 

 

Ⅱ. 手順 

次のステップ操作（これは IPCC(2003)の基本排出源解析に基づいている）が，A/R CDM プロジェ

クト活動に起因する排出源（プロジェクト排出量とリーケージ）からのすべての GHG 排出量の顕著

性をテストするのに用いられる。この操作は事前推定と事後（モニタリング）で，別々に行われるべき

である。 

 

1． 地域/プロジェクト固有データ，科学的文献，あるいは IPCC（例えば IPCC1997，2003，2006）及

び地域/プロジェクトに特有な活動から得られる最近の規定排出係数に基づいた排出源（各排

出源当り）からの A/R CDM プロジェクト活動の GHG 排出量と炭素プールの起こりうる減少（例

えば地拵え，放牧，収穫など）を推定する。 

 

2．地域/プロジェクト固有データ，科学的文献，あるいは IPCC（例えば IPCC1997，2003，2006）及

び地域/プロジェクトに特有な活動から得られる最近の規定排出係数に基づいたプロジェクト活

動当たりのリーケージ排出量を推定する。推定は承認された方法論に従う。 

 

3．もし，IPCC の規定排出係数を用いたならば，同じ既定値を事前及び事後推定に用いる。 
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4．すべての GHG 排出量は COP31で決定された，あるいは，その後修正された GWP を用いて，

CO2 相当量として再計算する。 

 

5．排出量と起こりうる炭素プールの減少によるプロジェクト GHG 排出量そしてリーケージ活動から

の排出量の相対的な寄与率を次式（IPCC2003，Eq. 5.4.1）によって計算する。 

 
ここで， 

RCEi プロジェクト及びリーケージ GHG 排出量に対する各排出源 i の相対的な寄与率 

Ei ステップ１及び 2 で推定された i のプロジェクトの排出源及び炭素プールの起こりうる減

少及びリーケージの排出量 

i 個々のプロジェクト排出源及びリーケージからの GHG 排出量の印番号（I＝ステップ１

及び２で対象とされた排出源の総数） 

 

6．相対的寄与率 RCEi の降順にプロジェクト及びリーケージ排出量をランク付けして整頓する（す

なわち，最低排出量が最高ランクされ，排出量掲載順番の最後につける。） 

 

7．相対的寄与率 RCEi の累計を最低ランク（ステップ 6 の順番により）から計算する。各プロジェクト

排出源及びリーケージ排出量を累計算する毎に印付けする。その累計値が限界値 0.95 より小

さくない値に達したときに累計算をやめる。 

 

ステップ７で印付けされなかった排出源による GHG 排出量，起こりうる炭素プールの減少，及びリ

ーケージ排出量は，もし吸収源による純人為的吸収量の５％より少なければ，顕著でないと考えら

れる。他方，ステップ 7 に記した操作は，上記条件に合うまで，0.95 の限界値を超えるまで続ける。 

 

文献 

IPCC (1995) Climate Change 1995: The Science of Climate Change. Contribution of Working 

Group I to the Second Assessment of the Intergovernmental Panel on Climate Change. JT Houghton, 

LG Meira Filho, BA Callender, H Harris, A. Kattenberg and K Maskell (Eds). Cambridge University 

Press, UK pp.572 

IPCC (1997) Revised 1996 IPCC Guidelines for National Greenhouse Gas Inventories. Available at: 

www.ipcc-nggip.iges.or.jp/public/gl/invs1.htm. 

IPCC (2003) Good Practice Guidance for Land Use, Land-use Change and Forestry. Available at: 

www.ipcc-nggip.iges.or.jp/public/gpglulucf/gpglulucf.htm. 

IPCC (2006) IPCC Guideline for National Greenhouse Gas Inventories. Available at: 

WWW.ipcc-nggip.iges.or.jp/public/2006gl/index.htm. 

                                                        
1 最初の約束期間，100 年間有効の GWP 値は IPCC―第 2 回評価報告書（1995）に基づいて用いられるべきであ

る（Decision 2/CP.3）。 
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5)  EB33 annex 14 
A/R CDM プロジェクト活動の化石燃料に関する GHG 排出推定(Ver. 01) 

(Estimation of GHG emission related to fossil fuel combustion  
in A/R CDM project activities) 

 

I. スコープ、適用条件、パラメータ 

スコープ・適用条件 

このツールは A/R CDM プロジェクト活動における化石燃料燃焼に関する GHG 排出増加1（プロジ

ェクト排出とリーケッジ排出の両方）を推定する。排出ソースは；自動車（トラック、トラクターなどの移

動可能なソース）と機械（チェーンソーなどのポータブルな機械や、ウォーターポンプなどの固定さ

れた機械）など、A/R CDM プロジェクト活動で必要なものである。 

 

パラメータ 

このツールは下記のパラメータを決定する方法を提供する。 

パラメータ SI ユニット 説明 

ETFC,୷ t-CO2 y 年間の化石燃料燃焼からの CO2 排出 

 

II. 方法2 

ܧ ிܶ஼,௬ ൌ෍ܧ ிܶ஼,௝,௬                                             ሺ1ሻ
௃

௝ୀଵ

 

ܧ ிܶ஼,௬ y年間中の化石燃料燃焼からのCO2排出(tCO2) 

ܧ ிܶ஼,௝,௬ y年間での車両、機械タイプjによる化石燃料燃焼からのCO2排出(tCO2/yr) 

݆  車両、機械のタイプ 

 プロジェクト活動で使用される車両、機械タイプの合計数  ܬ

 

ܧ ிܶ஼,௝,௬の推定には下記の２つの方法を使うことができる。 

1)直接的な方法 

2)間接的な方法 

これらは、交互にまたは同時に使用することができる。 

 

1)直接的な方法 

直接的な方法は燃焼される燃料の量のデータが入手できることが前提である。この方法は、車両・

機械が専属（プロジェクト参加者によってコントロールされるなど）で、全体の化石燃料消費がモニ

ターできる場合、プロジェクト活動での車両・機械の排出の推定に使用できる。式は下記の通り。 

ܧ ிܶ஼,௝,௬ ൌ ෍ܥܨ௜,௝,௬ כ ஼ைଶ,௜ܨܧ כ ܥܰ ௜ܸ                                   ሺ2ሻ
ூ

௜ୀଵ

 

 
                                                        
1 A/R CDM プロジェクト活動での化石燃料燃焼は CO2 排出のみが考慮される。 
2 プロジェクトプロポーネントは「A/R CDM プロジェクト活動での GHG 排出の有意性テストツール」が化石燃料使用に関する燃焼

による排出が固有のプロジェクト活動で優位かどうか明らかにするために使用できることを覚えておくこと。 
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ここで 

ܧ ிܶ஼,௝,௬ y年間のjタイプの車両・機械の化石燃料燃焼からのCO2 排出(t CO2/yr) 

 ௜,௝,௬ y年間のjタイプの車両・機械のiタイプの消費燃料量 (mass or volume unit/ yr)ܥܨ

 ஼ைଶ,௜ 燃焼された燃料タイプiのCO2排出係数(t CO2 / GJ)ܨܧ

ܥܰ ௜ܸ 燃料iの純発熱量 (GJ/mass or volume unit)3 

i  燃焼された燃料のタイプ 

I  燃料タイプの合計 

 

2)間接的な方法 

この方法は、車両・機械が専属でなく（車両の使用が第三者とコミッションされているなど）、全体の

化石燃料消費がモニターできない、または、事前推定時キーパラメータが仮想的な場合に使用で

きる。 

 

車両(mobile sources)について4 

ܧ ிܶ஼,௝,௬ ൌ ෍݊ כ
ܯ ௝ܶ,௬

௝,௬ܮܶ
כ ௝,௬ܦܣ כ ܥܧܵ ௝݇,௜,௬ כ ஼ைଶ,௜ܨܧ כ ܥܰ ௜ܸ                     ሺ3ܽሻ

ூ

௜ୀଵ

 

または 

ܧ ிܶ஼,௝,௬ ൌ ෍ܰ ௝ܸ,௬ כ ௝,௬ܦܶ כ ܥܧܵ ௝݇,௜,௬ כ ஼ைଶ,௜ܨܧ כ ܥܰ ௜ܸ                        ሺ3ܾሻ
ூ

௜ୀଵ

 

または 

ܧ ிܶ஼,௝,௬ ൌ෍ܯ ௝ܶ,௬ כ ௝,௬ܦܶ כ ௝,௜,௬ݐ݇ܥܧܵ כ ஼ைଶ,௜ܨܧ כ ܥܰ ௜ܸ                        ሺ3ܿሻ
ூ

௜ୀଵ

 

ܧ ிܶ஼,௝,௬  y年間のjタイプの車両・機械の化石燃料燃焼からのCO2 排出(tCO2/yr)  

݊   帰路の荷重の指数5 

ܯ ௝ܶ,௬  y年に車両タイプjが輸送した総量(tone) 

 ௝,௬  y年の車両タイプjの積載キャパシティー (tone)ܮܶ

 ௝,௬   y年の車両タイプjの平均片道距離 (km)ܦܣ

ܥܧܵ ௝݇,௜,௬  y年の車両タイプjの燃料iの固有のエネルギー消費量 (quantity of fuel / km) 

 ஼ைଶ,௜   燃焼された燃料タイプiのCO2 排出係数 (t-CO2 / GJ)ܨܧ

ܥܰ ௜ܸ  燃料タイプi の純発熱量(GJ/mass or volume unit) 

ܰ ௝ܸ,௬   y年の車両タイプjの数 

 ௝,௬   y年の車両タイプjの移動距離合計（帰路も含む） (km)ܦܶ

 ௝,௜,௬  y年の車両タイプjの燃料タイプiの固有の燃料消費量 (quantity of fuel / tone・km)ݐ݇ܥܧܵ

i    燃焼された燃料タイプ 

I    燃料タイプの合計 

 

ܯ ௝ܶ,௬ が車両タイプごとに入手できない場合、(ܯ ௝ܶ,௬/ܶܮ௝,௬)は(ܯ ௬ܶ/ܶܮ௔௩,௬)で代用できる。ܯ ௬ܶ 

                                                        
3 体積から重量への換算は体積に密度をかける。燃料の密度は検証可能な地域・国のデータを入手する。 
4 プロジェクトバウンダリー外の輸送に関する GHG 排出の推定には、最初のコミューティングポイントまでの距離のみ考慮する。 
5 帰路の荷重が他の商品で満載の場合は n=1、空の場合は n=2。プロジェクト参加者が満載であることを証明できなければ、

n=2。 
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は輸送の総量、ܶܮ௔௩,௬は車両の表示された荷重キャパシティーである（たとえば主な荷物を運んだ

車両タイプ）。 

式3bのܵܥܧ ௝݇,௜,௬と3cのܵݐ݇ܥܧ௝,௜,௬ は 参考値を使用することができる。ベリフィケーション時にDOE

はプロジェクト活動の状況に応じたパラメータが適用されていること、またはよりコンサバティブな仮

定が使用されていることを確認する。アプローチ3aは3bより好ましく、3bは3cより好ましい。 

 

機械（stationary equipment） 

ܧ ிܶ஼,௝,௬ ൌ ෍ܰܧ௝,௬ כ ܶ ௝ܷ,௬ כ ௝,௜,௬ݑܥܧܵ כ ஼ைଶ,௜ܨܧ כ ܥܰ ௜ܸ

ூ

௜ୀଵ

                        ሺ4ሻ 

 

ܧ ிܶ஼,௝,௬   y年間のjタイプの車両・機械の化石燃料燃焼からのCO2 排出(tCO2/yr) 

 ௝,௬   y年の機械タイプjの数ܧܰ

ܶ ௝ܷ,௬   y年の機械タイプjの使用量合計(hours) 

 ௝,௜,௬  y年の機械タイプjの燃料タイプiの固有の燃料消費 (quantity of fuel / hour)ݑܥܧܵ

 ஼ைଶ,௜   燃焼された燃料タイプiのCO2 排出係数 (t-CO2 / GJ)ܨܧ

ܥܰ ௜ܸ  燃料タイプi の純発熱量(GJ/mass or volume unit) 

i    燃焼された燃料タイプ 

I    燃料タイプの合計 

 

ポータブルな機械（チェーンソーなど）には、それぞれのエネルギー消費の検証可能なデータが入

手可能な場合のみ上述の式が使用できる。この場合、ܶ ௝ܷ,௬ *ܵݑܥܧ௝,௜,௬は、例えば伐採した材積と

伐採材積あたりの燃料消費の積に置き換えることができる。 

 

III. 参考文献とその他の情報 

デフォルト値： 

2006 IPCC Guidelines for National Greenhouse Gas Inventories - Volume 2 Energy: Chapter 3 

Mobile Combustion  

(http://www.ipccnggip.iges.or.jp/public/2006gl/pdf/2_Volume2/V2_3_Ch3_Mobile_Combustion.pdf) 

IPCC 排出係数データベース (EFDB)  

http://www.ipccnggip.iges.or.jp/EFDB/main.php 
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6)  EB33 annex15 
A/R CDM プロジェクト活動の土壌有機炭素プールの計算をコンサバティブに無視で

きる場合を決定する方法(Ver. 01) 
(Procedures to demonstrate when accounting of the soil organic carbon pool may be 

conservatively neglected in A/R CDM project activities) 
 
I. スコープ、適用条件、パラメータ 
スコープ 
このツールは A/R CDM プロジェクト活動で土壌有機炭素プールのアカウントをどのような場合にコ

ンサバティブに無視できるのかを決定するガイドラインを提供する。このガイドラインは、最近の査

読された科学的文献と IPCC1の文献のレビューをもとに開発された。土地使用変化による土壌有

機炭素プール変化の入手可能な証拠が限られている場合、コンサバティブなアプローチが受け入

れられる。 
 
適用条件 
このツールは、プロジェクトバウンダリー内の土地が下記の１－３の条件を満たす場合適用可能で

ある。 
 
1． 有機質土壌（泥炭土など）や湿地2を含まない土地であること 
 
2. プロジェクトバウンダリー内の浸食による鉱物土壌の炭素ストックの減少レートは、A/R CDM

プロジェクト活動のベースラインレート以上には永続的に増加しないこと。この条件は次の

(i)-(iii)の条件に見合う場合、満たされたと考えられる： 
(i) プロジェクト活動のための地ごしらえでの存在する植生の除去はプロジェクトエリアの

10 %を超えて起こらない。下記の事項を証明できる場合を除く： 
a. スラッシュ＆バーンによる地ごしらえがプロジェクト所在地域のコモンプラクティスで

あること、または、 
b. プロジェクトエリアの鉱物土壌の炭素蓄積の減少レートは、プロジェクト開始後５年以

上ベースラインレート以上に増加しない 
(ii) プロジェクト活動の地ごしらえによる土壌の撹乱がプロジェクトエリアの 10 %を超えないこ

と。プロジェクトエリアの鉱物土壌の炭素蓄積の減少レートは、プロジェクト開始後５年以

上ベースラインレート以上に増加しないと証明できる場合を除く。 
(iii) 耕耘/鍬入れ/地掻きが地ごしらえで行われる場合、コンターに沿って行うこと 

 
3．細粒リター（直径 2 mm 以下の木質の枝、樹皮、葉）がサイトに残地されること 
 
パラメータ 
この方法は固有のパラメータは使用しない 
 
II. 方法 
 
土壌有機炭素プールの鉱物土壌部の炭素ストック変化は、鉱物土壌のベースライン炭素ストックが

下記のいずれかの場合において、A/R CDM プロジェクトでは純吸収量の計算において、コンサバ

ティブに無視される。 
・減少している、または 
・定常状態または準定常状態3にある、または 

                                                        
1 The Good Practice Guidance for Land Use, Land-use Change and Forestry (IPCC 2003), and the Revised 2006 Guidelines for 
Agriculture, Forest and Other Land Use (IPCC 2006). 
2 「湿地」、「居住地」、「農耕地」、「草地」は the Good Practice Guidance for Land Use, Land-use Change and Forestry (IPCC, 
2003)で定義されている。これらの土地の木本植物は森林の定義の閾値以下でなければならない 
3 IPCC のデフォルトの想定では、鉱物土壌炭素プールは、土壌炭素の実質的変化と（または）土壌へのリター供給変化を引き起

こすとされる土地利用変化から２０年後に定常状態になると考えている(IPCC 2003)。最近の研究成果では、AR プロジェクトが一

般的に実施される気候－栄養条件下で、森林への土地利用変化後最初の約１０年以内に鉱物土壌炭素プール変化が起こるとさ

れている。この期間の後は、鉱物土壌炭素プール変化のレートは非常に低くなり、このプールは定常状態に近づくと考えられる。

つまりこれが、quasi-steady-state（準定常状態）である。 
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・プロジェクト活動で想定されるレートと同じまたはそれ以下のレートで増加している 
 
これらの条件は、下記のいずれかの土地利用において、上記のセクション I の適用条件下でプロジ

ェクトが行われる場合に満たされていると考えられる： 
・居住地 
・耕作地 
・荒廃地、荒廃中の草地 
・同様の土地利用が１０年以上の間行われ、A/R プロジェクトで針葉樹が使用されないことが示さ

れている、その他の草地 
・同様の土地利用が１０年以上の間行われ、A/R プロジェクトで針葉樹が使用されることが示され

ているが、さらに針葉樹を使う場所で下記のことが提示されたその他の草地 
a.  枯死木、リタープールの炭素増加がカウントされないこと、さらに 
b. 枯死木プールの主なマテリアルはクレジット機勧誘にサイトに残地されるという証拠が提

示されること 
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7)  EB33 annex16 
窒素肥料からの直接的な亜酸化窒素排出量の推定(Ver. 01) 

(Estimation of direct nitrous oxide emission from nitrogen fertilization) 
 

 

I. スコープ、適用条件、パラメータ 

スコープ 

このツールは A/R CDM プロジェクト活動におけるプロジェクトバウンダリー内の窒素肥料使用から

の直接的な亜酸化窒素排出量1を ex ante と ex post 両方で推定する。 

 

適用条件 

このツールは下記の場合適用できない： 

A/R CDM プロジェクト活動が湿地で実施される場合 

湛水灌漑、または湛水が施肥を行った日から３ヶ月以内に発生する場合 

 

パラメータ 

このツールは下記のパラメータを決定する方法を提供する。 

 

パラメータ SI ユニット 説明 

N2Odirect-N,t t-CO2-e y 年におけるプロジェクトバウンダリー内の窒素肥料使用による

直接的な N2O 排出量 

 

II. 方法 

 

このツールはプロジェクトバウンダリー内の窒素肥料使用による亜酸化窒素排出事前・事後推定両

方に使用できる。事後推定目的の場合、活動データ（合成肥料と有機窒素肥料の量と窒素含有量）

をモニターする。プロジェクト参加者が色々なタイプの肥料を使用する場合、使用した肥料のタイプ

とその窒素含有量を明確にし、記録することが重要である。窒素肥料からの直接的な亜酸化窒素

排出は次の式を使用して推定することができる。 

ଶܱܰௗ௜௥௘௖௧ିே,௧ ൌ ൫ܨௌே,௧ ൅ ைே,௧൯ܨ כ ଵܨܧ כ ܯ ேܹమை

כ ܹܩ ேܲమை                           ሺ1ሻ 

ௌே,௧ܨ ൌ ෍ܯௌி௜,௧ כ ௌி௜ܥܰ

ூ

௜

כ ሺ1 െ  ஺ௌிሻ                                     ሺ2ሻீܿܽݎܨ

                                                        
1 EB 26 para 50 の決定により、 
(a)プロジェクトバウンダリー内の施肥からの N2O 直接的排出（例えば脱窒）のみ A/R プロジェクト活動でカウントされ、間接的排出

（例えばランオフ）はカウントされない。 
(b)もしプロジェクトバウンダリー外の N2O 排出の唯一のソースが A/R プロジェクト活動に苗を供給する苗畑での施肥による場合、

この N2O 排出は（直接・間接とも）無視することができる。 
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ைே,௧ܨ ൌ ෍ܯைி௝,௧ כ ைி௝ܥܰ

ூ

௜

כ ሺ1 െ  ஺ௌெሻ                                    ሺ3ሻீܿܽݎܨ

 

ଶܱܰௗ௜௥௘௖௧ିே,௧  t年のプロジェクトバウンダリー内の窒素肥料施肥によって生じる直接的なN2O排

出, t-CO2-e 

 ௌே,௧  t年のNH3とNOXとしての脱窒に換算した、使用した合成窒素肥料の窒素量：t-Nܨ

year-1 

 ைே,௧:  t年のNH3とNOXとしての脱窒に換算した、使用した有機窒素肥料の窒素量：t-Nܨ

year-1 

 ௌி௜,௧:  t年に使用されたiタイプの合成肥料量：toneܯ

 ைி௝,௧:  t年に使用されたjタイプの合成肥料量：toneܯ

 ଵ  Nインプットからの排出係数：tonne-N2O-N (t-Ninput)-1ܨܧ

 ஺ௌி 合成肥料のNH3とNOXとして脱窒する割合ீܿܽݎܨ

 ஺ௌெ  有機肥料のNH3とNOXとして脱窒する割合ீܿܽݎܨ

ܯ ேܹమை  N2OとNの分子量比 (44/28) ：tone- N2O (t-N) -1 

ܹܩ ேܲమை  N2Oの温暖化係数：kg-CO2-e (kg- N2O) -1 (第一約束期間中のIPCC default =310) 

 ௌி௜  使用した合成肥料タイプiの窒素含有量：g-N (100 g fertilizer) -1ܥܰ

 ைி௝  使用した有機肥料タイプjの窒素含有量：g-N (100 g fertilizer) -1ܥܰ

I:  合成肥料のタイプの番号 

J:  有機肥料のタイプの番号 

 

IPCC 2006 Guidelines (table 11.1)に示されているように、デフォルト排出係数(EF1)は使用したNの

1%で、この値は国別のファクターが入手できない場合に使用する。NH3とNOXとして排出される合

成肥料と有機窒素肥料の割合のデフォルト値は、2006 IPCC Guidelines (Table 11.3)によると、そ

れぞれ0.1と0.2である。プロジェクト参加者は査読済みの科学的な文献からプロジェクトエリア固有

の排出係数を使用することができる。 
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8) EB50 Annex 22 
CDM A/R プロジェクト活動に起因する既存植生の刈り払い、焼却及び腐朽による 

GHG 排出量の推定(Ver. 03) 
 (Estimation of GHG emissions due to clearing, burning and decay of existing 

vegetation attributable to a CDM A/R project activity) 
 
Ⅰ. スコープ、適用可能性、仮定及びパラメータ 
 
スコープ 
このツールは、提案されている A/R CDM プロジェクト境界内にて、その活動の一環として行われる

生存している木本植生1－現存木本植生－の刈り払い、焼払い、放置・腐朽による GHG 排出量の

増加を推定するために使われる。 
 
適用可能性 
ステップ１：このツールの使用は、地拵え2により現存する植生の除去から発生する GHG 排出量は

重大ではないという条件に関する承認された A/R CDM ガイダンスの使用により始められる。そして、

それはその排出量が重大ではないかどうか、０と見なしていいかどうか、さらにはこのツールの使用

はこれ以上必要とされないということを決めるために行われる。 
 
ステップ 2：このツールは A/R CDM プロジェクト境界内におけるプロジェクト活動及び地拵えによ

る現存植生の刈り払い、焼払いや腐朽から生じる GHG 排出量の増加を推定するために簡易なデ

フォルトアプローチを提供する。 
   

・CO2 排出量の増加. プロジェクトによる排出は、地拵えの間に行われる現存する植生の刈り

払い（焼き畑を含む）の結果、あるいは/そして A/R CDM プロジェクト活動の一環として植栽さ

れた森林（あるいは、他の植生）との競争の結果枯死した植生の腐朽により生じる。 
 

・非 CO2GHG の増加. プロジェクトの GHG 排出は、プロジェクト境界内の現存地上部植生3が

地拵え4の一環としてメタン（CH4）や酸化窒素（N2O）の排出につながる部分的あるいは全面

的に焼却された時に生じる。ただし、N2O 排出量は全体の排出量の中で大した量ではなく、０

と見なされる。 
 
仮定 
1. 以下の仮定は、このツールを開発する中でなされる。 

・ 火入れが地拵えの一環として使われる場合には、燃えたエリアは一つの階層とされ、そし

て、階層の中の全てのバイオマスは燃えるとみなされる。 
・ 火入れが地拵えの一環として使われる場合には、地拵えの中で伐採されたかどうかに関

係なく、火入れの後、残っている全ての現存植生は枯損し、即座に酸化される。 
・ 火入れ以外の手法が地拵えとして使われる場合には、除去/伐採されたエリアは、一つの

                                                  
1 第 42 回理事会において提供されたガイダンスによれば、草本植生の除去による GHG 排出量は重大ではなく、それゆ

えに、A/R ベースライン及びモニタリング方法論とツール（会議報告書のパラ 35 を参照のこと）においては、無視され

うる。 
2 この文書にて使われている「地拵え」という言葉には、特に言及されていようがいまいが、現存する木本植生からの

排出に繋がる A/R プロジェクト活動の全て側面が含まれる。これには、なかんずく、伐採あるいは火による現存する木

本植生の除去、伐採あるいは焼却された木本植生の腐朽及び A/R プロジェクト活動の一環として植栽された森林（ある

いは他の植生）からの競争の結果枯死した木本植生の腐朽が含まれる。 
3 どのような地拵えに含まれる既存の生存している植生は、これ以降、単に「現存植生」と呼ばれる。このツールは、

プロジェクト開始時の枯損有機物プールにおけるバイオマスの推定や地拵えに伴うこれらのプールからの GHG 排出量

を推定する方法論は提供しない。これらのプールが計算されない場合、このプールからの CO2及び非 CO2の排出は保守

的に無視される、と言うのは、これらのプールにおけるバイオマス蓄積はプロジェクトシナリオより、かなり小さいと

考えられるからである。しかしながら、仮に、このツールを使用するある方法論にて、これらのプールのどれかが計算

される場合は、地拵えからの排出量を含む枯損有機物のプールから排出物を明白に計算するため、異なる方法論が適用

されなければならない。 
4 用語「既存の生存している地上部植生」及び「現存する植生」は、地拵えの一環として伐採される生存している植生

を含むものといつも見なされ、そして、それ故に、焼払いの際には（火入れがおこなわれる場合）枯損していると見な

される。そのような植生は、全て、プロジェクトが開始される時、そのバイオマスが評価される際には生存している。 
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階層とされ、その階層の中の全ての植生は除去/伐採されるとみなされる。 
・ 伐採されたものの燃えていない木本バイオマスと燃え残った木本バイオマスの腐朽率は

同じである。木本バイオマスに関する一定の腐朽率は、IPCC デフォルトアプローチと矛

盾しない。 
 
パラメータ 
2. このツールは、次のパラメータを決定するための手続きを提供する。 
 
パラメータ SI Unit 記述 
஻௜௢௠௔௦௦௅௢௦௦,௧ t CO2 年ܧ tにおいてCDM-A/Rプロジェクト活動の一環として植栽された

森林（あるいは他の植生）からの競争、及び/あるいは地拵え（火

入れを含む）による現存の植生の喪失から生じる CO2 の増加 
஻௜௢௠௔௦௦஻௨௥௡,௧ t CO2-e 年ܧ t において地拵えの一環として行われる現存植生 

バイオマスの焼払いによる非 CO2 排出量の増加 
 
このツールにおいて使われている慣習 
3. この方法論のツールにおいては、バイオマスのロスは、樹木及び灌木植生クラス別に決めら

れる。それは、バイオマスと燃焼特性の平均値は、それぞれのクラスの中では非常に類似であ

るが、クラス間では非常に異なるからである。植生クラスごとに排出量を推定することは、それ

故に、計算をもっと簡易に、透明にするものである。 
 
4. 灌木とそれより小さい木々を区別する定義は一般的に存在しない。灌木とそれより小さい木々

が現存する植生を構成している場合には、野外の条件でこれらの植生クラスを区別する実際

的な定義が、森林インベントリー標準実施手続きとして開発され、CDM- A/R-PDD として記録

される。そのような定義は、そのプロジェクトが存在している国あるいは地域で行われている慣

習と矛盾がなく、現存する植生及び A/R プロジェクト活動の一環として造成される植生にも等

しく適用される。 
 
Ⅱ. 現存する植生の刈り払い、焼払い及び腐朽による GHG 排出量の推定 
 
5. A/R CDM プロジェクト活動には、地拵えの結果として造成された現存植生の一部または全体

の除去（焼払いを含む）が含まれる。そのほか、A/R プロジェクト活動の結果として造成された

森林あるいは他の植生からの競争により現存植生の枯死あるいは腐朽がおこることもある。こ

れらの現存するバイオマスのロスは、プロジェクト境界内の GHG の増加として取り扱われる。

一般的に、現存するバイオマスのロスからの GHG の排出は、2 つのコンポーネントにおいて生

じる：もし、焼き畑が行われたら、燃えるバイオマスから生じる CO2 及び非 CO2 の排出、そして

燃えていない植生そして/あるいは燃え残りの植生の腐朽からの CO2 の排出。 
 
6. 地拵えに伴う CO2 及び非 CO2 の排出量を推定するための簡易なアプローチを提供するため

に IPCC 文献から引用された表１の保守的なデフォルトアプローチが使われる。 
 
表１：IPCC 文献から引き出された保守的なデフォルトファクター 
 
ファクター 数値 記述 
 ௧௥௘௘ 0.50 t C(t d.m.)－1 木本植生バイオマスの平均炭素比率ܨܥ
 ௦௛௥௨௕ 0.49 t C(t d.m.)－1 灌木植生バイオマスの平均炭素比率ܨܥ
஻݂௅,௧௥௘௘ 0.4 t d.m.(t d.m.) －1 焼払いの後、残され腐朽する木本植生バイオマスの炭素比率

஻݂௅,௦௛௥௨௕ 0.05 t d.m.(t d.m.)－1 焼払いの後、残され腐朽する灌木植生バイオマスの炭素比率

ܴ௧௥௘௘ 0.3 t d.m.(t d.m.) －1 木本植生のバイオマス蓄積に適した平均根系/地上部比率 
ܴ௦௛௥௨௕ 0.4 t d.m.(t d.m.) －1 灌木植生のバイオマス蓄積に適した平均根系/地上部比率 
 
年 t のそれぞれの階層における CO2 の排出量は、以下の数式により求められる。 
஻௜௢௠௔௦௦௅௢௦௦,௧ܧ ൌ ൫ܮௌ௉,௧௥௘௘,௧ ൅ ௌ௉,௦௛௥௨௕,௧൯ܮ כ

ସସ
ଵଶ

                                ሺ1ሻ 
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及び 
ௌ௉,௧௥௘௘,௧ܮ ൌ ௌ,௧ܣ כ ஺஻,௧௥௘௘ܤ כ ሺ1 ൅ ܴ௧௥௘௘ሻ כ  ௧௥௘௘                             ሺ2ሻܨܥ
ௌ௉,௦௛௥௨௕,௧ܮ ൌ ௌ,௧ܣ כ ஺஻,௦௛௥௨௕ܤ כ ሺ1 ൅ ܴ௦௛௥௨௕ሻ כ  ௦௛௥௨௕                          ሺ3ሻܨܥ
ここで 
஻௜௢௠௔௦௦௅௢௦௦,௧ 地拵えの結果生じる現存植生のロスに伴うܧ CO2 排出量の増加; t CO2  
ௌ௉  年ܮ t の地拵えの結果生じる現存木本あるいは灌木植生（数式の小文字により表わさ

れる）の炭素蓄積のロス；t C 
ௌ,௧  年ܣ t における階層の面積（火入れが地拵えの一環として使われる場合には、燃えた

エリアは一つの階層とされ、そして、階層の中の全てのバイオマスは燃えるとみなさ

れる。）; ha 
஺஻  木本あるいは灌木植生の地上部平均バイオマス蓄積（数式において小文字によりܤ

表わされる）；t d.m. ha－1  
ܴ        木本あるいは灌木植生のバイオマス蓄積に適切な平均根系/地上部比率; 

 t d.m. ha－1(t d.m. ha－1) －1  
木本あるいは灌木植生バイオマスの平均炭素比率（数式において小文字により表  ܨܥ

わされる）；t C(t d.m.) －1 木本あるいは灌木植生に関する IPCC デフォルト値は、そ

れぞれ 0.50, 0.49 
44/12  変換係数：C と CO2 の分子量の比率；mol mol－1  
 
7. 地拵えに火入れが使われている場合には、数式(1)-(3)を使っての CO2 排出量の推定に加え、

バイオマス焼却による非 CO2 排出量の推定を行うことも必要である。 

஻௜௢௠௔௦௦஻௨௥௡,௧ܧ ൌ ൫ܮௌ௉,௙௜௥௘,௧௥௘௘,௧ ൅ ௌ௉,௙௜௥௘,௦௛௥௨௕,௧൯ܮ כ ஼ுరܴܧ כ
16
12 כ ܹܩ ஼ܲுర             ሺ4ሻ 

そして 
ௌ௉,௙௜௥௘,௧௥௘௘,௧ܮ ൌ ௌ,௧ܣ כ ஺஻,௧௥௘௘ܤ כ ൫1 െ ஻݂௅,௧௥௘௘൯ כ  ௧௥௘௘                         ሺ5ሻܨܥ
ௌ௉,௦௛௥௨௕,௧ܮ ൌ ௌ,௧ܣ כ ஺஻,௦௛௥௨௕ܤ כ ൫1 െ ஻݂௅,௦௛௥௨௕൯ כ  ௦௛௥௨௕                        ሺ6ሻܨܥ
 
ここで 
 
஻௜௢௠௔௦௦஻௨௥௡,௧  年ܧ t の地拵えの間のバイオマス焼却による非 CO2GHG 排出量の増加；t CO2-e  
ௌ௉,௙௜௥௘         年ܮ t の地拵えの間の現存する木本あるいは灌木植生（数式において小文字に

より表わされる）の焼却に伴う炭素蓄積のロス；t C 
஼ுర    CH4ܴܧ に関する排出比（IPCC デフォルト：0.012）5, kg C as CH4(kg C burned) －1  
ܹܩ ஼ܲுర     CH4 に関する地球温暖化係数（IPCC デフォルト：京都議定書の第一約束期

間）；t CO2-e (t CH4) －1 

ௌ,௧             年ܣ t の階層の面積; ha 
஺஻          現存する木本あるいは灌木バイオマス（数式において小文字により表わされる）ܤ

の地上部バイオマスの平均蓄積；t d.m. ha－1  
஻݂௅        バイオマスの焼却後腐朽する地上部木本あるいは灌木バイオマス（数式にお

いて小文字により表わされる）の平均分数；t d.m.ha－1 ( t d.m.－1) －1  
CF            木本あるいは灌木植生バイオマス（数式において小文字により表わされる）の

平均炭素比率；t C (t d.m.) －1  
16/12         変換係数；C と CH4 の分子量の比率；mol mol－1  
 
モニターされるデータとパラメータ 
このツールを使うときは、以下のパラメータはモニターされるべきである。シンクによる人為的純

GHG 吸収量を事前推定するためにこの方法論において提供されている関連する数式を適用する

時は、プロジェクト参加者はクレジット期間にモニターされるパラメータに関する透明な推定を提供

する。これらの推定は、可能な限り、計測されたあるいは現存する公表されたデータに基づくべき

であり、プロジェクト参加者は保守的なアプローチを保持すべきである；すなわち、もし異なった数

値が等しくありそうであれば、シンクによる人為的 GHG 吸収量の過大推定につながらない数値が

選ばれるべきである。 
                                                  
5 Table 3A.1.15, Annex 3A.1, GPG-LULUCF (IPCC 2003) 
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データ/パラメータ As 
データ単位 ha 
数式 2,3,5,6 
記述 階層の面積（火入れが地拵えの一環として使われる場合には、燃えたエリ

アは一つの階層とされ、そして、階層の中の全てのバイオマスは燃えると

みなされる。） 
データ源 地図、野外 GPS 測定 
測定手続き（もし、あ

れば） 
階層及び林分の境界のモニタリングは、なるべくなら、異なったソースから

のデータを統合できる GIS を使って行われる（GPS 座標及びリモートセン

シングデータを含む）。 
モニタリング頻度 全ての活動をカバーするために地拵え活動の適用スケジュールにしたが

う。 
QA/QC 手続き  

コメント  
 
データ/パラメータ ܤ஺஻,௧௥௘௘ 
データ単位 t d.m. ha－1 
数式 2, 5 
記述 木本植生の地上部バイオマスの平均蓄積 
データ源 現場測定あるいは推定 
測定手続き（もし、あ

れば） 
IPCC からの保守的な推定あるいは他のデフォルトデータ 1； 
プロットベースのバイオマスインヴェントリー2 によって；あるいは 破壊的な

収穫によって。 
モニタリング頻度 プロジェクトスタート 1；あるいはバイオマス 2 の現場サンプリングの間に。 
QA/QC 手続き  

コメント このパラメータは、可能な限り、公表されたデータに基づき推定 
される。 

 
データ/パラメータ ܤ஺஻,௦௛௥௨௕ 
データ単位 t d.m. ha－1 
数式 3, 6 
記述 灌木植生の地上部バイオマスの平均蓄積 
データ源 現場測定あるいは推定 
測定手続き（もし、あ

れば） 
IPCC からの保守的な推定あるいは他のデフォルトデータ 1； 
プロットベースのバイオマスインヴェントリー2 によって；あるいは 破壊的な

収穫によって。 
モニタリング頻度 プロジェクトスタート 1；あるいはバイオマス 2 の現場サンプリングの間に。 
QA/QC 手続き  

コメント このパラメータは、可能な限り、公表されたデータに基づき推定 
される。 

 
参考 
 
IPCC 2003. Good Practice Guidance for Land Use, Land-use Change and Forestry. これは IPCC 事

務局< www.ipec.ch> にて入手可能である。あるいは、National Greenhouse Gas Inventory 
Programme から < http://www.ipcc-nggip.iges.or.jp> にてダウンロード可能である。 
IPCC 2006. Guidelines for National Greenhouse Gas Inventory. Volume 4; Agriculture, Forestry and 
Other Land. これは IPCC 事務局< www.ipec.ch> にて入手可能である。あるいは、National 
Greenhouse Gas Inventory Programme から  
< http://www.ipcc-nggip.iges.or.jp> にてダウンロード可能である。 
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文書の履歴 
ヴァー 
ジョン 

日付 改定の性格 

03 EB50 アネックス

2009 年 10 月 16
日 

情報記録に含まれている文書の分類に従う；理事会により発行され

た文書タイプの定義（EB49 レポートのアネックス 31） 
そのツールにより提供されているガイダンスが最新の状態にされ、

個々の適用を可能にするため、いくつかの文書の中で区分が行わ

れた。 
02 EB42, パラ 35 

2008 年 9 月 26
日 

理事会第 40 回会合で提供されたガイダンスに従って、草本植生の

除去に伴う GHG 排出に関する参考文書が除外された。 

01 EB36 アネックス 

2007 年 11 月 30
日 

当初の採択。 
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9) EB39 Annex12 
A/R CDMプロジェクト活動における放牧活動の移転に関連する 

温室効果ガス排出量の推計(Ver.02) 
 (Estimation of GHG emissions related to displacement of grazing activities in A/R 

CDM project activity) 
 

※注：このツールは、2011 年 6 月 4 日まで有効であるが、EB51 Annex15「A/R CDM プロジェク

ト活動開始前の農業活動の移転に起因する GHG 排出量の増加の推定 
(ver 01)」と入れ替わる予定である 

 
I. 範囲、適用可能性、パラメーター 
 
範囲 
1． このツールは、測定可能で、かつA/R CDMプロジェクト活動の実施によって引き起こされる放

牧活動の移転に起因する温室効果ガスの排出量を推計するために使用することができる。 
 
2． このツールは、乾物摂取量（DMI）のデフォルト値を示した付録、及び家畜タイプの DMI を計

算するために使用する等式を提供する。また、このツールは、IPCCの気候区域毎の年間純一

次生産量（ANPP）のデフォルト値を提供する。 
 
定義 
3． このツールの目的のため、以下の定義を適用する： 
 
無放牧システム（Zero-grazing system）は、放牧に代わって永続的に収容される牛やその他の家

畜に飼料を運び、餌を与えるシステムとして定義される。無放牧システムは、ときどき“刈り取り－運

ぶ（cut-and-carry）システム”とも呼ばれる。 
 
放牧活動（Grazing activities）は、あらゆるタイプの家畜の放牧、及び（もしくは）無放牧システムの

家畜に向けた飼料の生産として定義される。 
 
移転（Displacement）は、家畜活動がプロジェクト境界内の土地から境界外の土地へと移転するこ

ととして定義される。CDM プロジェクト活動に関係のない者、団体へ売却された家畜は、A/R CDM
プロジェクト活動に起因する移転をもたらすことにはならない。 
 
移転管理計画（Displacement management plan）は、CDM活動によって移転される放牧活動を含

むため、プロジェクト設計書と共に用意されなくてはならない。その計画は、タイプ毎の家畜数、及

びA/R CDMプロジェクト境界内の土地すべての地域からの移転に要する時間に関する情報を提

供しなくてはならない。プロジェクト参加者が、家畜が移転されるであろうプロジェクト境界外の土地

の地理的位置を知っている場合、この情報もまた、移転管理計画に含まれなければならない。 
その計画はとりわけ、詳細な地理的位置が不明なプロジェクト境界外の土地に移転される家畜の

種類別家畜数の推定ができなくてはならない。 
 
適用可能性（Applicability） 
4． このツールは、A/R CDMプロジェクト活動の実施によって引き起こされる放牧家畜の移転に

伴う温室効果ガスの排出量の推計に適用可能である。 
 
5． その放牧家畜が、既に無放牧システム内で飼育されている、あるいは無放牧システムに移転

される場合、監視されるべき放牧活動は、飼料の生産である。 
 
6． ツールは、以下への移転によって発生する排出量の推計に使用できる： 

• 特定された森林地； 
• 特定された農地； 
• 特定された草地；及び 
• 未特定の土地 
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7． ツールは、以下への移転をもたらすA/R CDMプロジェクト活動の実施に伴って発生する、温

室効果ガス排出量の推計には適当ではない： 
• 居住地1；  
• 湿地；及び 
• その他の土地 –「土地利用、土地利用変化、及び林業に関するグッドプラクティスガイダ

ンス（GPG-LULUCF）」によって定義されている通り (つまり、裸地、岩、氷、並びに森林

地、農地、草地、居住地あるいは湿地の区分に適合しないすべての非管理地)。 
 

仮定 
8． ツールは、以下の事項を仮定するものとする： 

• CDMプロジェクト活動に関係しない者、団体への放牧家畜の売却、及び放牧家畜の解

体（食肉処理）はリーケージをもたらさない。 
• 移転によって森林減少が引き起こされた場合、地上部バイオマス、地下部バイオマス、リ

ター、枯死木のプールに蓄えられた炭素は、大気中に放出される。 
• 放牧家畜の未特定地への移転は、森林減少をもたらす。 

 
 
パラメータ（Parameters） 
9． このツールは、以下のパラメータを決定付けるための手順を提供する： 
パラメータ SI単位 説明 
 ஽௜௦௣௟௔௖௘௠௘௡௧,௧ t CO2-e t年における動物の移動によるリーケージܭܮ

 
 
II. 手順 
このツールは、放牧活動の移転に伴い発生する排出量を推計するためのステップ毎の手順を提供

する。 
 
10．ステップ１：測定可能で、かつ当該新規・再植林プロジェクト活動に起因する、プロジェクト境界

内の土地からの放牧活動の移転はあるか？ 
イエスの場合、ステップ２に進む。 
そうでなければ、放牧活動の移転に関するリーケージは全くない。 
 
11．ステップ２：未特定の土地への放牧活動の移転はあるか？ 
イエスの場合、次の算定式によって、未特定の土地に移転された家畜の放牧活動を維持するため

に必要な土地面積を計算しなさい： 
 
 

 
 
DMIUnidentified,t 未特定の土地に移転された放牧家畜の総乾物摂取量； t d.m./year 
DMIg 家畜タイプgの放牧家畜当たり、日当たり乾物摂取量； kg d.m./head/day 
HUnidentified,g,t t年に未特定の土地に移転された家畜タイプgの頭数、及び（あるいは）t年

に未特定の土地から収集された飼料によって飼育された家畜タイプgの頭

数；head 
 
付録の表３のDMIg 値を使用できる。あるいは、もし地元のデータが入手可能であるなら、このツー

ルの付録にある算定式を使用しなさい。 
 
  

                                                        
1 居住地においては、放牧家畜の移転が無放牧システムへの移転として説明されるように、ある者は飼料生産の転移に焦点を

当てなければならない。家畜は、居住地へと移転するかも知れないが、飼料生産は移転しない。 
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図１：推計手順のフローチャート 

 
備考：温室効果ガス排出量は、ハイライトされた活動によってのみ発生する。ハイライトされていな

い活動はリーケージを引き起こさないと仮定される。 
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AreaUnidentified,t t年に移転された家畜に餌をやるために必要な未特定の土地面積； ha 
DMIUnidentified,t 未特定の土地に移転された放牧家畜の総乾物摂取量； t d.m./year 
ANPP トン・バイオマス乾重量で表された地上部純一次生産量； t d.m./ha/yr 
 
算定式２では、このツールの付録に示したIPCCグッドプラクティスガイダンス（GPG）の表3.4.2の

ANPP値を使用できるかも知れない。あるいは、もし地元のデータが入手可能であるなら、そのデー

タを代わりに使用することができる。 
AreaUnidentified,tは、未特定の土地が森林地であると仮定された場合、ステップ５で使用されるだろう。 
ステップ３に進む。 
 
12．ステップ３：農地への移転に伴う温室効果ガス排出量の決定 
移転管理計画に基づき、t年に放牧家畜の移転が起こる農地の区画を特定しなさい。一年生作物

によって覆われた農地の区画と多年生作物によって覆われた農地の区画を区別しなさい。 
一年生作物に覆われた農地への移転は、土地利用変化による排出量のリーケージを全くもたらさ

ないと考えられる。しかしながら、土地の生産性を向上させるために使用される肥料の量、あるいは

家畜が畜舎、家畜小屋等に移転され飼料が遠方から輸送されなくてはならない、といった場合に

要する化石燃料の量は増えるかも知れない。この化石燃料及び肥料の使用量の増加分に伴う排

出量は、ステップ６にて算出しなくてはならない。 
多年生作物2によって覆われた農地への放牧活動の移転は、多年生作物の潜在的な損失によっ

てリーケージを生じる可能性がある。加えて、土地の生産性を向上させるために使用される肥料の

量、あるいは家畜が畜舎、家畜小屋等に移転され飼料が遠方から輸送されなくてはならない、とい

った場合に要する化石燃料の量は増えるかも知れない。この化石燃料及び肥料の使用量の増加

分に伴う排出量は、ステップ６にて算出しなくてはならない。 
t年に家畜、もしくは畜舎、家畜小屋等で飼育される家畜のための飼料生産が移転してくるであろう

移転管理計画の一部に用いられる多年生作物農地（AreaPerennial,k,t）の面積を特定しなさい。次の

算定式を用いて、家畜の移転、及び（もしくは）飼料生産の多年生作物農地への移転によって引き

起こされるバイオマスの消失によって生じる排出量を計算しなさい： 
 

 
 
LKPerennial,t t年、家畜の移転、及び（もしくは）飼料生産の多年生作物農地への移転によって

引き起こされるバイオマスの消失によるリーケージ； tCO2e 
AreaPerennial,k,t t年、飼料もしくは家畜が移転された、特定された多年生作物農地の面積； ha 
BPerennial,k 家畜が移転された多年生作物農地の区画kの地上部バイオマス； t d.m./ha 
RPerennial,k 家畜が移転された多年生作物農地の区画kのバイオマス蓄積量の地上部／地下

部率； t d.m./t d.m. 
0.5 IPCCの木質バイオマスの炭素含有量；t C/t d.m. 

12
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炭素から二酸化炭素等量への変換係数；t CO2e/tC 

 
多年生作物農地のリター、枯死木および土壌炭素の消失に起因する排出量は無視できると考えら

れる。 
最も適当な家畜の飼料源である多年生作物が、放牧家畜の移転の前に焼かれることは考えにくい。

このため、多年生作物農地焼失の可能性による二酸化炭素以外の排出量は考慮しない。 
BPerennial,kとRPerennial,kの値は、文書化された証拠あるいは専門家意見に裏付けされた、プロジェクト

の詳細なデータもしくは現地の条件に特有のデータに基づくべきである。あるいは、GPG LULUCF
から得られる平均値が使用できる。標準値は表3.3.2.を参照のこと。 

                                                        
2 農地に典型的な多年生作物は、GPG LULUCF の３章３節に定義されている。 
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ステップ４に進む。 
 
13．ステップ４：草地への移転に伴う温室効果ガス排出量の決定 
移転管理計画に基づき、t年に放牧家畜の移転が起こる草地の区画を特定しなさい。個々の区画k
の面積(Areak,t)を決定しなさい。 
個々の区画kについて、移転されたタイプgの放牧家畜数、及び（あるいは）t年に区画kにその生産

が移った飼料によって飼育されたタイプgの家畜数(H g,k,t)を決定しなさい。 
次の算定式を用い、t年に区画kに移転された放牧活動を維持するために必要な土地面積

(Arequired,t)を計算しなさい：  

 
 
DMITOTAL,k,t t年、区画kにおける放牧家畜の総乾物摂取量； t d.m./year 
DMIg 家畜タイプgの放牧家畜一頭当たり、日当たり乾物摂取量；kg 

d.m./head/day 
Hexisting,g,k,t 区画kに生息する、及び（あるいは）t年、家畜が移転される以前、区画kに

て生産された飼料によって飼育された家畜タイプgの頭数；head 
Hg,k,t 移転された家畜タイプgの頭数、及び（あるいは）t年、区画kに生産が移転

された飼料によって飼育された家畜タイプgの頭数；head 
 
算定式３では、このツールの付録に示された表３に提供されているDMIg 値を使用できる。あるい

は、 
地元のデータが入手可能な場合、付録の算定式を用いてDMIg 値を計算するかも知れない。 
 

 
 
Arearequired,k,t 区画kにおける放牧家畜を維持するため、t年に必要であった土地の総面積；(ha) 
DMITOTAL,k,t t年、区画kにおける放牧家畜の総乾物摂取量；t d.m./yr 
ANPPk トン・バイオマス乾重量で表された区画kの地上部純一次生産量； t d.m./ha/yr 
 
算定式４では、本ツールの付録に示されたGPGの表3.4.2のANPP値をANPPk.を求めるために使用

するかも知れない。あるいは、区画kのANPPに関する地元のデータが入手可能な場合は、そのデ

ータを代わりに使用できる。 
以下の４つのステップを適用せよ： 
 

 

 
 
LKOvergrazing,k,t t年、区画kへの移転に伴い引き起こった過放牧によるリーケージ；t 

CO2e 
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LKOvergrazing,t t年、移転に伴い引き起こった過放牧によるリーケージ；t CO2e 
Areak,t t年、区画kの面積；ha 
SOCREF,k 区画kのレファレンス土壌有機蓄積量 - GPGの表3.4.4を参照； t C / ha 
FMG,ServerelyDegraded 重度に劣化した草地に対する管理体制のためのストック変化係数 = 0.7 

- GPGの表3.4.5 を参照；単位なし 
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炭素から二酸化炭素等量への変換係数；t CO2e / t C 

 
過剰放牧を引き起こさない草地への移転に伴う温室効果ガス排出量の増加分は、ゼロである。 
ステップ５に進む。 
 
14．ステップ５：森林地への移転に伴う温室効果ガス排出量の決定 
t年、家畜、あるいは畜舎、家畜小屋等で飼育される家畜のための飼料生産が移転してくるであろう

移転管理計画の一部に使用される森林地の面積（Areaforest,k,t.）を特定しなさい。 
次の算定式を用いて潜在的森林減少の結果起こるリーケージの二酸化炭素要素を計算しなさい： 
 

 
 
LKDeforestation－CO2,t t年、家畜、及び（あるいは）飼料生産の森林地への移転によって引き起こ

されるバイオマスの消失によるリーケージ； t CO2e 
AreaUnidentified,t t年、移転された家畜を飼育するために要する未特定地の面積; ha 

 –算定式２から 
BAB 家畜が移転された森林地の平均地上部木質バイオマス, t d.m./ha 
BLitter 家畜が移転された森林地の平均リター; t d.m./ha 
BDeadwood 家畜が移転された森林地の平均枯死木; t d.m./ha 
RAve 家畜が移転された森林地におけるバイオマス蓄積量に適当なバイオマス

重量で表された平均地上部／地下部率; t d.m./t d.m 
Areaforest,k,t t年に移転された家畜を飼育するために伐採された特定された森林地の

面積; ha 
BAB,k 家畜が移転された森林地の区画kの地上部木質バイオマス; t d.m./ha 
BLitter,k 家畜が移転された森林地の区画kのリター; t d.m./ha 
BDeadwood,k 家畜が移転された森林地の区画kの枯死木; t d.m./ha 
Rk 家畜が移転された森林地の区画kにおけるバイオマス蓄積量の地上部／

地下部率; t d.m./t d.m 
0.5 IPCCの木質バイオマスの炭素含有量0.5; t C/t d.m 
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炭素から二酸化炭素等量への変換係数；t CO2e / t C 

 
BAB 、BLitter 、BDeadwood 及びRAve 値は、文書化された証拠、あるいは専門家意見に裏付けされた

地元の条件に基づくべきである。あるいは、その値はGPG LULUCFから入手できる。平均リター値

についてはGPG LULUCFの表3.2.1を、平均枯死木蓄積量については表3.2.2を参照のこと。 
BAB,k、BLitter,k 、BDeadwood,k及びRk 値は、文書化された証拠、あるいは専門家意見に裏付けされた

測定並びに地元の条件に基づくべきである。あるいは、場合によってGPG LULUCFから平均値を

入手できる。平均リター値についてはGPG LULUCFの表3.2.1を、平均枯死木蓄積量については

表3.2.2を参照のこと。 
バイオマスが燃焼されたという仮定の下、潜在的森林減少に伴い発生する二酸化炭素以外の温

室効果ガスの排出量は、次の算定式により算定する： 
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LKDeforestation－CH4,t 家畜及び（あるいは）飼料生産の森林地への移転によって引き起こされ

るバイオマスの燃焼に伴う二酸化炭素以外の温室効果ガスに関するリー

ケージ; t CO2 
AreaUnidentified,t t年に移転された家畜を飼育するために要する未特定地の面積; ha – 

算定式２から 
BAB 家畜が移転された森林地の平均地上部木質バイオマス; t d.m./ha 
BLitter 家畜が移転された森林地の平均リター; t d.m./ha 
BDeadwood 家畜が移転された森林地の平均枯死木; t d.m./ha 
Areaforest,k,t t年に移転された家畜を飼育するために伐採された特定された森林地の

面積; ha 
BAB,k 家畜が移転された森林地の区画kにおける地上部木質バイオマス; t 

d.m./ha 
BLitter,k 家畜が移転された森林地の区画kにおけるリター; t d.m./ha 
BDeadwood,k 家畜が移転された森林地の区画kにおける枯死木; t d.m./ha 
0.5 IPCCの木質バイオマスの炭素率0.5; t C/t d.m 
CE 地上部バイオマスの平均燃焼効率（IPCCデフォルト値: 0.5);単位なし 
ERCH4 メタンの排出比率(IPCCデフォルト値を使用せよ, 0.012)3; kg C as CH4 

(kg C burned)-1 
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炭素からメタンへの転換係数、t CH4/t C 

GWPCH4 メタンの温暖化係数= 21; t CO2e / t CH4 
 
BAB 、BLitter 、BDeadwood及びRAveの値は、文書化された証拠、あるいは専門家意見によって裏付け

られた地元の条件に基づくべきである。あるいは、その値はGPG LULUCFから入手できる。平均リ

ター値についてはGPG LULUCFの表3.2.1、平均枯死木蓄積量については表3.2.2を参照のこと。 
BAB,k 、BLitter,k、BDeadwood,k及びRk の値は、文書化された証拠、あるいは専門家意見に裏付けられ

た測定並びに地元の条件に基づくべきである。あるいは、GPG LULUCFの平均値を使うことが出

来る。平均リター値についてはGPG LULUCFの表3.2.1、平均枯死木蓄積量については表3.2.2を

参照のこと。 
バイオマスが燃焼されると仮定した場合、潜在的森林減少によって起こるリーケージによって発生

する一酸化二窒素の排出量は無視できると考えられる。 
次の算定式を用い、森林減少からのリーケージを算定しなさい： 
 

 
 
LKDeforestation,t 家畜、及び（あるいは）飼料生産の森林地への移転により引き起こされる

全てのリーケージ; t CO2e 
LKDeforestation－CO2,t t年の家畜、及び（あるいは）飼料生産の森林地への移転により起こるバ

イオマスの消失に伴うリーケージ; t CO2e 
LKDeforestation－CH4,t 家畜、及び（あるいは）飼料生産の森林地への移転により起こるバイオマ

スの燃焼に伴い発生する二酸化炭素以外の温室効果ガスに関するリー

ケージ; t CO2e 
ステップ６に進む: 
 

                                                        
3 GPG-LULUCF(IPCC, 2003)付録 3A.1 表 3A.1.15 
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ステップ６: 移転に伴う化石燃料及び肥料の使用量の増加により発生する温室効果ガス排出量の

決定 
 
15．例えば、飼料あるいは肥料の輸送、及び（あるいは）施肥に伴う化石燃料の増加、及び肥料の

増加による排出量は、放牧家畜の移転、あるいは家畜を飼育するための飼料生産の移転の結果、

毎年発生しているかも知れない。この排出量は、適切なツールを用いて算定されるべきである。 
 
16．移転が、測定可能で、かつA/R CDMプロジェクト活動に起因する化石燃料の使用による排出

量を増加させた場合、この増加分は、承認されたベースライン及びモニタリング手法で要求されて

いる通り、算定されなくてはならない。 
 
17．移転を受ける土地管理のため、施肥量が増加することに起因する排出量が、承認されたベー

スライン及びモニタリング手法で算定されない場合、移転の結果として必要となった合成及び有機

肥料の年間増加量（MSN-Displacement,t及びMON-Displacement,t）を特定しなさい。 
次の算定式を用い、移転に起因する施肥量の増加に伴い発生する排出量を算定しなさい： 
 

 
 
LKN2O－Displacement,t プロジェクト開始以降、放牧活動が移転されてきた全ての区画におけるt

年に増加した施肥量からのリーケージ：t CO2e 
FSN－Displacement,t アンモニア及び窒素酸化物としての揮発で補正されたt年に適用された

増加した合成肥料の窒素質量; t N 
FON－Displacement,t アンモニア及び窒素酸化物としての揮発で補正されたt年に適用された

増加した有機肥料の窒素質量; t N 
MSN－Displacement,m,t プロジェクト開始以降、放牧活動が移転されてきた全ての区画におけ

る、t年に適用された増加した合成肥料タイプmの質量; t 
MON－Displacement,o,t プロジェクト開始以降、放牧活動が移転されてきた全ての区画におけ

る、t年に適用された増加した有機肥料タイプoの量; t 
EF1 窒素投入に伴う排出量の排出係数; t N2O-N / t N 

28
44

 
一酸化二窒素と窒素の分子量比; t N2O-N / t N 

GWPN2O 一酸化二窒素の温暖化係数, (t CO2e / t N2O) [IPCCデフォルト値 = 
310, 第一約束期間で有効] 

NCm 合成肥料タイプmの窒素含有量; t N / t fertilizer 
NCo 有機肥料タイプoの窒素含有量; t N / t fertilizer 
FracGASF 合成肥料について、アンモニア及び窒素酸化物として揮発する割合; 

単位なし 
FracGASM 有機肥料について、アンモニア及び窒素酸化物として揮発する割合; 

単位なし 
IPCC2006年ガイドライン（表11.1）に示されている通り、デフォルトの排出係数(EF1) は施された窒

素量（N）の１％である。また、この値は、国固有の排出係数が入手不可能な場合に使用されるべき

である。IPCC2006年ガイドライン（表11.3）では、窒素酸化物及びアンモニアとして排出される合成

及び有機肥料の窒素含有量のデフォルト比率は、それぞれ0.1及び0.2としている。プロジェクト参

加者は、審査付き学術専門誌に掲載されているプロジェクト地域に固有の排出係数を使用するこ

とができる。 
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ステップ7: 放牧家畜の移転による全てのリーケージの推計 
 
18．放牧家畜の移転による全てのリーケージは、次の算定式によって求められる： 
 

 
 
LKDisplacement,t t年の家畜の移転に伴うリーケージの温室効果ガス排出量総量; t CO2e 
LKPerennial,t 多年生作物農地への家畜、及び（あるいは）飼料生産の移転によるリー

ケージ; t CO2e 
LKOvergrazing,t t年の家畜の移転による過放牧に伴うリーケージ; t CO2e 
LKDeforestation,t t年における森林地への家畜、及び（あるいは）飼料生産の移転により引

き起こされるバイオマスの消失に伴うリーケージ; t CO2e 
LKN2O－Displacement,t プロジェクト開始以降、放牧活動が移転されてきた全ての区画におけるt

年に増加した施肥量からのリーケージ t CO2e 
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Appendix A 
 

１．年間純一次生産量（ANPP）は、地元での測定に基づき算定されるか、あるいは 
GPG-LULUCFの表3.4.2に掲載されているデフォルト値を使用することができる。当該の表3.4.2は、

下記表１に示す通りである。 
 
２．一日当たりのバイオマス消費量は、地元での測定に基づき算定されるか、あるいは算定された

一日当たりの総エネルギー摂取量、及び推計された飼料の純飼料エネルギー濃度に基づき推定

される： 

 
 
DMI 乾物摂取量; kg d.m./head/day 
GE 一日当たり総エネルギー摂取量; MJ/head/day 
NEma 飼料の純飼料エネルギー濃度; MJ/kg d.m. 
 
３．牛及び羊の一日当たりの総エネルギー摂取量は、IPCC 2006年ガイドラインの第４巻「農業、林

業、及びその他の土地利用（AFOLU）4」に掲載されている算定式10.3から10.6を用いて算定するこ

とができる。世界各地域における典型的群れの場合のサンプルの算定は、表２に示す通りである

（入力データは、IPCC 2006年ガイドラインの表10A.2より抜粋）。表３に示されている飼料の純エネ

ルギー濃度は、IPCC 2006年ガイドラインの表10.8の脚注にある方式を用いて算定できる。 
表1: GPG LULUCFの表3.4.2 
AR-AMS0001に掲載しているため省略 
 
表2: 一日当たりの総エネルギー必要量を算定するための典型的な牛の群れのデータ 
AR-AMS0001に掲載しているため省略 
 
表3: 一日当たりエネルギー必要量及び乾物摂取量の計算 
AR-AMS0001に掲載しているため省略 
 
パラメーター及び変数の一覧： 
省略 

                                                        
4 Paustian, K., Ravindranath, N.H., and van Amstel, A.,（2007）国家温室効果ガスインベントリーに

関する2006年IPCCガイドライン第４巻：農業、林業及びその他の土地利用(AFOLU) 
Intergovernmental Panel on Climate Change (IPCC) 
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10) EB39 Annex 11 
A/R CDMプロジェクト活動に起因する再生不可能な木質バイオマス使用増加からの 

リーケージによる温室効果ガス排出量の計算（Ver.01） 
(Tool for calculation of GHG emissions due to leakage from increased use of 
non-renewable woody biomass attributable to an A/R CDM project activity) 

 
Ⅰ．範囲、適用条件、パラメーター 
 
範囲 
１． このツールはA/R CDMプロジェクト活動に起因する、プロジェクトバウンダリー外からの再生不

可能な木質バイオマスの使用増加によって生じるリーケージによる温室効果ガス排出の増加

について推定する。 
 
適用条件 
２． このツールはA/R CDMプロジェクト活動の一部として、プロジェクトバウンダリー外からの再生

不可能な木質バイオマスの使用増加によって生じる温室効果ガスの排出増加を推定するの

に適用できる。 
 
３． このツールはA/R CDMプロジェクトの実施が、プロジェクトバウンダリー外からの再生不可能

な木質バイオマスの、ベースライン中での使用を超える増加を引き起こすことが見込まれる時

はいつでも適用されるべきである。 
 
４． このツールは理事会によって承認された再生可能なバイオマスの直近の定義を適用する。

（http://cdm.unfccc.int/Reference/Guidclarif を参照）  
 
パラメータ 
５． このツールは次のパラメーターを決定するための手順を示す。 
変数 SI 単位 説明 
LKNRB,y t CO2 y年におけるプロジェクト実施による、再生不可能なソースから発生する木

質バイオマスの増加に伴うリーケージ 
 
Ⅱ. 手順 
CDM A/Rプロジェクト活動の実施結果として、プロジェクトバウウンダリー外から調達され消費さ

れる木質バイオマス量増加の推定 
 
６． プロジェクトバウンダリー外から調達されプロジェクト実施に使用される（地上部および地下部）

木質バイオマスにおける、ベースラインシナリオを超える増加（ΔWBused ）は、排出量1を推定

するために使用されなければならない。これは２つの一般的な方法のいずれかで計算される

べきである。 
 
1. 質量の測定または推定 
 
７． プロジェクト参加者は直接測定する（計量する）か、サンプリングを行うことによってΔWBused を

推定できる。例えば、プロジェクトバウンダリー外から調達するバイオマス量のサンプル質量を

測定し、全体のバイオマスを推定する適切な倍率を使用することによって、サンプリングは行

われる。例えば、プロジェクト参加者は一定のフェンスの長さに関して、柱に使用される木材重

量を測定することができる。プロジェクトバウンダリー外から使用された木材量は、プロジェクト

バウンダリー外から調達された木材で作られたフェンスの長さを、一定のフェンスの長さで割り、

一定の長さに使用された木材の測定重量を掛けた値になる。プロジェクト参加者は乾燥重量

を測定すること、あるいは控えめな簡易化として計算式 2における非乾燥重量を使用すること

を選択できる｡ 
 

                                                  
1 もしもベースラインシナリオ中で使用されるバイオマス量が分からない場合には、ゼロに等しいものと仮定するべきである。 
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2. 材積の測定または推定 
 
８． プロジェクト参加者は、直接材積を測定することによって、ベースラインシナリオ中での使用を

超える、プロジェクト実施によるプロジェクトバウンダリー外のソースからの木質バイオマスの材

積増加（ΔWVused ）を推定できる。これは使用されたバイオマス全体の材積を測定する、ある

いはバイオマスサンプルの材積を測定し全材積を推定するための適切な倍率を使用すること

で推定される。例えば、プロジェクト参加者は一定数の柱に対して、柱に使用された木材の材

積を測定し、柱当りの平均木材材積を計算できる。プロジェクトバウンダリー外から調達された

使用木材の材積は、プロジェクトバウンダリー外から調達された木材から作られた柱の総数に、

１本当りの木材の測定された材積を掛ける。 
 
９． もしも推定が材積に基づくならば、その時は、 
ΔWBused,y =ΔWVused,y * D                                         (1) 
ここでは 
ΔWBused,y y年におけるプロジェクト実施によるプロジェクトバウンダリー外からの、ベースライン

シナリオ中での使用を超える木質バイオマスの増加； t d.m 
ΔWVused,y y年におけるプロジェクト実施によるプロジェクトバウンダリーの外からの、ベースライ

ンシナリオ中での使用を超える木質バイオマス材積の増加； m-3 
D   抽出した木材の基本木材容積重； t d.m. m⁻³ 
（もしも地域、あるいは国の数値が利用できなければ、IPCC GPG-LULUCF, 2003：Table 3A.1.9 ま

たは2006 IPCC 温室効果ガス目録のためのIPCCガイドライン：Table 4.13 を使用する） 
 
CDM A/Rプロジェクトにおける再生不可能な木質バイオマスの使用増加によるリーケージの推定 
 
１０． リーケージの排出は、プロジェクト実施の結果として、プロジェクトバウンダリー外から使用され

た再生不可能な木質バイオマス量の、ベースラインシナリオ中での使用を超える増加によって

引き起こされる。 
ΔWBNRB,y = ΔWBused, y - ΔWBRenewable,y                               (2) 
LKNRB,y = ΔWBNRB,y * BEF₂ * CF * (1+R ) * 44/12                         (3) 
 
ここでは 
ΔWBNRB,y y年における再生不可能なソースから調達される木質バイオマスの、ベースラインシ

ナリオ中での使用を超える増加； t d.m. 
ΔWBused,y y年におけるプロジェクト実施によるプロジェクトバウンダリー外からの木質バイオマス

の、ベースラインシナリオ中での使用を超える増加、t d.m. 
ΔWBRenewable,y y年におけるプロジェクトバウンダリー外の再生可能なソースから調達される木質バイ

オマスの、ベースラインシナリオ中での使用を超える増加； t d.m. 
ＬＫNRB,y  y年におけるプロジェクト実施による再生不可能なソースから調達される木質バイオ

マスの、ベースラインシナリオ中での使用を超える増加によって生じるリーケージ； t 
CO₂ 

BEF₂  抽出した原木のバイオマスを地上部バイオマス（樹皮を含む）全体に変換するため

のバイオマス拡大係数； t d.m.t⁻¹ d.m. 
（もしも地域、あるいは国の数値が利用できないならば、IPCC GPG-LULUCF, 2003 Table 3A.1.10
を使用する） 
CF   乾燥物の炭素比率； t C t⁻¹d.m. （デフォルト＝0.5） 
R   木質バイオマスの樹種における地上部／地下部の平均比率； t C t⁻¹C 
控えめなデフォルト値0.3の使用が推奨される。代わりのデータとしては、承認された方法論ツー

ル：“A/R CDMプロジェクト活動実施による既存植生の除去・焼却・腐敗からのGHG排出量の推計” 
を参照されたい。http://cdm.unfccc.int/methodologies/ARmethodologies/approved_ar.html 
 
１１． プロジェクト参加者が再生可能なバイオマスΔWBrenewable,yの使用を要求する場合は、理事会

によって承認された再生可能なバイオマスの定義を適用するべきである。 
 
Ⅲ. パラメーターと変数の表 
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変数 単位 説明 データ源 注記 
BEF₂ t d.m.t⁻ ¹ 

d.m. 
抽出した原木のバイ

オマスを地上部バイ

オ マ ス （ 樹 皮 を 含

む）全体に変換する

ためのバイオマス拡

大係数 

もしも地域あるいは国

の数値が利用できない

ならば、 
IPCC GPG-LULUCF, 
2003  
Table 3A.1.10 を使用す

る。 

 

CF t C t ⁻ ¹
d.m. 

乾燥物の炭素比率 デフォルト値＝0.5  

D t d.m.m⁻

³ 
抽出した木材の基

本木材容積重 
もしも地域あるいは国

の数値が利用できない

ならば、 
IPCC GPG-LULUCF, 
2003 Table 3A.1.9 
あるいは温室効果ガス

目録のための IPCC ガ

イドライン 2006：Table 
4.13 を使用する。 

 

R t C t⁻¹C 木質バイオマスの樹

種における地上部

／地下部の平均比

率 

控えめなデフォルト値

0.3 の使用が推奨され

る。 

代わりのデータとしては、

承認された方法論のツー

ル：“A/R CDM プロジェクト
活動実施による既存植生
の除去・焼却・腐敗からの
GHG 排出量の推計” を

参照されたい。 
(http://cdm.unfccc.int/meth
odologies/ARmethodologi
es/approved_ar.html) 
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事前算定のために推定された、および事後算定のためにモニターされたデータとパラメーター 
データ/変数 データ

の 単

位 

説明 データ源 測定手順（もし

もあれば） 
測定 
頻度 

注記

ΔWBRenewable,y t d.m. y 年におけるプロジ

ェクトバウンダリー

外の再生可能なソ

ースから調達される

木質バイオマスの、

ベースラインシナリ

オ中での使用を超

える増加 

理事会によっ

て規定された

再生可能なバ

イオマスの定

義の使用によ

って裏付けら

れていなけれ

ばならない。 

   

ΔWBused,y t d.m. y 年におけるプロジ

ェクト実施によるプ

ロジェクトバウンダリ

ー外からの木質バ

イオマスの、ベース

ラインシナリオ中で

の使用を超える増

加 

直接測定ある

いは 
Δ WBused,y を

使用した計算

質量を測定する

かサンプリング

による。 

  

ΔWVused,y m⁻³ y 年におけるプロジ

ェクト実施によるプ

ロジェクトバウンダリ

ーの外からの、ベ

ースラインシナリオ

中での使用を超え

る木質バイオマス

材積の増加 

測定 使用されたバイ

オマス全体の材

積 を 直 接 測 定

する、あるいは

サンプルのバイ

オマス材積を測

定し、全材積を

推定するための

適 切 な 倍 率 を

使用する 

  

 
他の変数： 
変数： 単位： 説明 
ΔWBNRB,y t d.m. y 年における再生不可能なソースから調達される木質バイオマスの、ベ

ースラインシナリオ中での使用を超える増加 
ＬＫNRB,y t CO₂ y 年におけるプロジェクト実施による再生不可能なソースから調達される

木質バイオマスの増加によって生じるリーケージ 
 

－－－－－ 
 
 
 

本文書の履歴 
バージョン 日付 改定の種類 
01 理事会 39、付属資料

11, 2008 年 5 月 16 日 
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11) EB41 Annex 14 
A/R CDMプロジェクト活動の実施に伴う枯死有機物プールの炭素蓄積量、吸収量 

および排出量を推定するためのツール（Ver 01） 
(Tool for estimation of Carbon Stocks, Removals and Emissions for the Dead Organic 

Matter Pools due to Implementation of a CDM A/R Project Activity) 
 
 
Ⅰ. 背景、適用条件、変数 
 
範囲 
1. このツールはA/R CDMプロジェクト活動の境界内で枯死有機物1－枯死木及リタープール－

の炭素蓄積量、吸収量、及び排出量を推定するために利用できる： 
(a) A/Rプロジェクト活動が開始されたときにプロジェクト境界内に存在する枯死有機物

（Dead organic matter: DOM）－ “現存DOM”（existing DOM）； 
(b) A/Rプロジェクト活動の一部として、プロジェクト境界内で森林の造成によって生じた枯死

有機物 － “プロジェクトDOM”（project DOM）. 
 
2. このツールは以下の事項に利用できる： 

(a) 現存DOMプールによる排出量と吸収量とみなされる必要がない条件の手引き（セクショ
ンⅡ）； 

(b) 現存DOMの炭素蓄積量、変化量及び非CO2物質の排出量をデフォルト（規定値，設定

値）データに基づいて保守的に推定するための簡素化した方法論（セクションⅢ）。デフ

ォルトデータの出典と選択に関する指針と手引きがAnnexにある（Annex 1, section A.I）； 
(c) 簡素化法が利用できない条件での適用やプロジェクト参加者が測定に基づいた手法の

採用を望む場合のDOM炭素蓄積量2の野外測定を行う拡大手法（Annex 1, Section 
A.II）。 

 
注意： 野外測定による方法を用いる場合に必須条件がある。すなわち、もしA/Rプロジェクトによる

撹乱により、現存DOM蓄積が有意に増加3する場所に設定され、そして地拵えの一部としてこれら

蓄積物が燃焼されるときには、この方法を用いるべきである。このような条件下では、デフォルトデ

ータを利用する方法は現存DOM蓄積の燃焼から生じる非CO2排出量を過小に推定しやすい。し

たがって，現存DOM蓄積の野外測定による推定がこの場合は要求される。 
 
適用性 
3. このツールはA/R CDMプロジェクトの境界内で、事業に付随する非CO2排出を含めて、 

DOMプールの炭素蓄積量、吸収量、排出量を推定するために利用できる。計測の透明性を

確保するために、次のように分けて考える。 
(a) 現存DOM炭素蓄積量の変化 －プロジェクト開始時に存在する現存DOMの炭素蓄積

量は、現存する生物バイオマス蓄積の状態、開始前の損傷程度及び枯損率の状態、薪

の採集及び分解による損失などに依存して、増加、不変あるいは減少するであろう。 
非CO2排出量4は地拵えの一部として火が用いられれば、現存DOMプールの焼却によっ

て生じるであろう。現存DOMプールの変化は以下のように説明される： 

                                                  
1 注; 枯死有機物はプロジェクト開始時に生きているバイオマスは含まないが、しかし地拵えの結果伐採されたり、燃やされたり、

その他枯死する有機物を含む。そのような活動からの排出量は、例えば承認済 A/R 方法論ツール、Estimation of emissions from 
clearing, burning and decay of existing vegetation due to implementation of a CDM A/R project activity 
（http//cdm.unfccc.int/Reference/tools）を用いて、別途説明される必要がある。地拵え後の現地にある以前の生物植生からの残渣

（”slash”）をプロジェクト DOM として二重計測しないよう注意する。 
2 時間の経過に伴う炭素蓄積量の平均変化率は標準蓄積－変化（standard stock-change）法で推定できる：例えば、IPCC（2003）

のSection3.1.4を見よ。 
3 いかなる損傷要因の存在もCDM-AR-PDDで提案プロジェクト活動の記述に含めて記載すべきである。損傷が存在するとき、損

傷を受けた DOM プールと近隣の無損傷の土地の状態を写した証拠写真を付ける。損傷地域の枯損木蓄積が顕著に増えている

かどうかを決めるための視覚的アセスメントを用いる：顕著な増加とは非損傷地の枯死木蓄積の少なくとも 50％以上。対照とした

非損傷地は、損傷を受ける前に現損傷地に存在したであろう状態と類似の木本植生で被覆されていること。 
4 プロジェクトの不在時に生じるであろう DOM 蓄積の分解と引き続いた CO2 排出にともなう、非 CO2 排出量のみが説明されるべき

である。DOM プールの燃焼はメタン（CH4）及び酸化窒素（N2O）の排出をもたらす。―もっとも N2O の排出はバイオマス燃焼から

の全排出量にとって顕著な量でないので説明する必要はない。 
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(i) ベースライン吸収量－現存DOMの炭素蓄積が、プロジェクトの開始時にプロジェク

 ト境界内にある生物木本植生に依存してベースラインシナリオで増加する時5、この

吸収量の推定は吸収源によるベースライン純GHG吸収量の構成要素としてA/R方

法論の中で説明される； 
(ii) プロジェクト排出量－現存DOMの炭素蓄積がプロジェクト活動の一部として行われ

る地拵えで焼却されて減少する時。ベースラインシナリオでプロジェクト排出量の顕

著な増加は非CO2（CH4）の排出４であろう。これは吸収源による現実ベースライン純
GHG吸収量の構成要素としてA/R方法論の中で説明される。 

(b) プロジェクトDOM 炭素蓄積量の変化 —プロジェクトDOM プールの炭素蓄積量は自然

枯損率、及び枝打ち、間伐及び収穫作業によって時間と共に増加するであろう。この蓄

積量は（病虫害の発生などを含めた）損傷による枯損率の付加で実質的に増加するであ

ろう。これに対して、自然又は人為を問わず、火災は顕著な非CO2排出を伴って、プロジ
ェクトDOMの炭素蓄積の大きな減少をもたらす。薪の採取、及び枯死物の分解はプロジ
ェクトDOM プールの炭素蓄積量の減少を招くであろう。プロジェクトDOM プールの変

化は以下のように説明される： 
(i) プロジェクト炭素蓄積量の変化—プロジェクトDOM の炭素蓄積量の変化は２時点

で測定された推定蓄積量から計算され、そして吸収源による現実純GHG吸収量の

構成要素としてA/R方法論の中で説明される。 
(ii) プロジェクト排出量—プロジェクト DOM 炭素蓄積量の減少が火災に帰せられると

き、燃焼の結果生じる非CO2排出量の推定は吸収源による現実純GHG吸収量の構

成要素としてA/R方法論中で説明される。 
 
適用条件 
4.  もしこのツールがA/Rプロジェクトの方法論の一部として利用される場合には、次のような適用

条件であるときに利用できるが、そうでないときはこのツールは利用できない6： 
(a) 地拵えに火を用いる場合を特別に除外するものではないが、このツールが用いられる

A/R方法論が、プロジェクト境界を越えた火災の延焼によるリーケージ排出の計測を含ま

ないのであれば、次の適用条件を追加する。 
(i) 地拵えに火を用いるときは境界外への延焼によるリーケージ排出を最少にする対策

を採る必要がある。 
(b) 排出量の計算は単純化でき、プロジェクト開始時に存在した高木類が地拵えにより刈払

いや損傷を受けない土地では、プロジェクト排出は減らせる。現存髙木類のある土地の

現存DOMの炭素蓄積量の変化が生じなく、ベースラインシナリオで自然や人為で火災

が通常起きないならば次の適用条件を追加する。 
(i) 地拵えは、現存髙木類のあるプロジェクト境界内の植生の損傷を避けるような方法

で行われる地拵えを通じて隣接地のバイオマス焼却（もしあれば）を含めて、現存髙

木類のない土地での清掃に限られる。  
 
5. もし(a)か(b)のどちらかの適用条件が必要とされるならば、プロジェクト参加者は適用条件を満

足させることを証明する適切なモニタリング方法論を提供しなければならない。 
 
6.  適用条件(a)に対しては、次の活動が、地拵え時の焼却による顕著なリーケージ排出量のリス

クを最少にするのに適していると考えられる。－そしてそのような時にもしリーケージを生じるな

らば、それはプロジェクトのせいであると考えられない。 
(a) 焼却によるリーケージのリスクを記した地拵え計画を準備し、そしてA/R CDMのPDDに記

録する。もしリスクが顕著であると考えられるならば、火災を防ぐ手段を記載し、そして防

火対策の写真を添える； 
(b) 地拵えに適切であると特定された風条件の下で隣接樹林地へ火災の広がりを妨ぐに適

切である考えられる防火対策についての専門家の証明をA/R CDMのPDDに含めること。

                                                  
5 ベースラインシナリオの現存 DOM の蓄積の減少はこのツールでは保守的に無視している。 
6 以下の(a)及び(b)の適用条件は方法論、Estimation of emissions from clearing, burning and decay of existing vegetation due to 
implementation of a CDM A/R project activity (http://cdm.unfccc.int/Reference/tools にあり)にある等しい適用条件にとって代わる。 
もし両方のツールが実際の方法論として利用されるときは、（必要であれば、）上に掲げた適用条件のみを用いること。 
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防火対策についての専門家の証明を提出する個人あるいは組織の資格あるいは経験の

要約と主となる専門家の簡潔な履歴書を含める； 
(c) 地拵えの時、火災の広がりによるリーケージのリスクを最少にするとされた条件と一致して

いることが期待される焼却時の風条件を示す記録（例えば、現場の気象や風の記録）を

A/R CDMのPDDの一部に記録する。 
 
7. 適用条件(b)に対して、写真証拠、―地拵えの前後写された―、地拵え活動によって損傷を

受けていない髙木が存在する地域を証明するのに適切であると考えられるであろう条件を、そ

れら（写真証拠）は満たすであろう。すべての証拠はA/R CDMのPDDの一部として記録される

べきである。 
 
仮定 
8. このツールで用いられる簡素化した仮定は以下の通りである。 

(a) 非木質植生のDOMプールにある炭素蓄積物は無視でき、そして炭素計測のときに無視

できるであろう； 
(b) 腐植化の定数、及び集積は、－IPCCデフォルト法と同じく、DOMプールに対して仮定さ

れる； 
(c) もしDOMプールが火災を受けたときは、全リタープールも焼える； 
(d) もし地拵え時に現存DOM蓄積が燃えないならば、将来残存するこれら蓄積物の燃焼に

より生じる非CO2排出量は、その時のプロジェクトDOM蓄積物の燃焼から生じる排出量に

比較して無視できる； 
(e) DOMがプロジェクト地域から除かれ、そして焼却された結果としてリーケージ排出が生じ

ないこと：このことは、DOMが、そうでなければ燃材として他から集められたであろう燃材

の代わりになったと仮定される。 
 
パラメーター 
このツールは次のパラメーターを決める手法を述べる。 

 Parameter SI単位  説明 
CDOM, t 
 
 

t C 
 
 

時間ｔ、階層面積Asにある各植生クラス（すなわち高木又は低木）

に対する、現存 DOM またはプロジェクト DOM プール（もしあれ

ば）の炭素蓄積量 
ΔCDOM, t  
 
 

t C yr-1 

 

 

時間ｔ、階層面積Asにある各植生クラス（すなわち高木又は低木）

に対する、 現存DOM又はプロジェクトDOMプール（もしあれば）

の炭素蓄積の平均年変化量 
EDOM, burn, t t CO2-e 時間ｔ、階層面積Asにある各植生クラス（すなわち高木又は低木）

に対する、DOM 蓄積の燃焼による非 CO2 排出の増加量 
 
このツールで使用される約束 
9. この方法論ツールを用いる場合、デフォルトパラメータ7（第Ⅲ節）に基づいたDOM炭素蓄積

の推定は、高木と低木植生クラス（そして草本植生の無視）について別個に行われる。この２

つの木本植生クラスに分けるのは、DOMプール内の平均炭素蓄積の値が通常はクラス内で

は似ているが、クラス間では大きく異なるからである。植生クラスでDOM炭素蓄積の推定を分

けることは、両者をより単純に、そしてより透明性高く推定することが期待できるからである。 
 
10. 草本と永年生木本低木の区別はほとんど問題を生じないけれども、小さい（若い）高木と低木

を独自に区別する一般的な定義はない。もし小さい高木と低木がプロジェクト境界内の植生

にある場合は、野外条件でこれらの植生クラスを分ける実務的な定義を開発し、そして森林調

査の標準的手法としてAR-CDMのPDDに記載しなければならない。そのような定義はプロジ

ェクトが実施される地域あるいは国において通常行われている方法と一致させ、そして現存の

植生及びA/Rプロジェクトの実施によって生じた植生のどちらにも適用する。 

                                                  
7 しかしながら、DOM 蓄積が野外調査によって決定され、その階層が混合植生クラスからなるならば、植生クラスによって DOM
蓄積を分ける必要がないーそれはしばしば不可能である。 
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II.  現存DOMプールからの排出又は同プールによる吸収の計測が不要である条件についての

手引き 
 
11. 地拵え時の現存DOMの除去、収穫、及び/又は焼却が、もし下記の(a)から(c)の条件にあるな

らば、説明する必要はない8。 
(a) DOMの収穫がこのツールが適用される土地のベースラインシナリオにおいて通常の作

業であることが証明できるとき； 
(b) 自然あるいは人為的原因による火災がこのツールが適用される土地のベースライシナリ

オで普通に起きることが証明できるとき； 
(c) ベースラインシナリオがプロジェクト地域で長期にわたり被覆する木本植生の減退を含ん

だ荒廃しつつある土地であり、地拵えの一部として火が用いられないとき。 
 
12. DOMの収穫がプロジェクト地域のベースラインシナリオで通常に行われる作業であることの証

明は以下によって行うことができる： 
(a) DOM蓄積が存在しないか、あるいは計画されているプロジェクト地でDOMの収穫を含め

た活動が日常的な作業（例えば薪の収集）として行われていることを示す写真あるいはそ

の他の証拠のどちらか； 
(b) 又は、 印刷された研究又は公文書による証拠、又は計画されているプロジェクト地でベ

ースライン土地利用の一部としてDOMの収穫が日常的の行われている証拠を地域の土

地所有者やコミュニティー調査による証拠が提出される場合9。  
 
13. 自然あるいは人的原因による火災が普通に生じる証明することは以下のように行う： 

(a) 刈り払い焼却（slash and burn）による地拵え活動が、プロジェクト活動の提案されているそ

れと類似の土地の地域で普通の作業であることを証明する検証可能な証拠を提供する

か9、プロジェクト境界内の植生が： 
(i) 刈り払い焼却による地拵え活動により土地準備が広く行われるような典型的なもの

であるか、あるいは； 
(ii) プロジェクトが存在しない時に、プロジェクトが開始されて10年以内に、刈り払い焼

却による地拵え活動により土地準備が広く行われるような典型的植生になることが期

待される場合であるか、あるいは 
(b) 以下の検証できる証拠を提出する： 

(i) 刈払い焼却による地拵え活動以外による火災が、プロジェクト開始に先立つ10年以

内に少なくとも1度はプロジェクト境界内の高木種のある全ての土地に生じた；及び 
(ii) 過去に火災が起こった条件、気候的、植生被覆、土地利用、社会経済、法的、政策

的、及び規制状況が、プロジェクトが不在の時に、過去より火災が起こりやすくなっ

ている方向に変化しているか、あるいは同じであるかである。 
 
14. ベースラインシナリオが劣化しつつある木本植生被覆の荒廃地であることを実証する証拠は、

ベースラインシナリオを決定し、かつ/又は、プロジェクト開始時にプロジェクト境界内の高木に

よる吸収があるかどうかを判断するために組み立てられた情報から得ることができる。二者択

一的に、歴史的な写真の解析又は公的な記録あるいは地図又はこの地域の土地利用状況に

ついて知識のある地方公務員あるいは土地所有者へのインタビュウーがプロジェクト不在下

で木本植生被覆が劣化しているかどうかを決めるのに利用できるであろう。得られた全ての証

拠はAR-CDMのPDDの一部に記載する。 
 
 
 
 
 

                                                  
8 排出は影響されるであろう面積に応じたプロジェクト、土地一筆、あるいは各階層で無視できるであろう。 
9 計画されたプロジェクト地域の全てあるいは一部を含んだ研究がもし利用できないならば、提案している地域に類似した特徴を

もつ土地についての研究で得られた結果を用いることができるであろう。そのような研究は植生、気候、社会経済状態（人類及び

地方動物の生存密度が同じようであることを含めて）が似た地域で行なわれたものである必要がある。その土地は提案プロジェクト

地域と同じ法的、政策的及び規制の体制下にあらねばならない。 
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III. デフォルトデータによるDOM炭素の蓄積、吸収及び排出の計算のための単純化手法 
III.1. 炭素蓄積、排出及び吸収の計算のための式 
III.1.1. デフォルトデータによる炭素蓄積と吸収の簡易計算 
 
15． 時間ｔに、各植生クラスで、各階層のDOMプールの炭素蓄積と吸収は次式で計算する： 
஽ைெ,௧ܥ ൌ ஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௧ܥ ൅  ஽ைெ,஽ௐ,௧                                     ሺ1ሻܥ
そして： 
஽ைெ,௧ܥ∆ ൌ ஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௧ܥ∆ ൅  ஽ைெ,஽ௐ,௧                                  ሺ2ሻܥ∆
ここで: 
 ஽ைெ,௧  時間ｔのDOMプールの炭素蓄積量； t Cܥ
 ஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௧ 時間ｔのリタープールの炭素蓄積量； t Cܥ
 ஽ைெ,஽ௐ,௧ 時間ｔの枯死木の炭素蓄積量； t Cܥ
 ஽ைெ,௧  時間ｔのDOMプール中の炭素蓄積の年平均変化量; t C yr-1ܥ∆
 ஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௧ 時間ｔのリタープール中の炭素蓄積の年平均変化量; t C yr-1ܥ∆
 ஽ைெ,஽ௐ,௧ 時間ｔの枯死木中の炭素蓄積の年平均変化量; t C yr-1ܥ∆
 
16. もし火災あるいは顕著なDOMの収穫がなければ、リター及び枯死木中の炭素の蓄積、および

吸収の推定は、木本植生の年齢(tage)の情報と一緒に、これらプールの安定（飽和）状態にお

ける炭素蓄積のデフォルト値に基づいてできる。この推定はDOM炭素蓄積の純集積が時間と

共に直線的に増加するとされているIPCCデフォルト法で行われる。このDOM炭素の変化は

安定状態（飽和状態）に達するまで、－すなわち移行（成長増加）期間Tp が終了し安定状態

に達するまでの時間続く。このような条件では、炭素蓄積及び吸収は、階層面積Asの各植生

クラスについて、tage≦Tpであるとき10、以下のように単純に計算できる。 

஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௧ܥ ൌ ௦ܣ כ ஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௦௧௘௔ௗ௬ି௦௧௔௧௘ܥ כ
௔௚௘ݐ
௣ܶ

                            ሺ3ሻ 

஽ைெ,஽ௐ,௧ܥ ൌ ௦ܣ כ ஽ைெ,஽ௐ,௦௧௘௔ௗ௬ି௦௧௔௧௘ܥ כ
௔௚௘ݐ
௣ܶ

                               ሺ4ሻ 

஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௧ܥ∆ ൌ ௦ܣ כ
஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௦௧௘௔ௗ௬ି௦௧௔௧௘ܥ

௣ܶ
                               ሺ5ሻ 

஽ைெ,஽ௐ,௧ܥ∆ ൌ ௦ܣ כ
஽ைெ,஽ௐ,௦௧௘௔ௗ௬ି௦௧௔௧௘ܥ

௣ܶ
                                   ሺ6ሻ 

ここで： 
 ஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௧   時間tのリタープール中の炭素蓄積量; t Cܥ
 ௦     階層の面積; haܣ
 ஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௦௧௘௔ௗ௬ି௦௧௔௧௘ リタープール中の安定状態での炭素蓄積量; t C ha-1ܥ
 ௔௚௘     現存する生存植生の年齢; yrݐ
௣ܶ     移行期間— DOM プールが安定状態に達するまでの時間; yr 
 ஽ைெ,஽ௐ,௧   時間ｔの枯死木プール中の炭素蓄積量; t Cܥ
 ஽ைெ,஽ௐ,௦௧௘௔ௗ௬ି௦௧௔௧௘ 枯死木プール中の安定状態での炭素蓄積量; t C ha-1ܥ
 ஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௧   時間ｔのリタープール中の炭素蓄積の年平均変化量; t Cyr-1ܥ∆
 ஽ைெ,஽ௐ,௧   時間ｔの枯死木プール中の炭素蓄積の年平均変化量; t C yr-1ܥ∆
 
III.1.2.  DOMの燃焼から発生する非CO2排出量の計算 
17. 時間ｔのDOMプールの炭素蓄積が焼却されるならば、その結果生じた非CO2排出量は、バイ

オマス燃焼に対するCH4排出率を―CO2に換算してーDOM燃焼成分に乗じて推定できる。こ

のツールではリタープールの全DOMは燃え去ると仮定されているので、各階層及び植生クラ

スに対する排出量は次式で与えられる： 

஽ைெ,஻௨௥௡,௧ܧ ൌ ஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௧ܥൣ ൅ ஽ைெ,஽ௐ,௧ܥ כ ሺ1 െ ஻݂௅,஽ைெ,஽ௐሻ൧ כ ஼ுరܴܧ כ
16
12 כ ܹܩ ஼ܲுర      ሺ7ሻ 

ここで: 
 ஽ைெ,஻௨௥௡,௧ 時間ｔにDOM蓄積を燃焼の結果生じた非CO2温室効果ガス排出量の増加; tܧ

CO2-e 

                                                  
10 もし tage > Tp ならば、炭素蓄積は安定状態の時の値と等しく、それらの吸収量はゼロである。 
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 ஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௧ 時間ｔのリタープール中の炭素蓄積; t Cܥ
 ஽ைெ,஽ௐ,௧ 時間ｔの枯死木プール中の炭素蓄積; t Cܥ
஻݂௅,஽ைெ,஽ௐ DOM蓄積の燃焼後に腐敗する枯死木の平均成分。デフォルト値は0.4; 単位

なし 
 ஼ுర CH4に対する排出率 (IPCCのデフォルト値: 0.012); kg C as CH4 (kg Cܴܧ

burned)-1 
ܹܩ ஼ܲுర CH4の地球温暖化効率 (第一約束期間に対してIPCC デフォルト値: 21); t 

CO2-e (t CH4)-1 
ଵ଺
ଵଶ

 換算係数: CH４とCの分子量比; mol mol-1 
 
18. ஻݂௅,஽ைெ,஽ௐ の選択のガイドラインはAnnex 1、 Section A.I.1.にある。上記のデフォルト値の0.4

は生立木バイオマスに対しての平均値であり、そしてもしこれ以外に利用できるよいデータが

なければこれを用いてもよいでしょう。 
 
III.2. 現存DOMの排出と吸収の簡易計測 
 
19. 排出と吸収の推定は次の条件の現存DOMに対して行う： 

(a) DOMプールからの非CO2排出－もし地拵えに火が使用されるならば、現存DOMリター

及び枯れ木プールの燃焼による排出の増加があるであろう。プロジェクトのない状態で

DOMの腐朽によると同じ量のCO2排出が、時間tでの燃焼に伴ったCO2排出として生じる

ので、非CO2排出の増加だけを説明する必要がある。各階層の各植生クラスに対して、

現存DOMの燃焼からの非CO2排出が次式で計算される： 
(i) 時間ｔでの現存木本植生の年齢の推定、 ݐ௔௚௘ ； 
(ii) プロジェクト地の気候条件及び現存植生のタイプに適合した移行期間（Tp）の選択； 
(iii) 安定期のリターと枯れ木蓄積についてのデフォルト値の取得； 
(iv) 式(3)及び(4)を用いて、ܥ஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௧ 及びܥ஽ைெ,஽ௐ,௧ の計算； 
(v) 計算したܥ஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௧及びܥ஽ைெ,஽ௐ,௧値に基づいて、式(7)による非CO2排出量の計

算； 
(vi) 以上の結果として、吸収源によるベースライン純GHG吸収量の構成要素となる、時

間ｔでの非CO2排出量 ܧ஽ைெ,஻௨௥௡,௧として説明される。 
(b) DOMプールによる平均炭素吸収量 －もしプロジェクト開始時にプロジェクト境界内に現

存する生高木バイオマスの年齢が移行期間Tpより小さければ、現存DOMプールによる

平均年炭素吸収量は、時間ｔでの各階層の各植生クラスについて、以下のよって計測で

きる： 
(i) DOMの燃焼から生じる非CO2排出の推定に関係する直上のステップ(a)から(c)（訳

注 iからiiiのことか）で要求されていると同じ情報を取得する； 
(ii) 式(5)と(6)を用いて、リター及び枯死木プールによる平均年吸収量∆ܥ஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௧及

び∆ܥ஽ைெ,஽ௐ,௧の計算、及び式(2)による全吸収量の計算； 
(iii) 結果として、現存DOMの平均年炭素吸収量∆ܥ஽ைெ,௧は吸収源による現実純GHG吸

収量の構成分として説明される。 
 
20. 上記(a)及び(b)項に記した方法論の実務的な実施には、ݐ௔௚௘のデータ及び植生クラスのTpの

デフォルト値、すなわちリター炭素蓄積の安定期と枯死木炭素蓄積の安定期、が必要である。

これらのデータ及びデフォルト値を得るには 以下のガイドラインが使える： 
(a) 現存生高木植生の年齢は以下によって決定できる： 

(i) 好ましい方法—地拵え時の根元で切り倒される少なくとも10本の高木及び/あるいは

低木の年輪の測定。ݐ௔௚௘ のパラメーターとしてサンプリングした高木/低木の中央年

齢を用いる； 
(ii) あるいはその代わりとして—過去の写真の解析あるいは公的な記録/地図、あるいは

その地域の土地利用の歴史を知る地方官あるいは土地所有者への面接記録の解

析。もし、概数でしか決められないならば、DOM蓄積の推定時の年齢と吸収量が最

小となるよう、そして最大限保守的となるように選択する。 
(b) 移行期間TPの値を選択するためのガイダンスがAnnex 1、Section A.I.2にある。プロジェク
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 ト域にふさわしい広域気候帯と森林型に従ってデータが選ばれるべきである。 
(c) 安定状態のリターと枯死木の蓄積のデフォルト値の出典についてのガイドラインはAnnex 

1、 Section A.I.3にある－それはもしよりよいデータが利用できないならば、これらのパラ

メーターを用いることができるであろうIPCCデフォルトデータの出典文献を含んでいる。

地方又は国インベントリーからのデータの記録、又はピアーレビュー（学会等組織内部評

価）された研究報告又はIPCCの文献の記録は，通常は満度に蓄積した林分に関わるも

のである。ところが現存DOM蓄積と吸収の推定は木本植生がプロジェクト地域の一部分

しか覆っていないようなベースラインシナリオによっていることが多い。これに対処するた

めに、満度に蓄積のある林分の安定状態のリター及び枯死木蓄積に対するデフォルト値

は、各階層に対して、各植生クラスにある現存木本植生の平均的樹冠被覆率（分数）に

等しい因数のかけ算で減少させる必要がある。樹冠被覆は目視による評価で推定でき

る； 
(d)  もしDOM炭素蓄積よりもDOMバイオマスについてのデフォルトデータが利用できる時

は、枯死木に対しては0.50 t C (t d.m)-1、リターに対しては0.37 t C (t d.m)-1の炭素分数を

用いてバイオマスから炭素に換算する。（IPCC2003の3.2.1.2.1.1節；IPCC2006の2.3.2.1
節参照） 

  
III.3. プロジェクトDOMの炭素蓄積、排出及び吸収の簡易計算法 
 
21. プロジェクトDOMプールの炭素蓄積の変化は比較的複雑であり、枝打ち、間伐、及び生体バ

イオマスの収穫、燃材のためのDOMの収穫、及び破壊（火災を含む）などの頻度とタイプに応

じている。炭素gain-loss法を用いて、プロジェクトDOMプールの炭素蓄積の計算のための複

雑な手法でも推定可能であるけれども、必要データを多く必要とする手法となりやすい。しか

しながら、プロジェクトDOMの計算の簡易法は以下の近似法を開発できるーそれは保守的で

あるけれども、多くのA/R CDMプロジェクトにとって受け入れられる精度である11。 
(a) 森林は通常自然枯死率を最小にし、そして最大の木材収穫を得るように管理される。し

たがって、保守的に無視できる地上部バイオマスの高木の自然枯死から生じるプロジェ

クトDOM枯死木プールへのインプットは、要求できるｔCERあるいはｌCERへ反映すること

はほとんどないと予測される； 
(b) A/R CDMプロジェクトが実施されるほとんどの場所で、木材産物に対して高い需要があ

る。したがって，枝打ち、間伐あるいは収穫から生じる全ての樹幹と大枝はプロジェクト域

から持ち出されやすい。ゆえに，プロジェクトDOM枯死木プールへの地上部バイオマス

の保守的に無視できる可能なインプットは、従って、要求できるｔCERあるいはｌCERに反

映しないと予測される； 
(c) もしプロジェクト域内で2回目（あるいはそれ以降）の植林ローテーションで火入れ地拵え

が行われるとすれば、プロジェクトDOMリタープールの全てのバイオマスは保守的に燃

焼されると考えられ、そしてプロジェクトDOM蓄積はゼロとなる； 
(d) 間伐と収穫の直後では、顕著なプロジェクト枯死木成分は根株と太い根であり、それらは

TDecay －間伐又は収穫12された木本植生が萌芽種でない時のTDecayに等しい期間に腐

敗する。この場合プロジェクトDOM蓄積及び吸収はゼロに等しいと考えられる。（間伐あ

るいは収穫）当初のプロジェクトDOM枯死木炭素蓄積は、プロジェクト管理簿又は販売

データから得られるであろう－間伐あるいは収穫時に除去される地上部生木炭素蓄積の

量についてのデータと根部：地上部比を用いて保守的に推定できる12。 
 
22. 上記の近似法の下で、そしてこのツールの適用可能条件で、プロジェクトDOMはtage ≤ TDecay

条件でかつAs面積の階層について、保守的に以下のように計算できる： 
(a) リタープールからの排出―もし２回目あるいはそれ以降の地拵えで火を用いるならば、プ

 ロジェクトDOM蓄積内の炭素蓄積及びそれによる炭素吸収は燃焼時にゼロとなり、そし

                                                  
11 もし以下に述べる近似及び断定が受け入れられないならば、Annex 1, Section A.II.のガイダンス及びガイドラインを用いて DOM
蓄積を測定する。 
12 バイオマス炭素蓄積としてより、値樹分生木植生の収穫した材積が間伐や収穫時に記録されることが可能である。材積から地

上部バイオマスへの換算についてのガイドラインは方法論ツールEstimation of emissions from clearing, burning and decay of 
existing vegetation due to implementation of a CDM A/R project activity, (http://cdm.unfccc.int/ Reference/toolsに掲載)のAnnex 1, 
Section III.4にある。 
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てプロジェクト排出の一部として計測されねばならない非CO2排出の増加となる。この節

に述べたプロジェクト条件の下では、燃焼する地上部枯死木蓄積はない。また、このツー

ルの開発で作られた仮説は、いかなる残存の現存DOMリター蓄積も、植林地の最初のロ

ーテーションの終わりまで13、プロジェクトDOMリター蓄積に比較して無視できるということ

である。この状態では、プロジェクトDOMリター蓄積の燃焼による非CO2排出増加量は各

階層の各植生クラスで以下のように説明される。 
   (i) パラメーターtage を以下より短く設定する： 

- 階層内で最後に起きた地拵えの箇所以外での火災以来の経過時間；又は 
- 高木が階層内に植えられて以来の経過時間で、ローテーション間にその階層が

一時的な無蓄積であった時の2倍以内； 
(ii) 移行期間、TPの値は、プロジェクト地の気候条件及び植林された森林のタイプにと

って適切である値の選択； 
(iii) 安定状態リター炭素蓄積に対するデフォルト値の取得； 
(iv)  上記で決めたtage値と式(3)を用いて、時間ｔでのܥ஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௧の計算； 
(v) ܥ஽ைெ,஽ௐ,௧をゼロとしてܥ஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௧の計算値を基に、式(7)を用いて時間ｔでの非CO2

排出量の計算； 
(vi) 結果としての非CO2排出量ܧ஽ைெ,஻௨௥௡,௧は、吸収源によるプロジェクト現実GHG吸収

量の構成要素の一つとして説明される。 
(b) リタープールの炭素蓄積—プロジェクトDOMリタープールの炭素蓄積は、各植生及び階

層で、以下にように説明される。 
(i) 時間ｔでのリター炭素蓄積、ܥ஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௧を推定するためには、直上の(a)項における

最初の４つの小項目と同じ手続きをとる； 
(ii)  時間によるプロジェクトDOMリタープール内の炭素蓄積の変化は吸収源によるプロ

ジェクトの現実純GHG吸収量の一部として説明される。  
(c) 枯死木プール内の炭素蓄積—この節の前記で与えられたプロジェクト条件の下で、顕著

なプロジェクトDOM枯死木構成分は、 ௗܶ௘௖௔௬までには腐敗すると思われる間伐と収穫後

に残された根株と太根だけであろう。最初の枯死木蓄積は、間伐あるいは収穫したプロ

ジェクト地から取り除かれた地上部炭素蓄積のデータから得られる根部：地上部比を用

いて、保守的に推定する。以下の式の単純化のために、“収穫作業”は高木及び/又は低

木の伐倒を含むいかなる作業も含む。時間ｔのプロジェクトDOM枯死木プール中の炭素

蓄積は、th 時の収穫作業の結果として、各階層及び各植生クラスについて（Δt ≤ ௗܶ௘௖௔௬
について)、次式で推定される14。 

஽ைெ,஽ௐ,௧ܥ ൌ ஺஻ீ,௛௔௥௩௘௦௧,௧೓ܥ כ ܴ כ ቆ1 െ
ݐ∆
ௗܶ௘௖௔௬

ቇ                              ሺ8ሻ 

ここで: 
 ஽ைெ,஽ௐ,௧ 時間t の枯死木プール中の炭素蓄積; t Cܥ
 ஺஻ீ,௛௔௥௩௘௦௧,௧೓ 時間thの収穫作業で伐採された地上部バイオマス中の炭素蓄積; t Cܥ
ܴ  地上部炭素（あるいはバイオマス）蓄積から地下部炭素蓄積を推定する根部：地上

部比率―収穫された高木あるいは低木に対するデフォルト値はそれぞれ0.26または

0.4である; t C (t C)-1 
 tとth の間の時間; yr   ݐ∆
ௗܶ௘௖௔௬   枯死木が完全に腐敗するまでの時間; yr 

23. 時間経過によるプロジェクトDOM枯死木プールの炭素蓄積の変化は吸収源による現実純
GHG吸収量の一部として説明される。 

式(8)を用いてプロジェクトDOM 枯死木蓄積を推定する時： 
(a) 単純化のために、プロジェクト参加者は各収穫作業を別々に取り扱うことを推奨する、そ

して作業ごとに、その特定の収穫作業が、時間ｔでのプロジェクトDOMへの寄与を計算す

るために式(8)を用いることを推奨する。時間ｔでの全プロジェクトDOM炭素蓄積は、その

                                                  
13現存 DOM リター蓄積は、もし地拵えで既に焼かれていないならば、植林地の最初のローテーションの終わりまでに、プロジェク
ト DOM リター蓄積に比較して無視できるレベルにまで通常は腐敗する。 
14 もし Δt > Tdecay,あれば、CDOM,DW, t はゼロである。 
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階層で時間ｔまでにあった全収穫作業を合計して得られる。プロジェクト参加者は、プロジ

ェクト管理簿の中に、各階層の各収穫作業で取り除かれる、その年毎の地上部炭素蓄積

及び地下部炭素蓄積とみなされる量を、記録する； 
(b) 腐敗期間Tdecayのデフォルト値はプロジェクトDOMリタープールに選択された移行期間 

TP に数的に等しくなければならない。―Annex 1, Section A.1.2のガイドラインを参照；  
(c) もしܥ஺஻ீ,௛௔௥௩௘௦௧,௧೓の値が植生クラスに利用できないならば、伐採された高木及び低木地

上部バイオマスの割合の近似評価は、林分の林床状態の写真証拠を用いて、プロジェク

ト状態の視覚的評価に基づいてなされるべきである。－この場合正確さは重要でない；

根部：地上部比の選択のガイダンスは、方法論“A/R CDMプロジェクト活動の実施による

現 存 植 生 の 除 去 、 焼 却 、 及 び 腐 敗 に よ る 排 出 量 の 推 定 “ (http://cdm.unfccc.int/ 
Reference/toolsに掲載)のAnnex 1, Section A.II.3にある。もし良いデータがない時は、デ

フォルト値はIPCC文献から探せるであろう。 
 
文献 
 
IPCC 2003. Good Practice Guidance for Land Use, Land-use Change and Forestry. Available 
from the IPCC Secretariat (www.ipcc.ch), or may be downloaded from the National Greenhouse 
Gas Inventory Programme at http://www.ipcc-nggip.iges.or.jp. 
IPCC 2006. Guidelines for National Greenhouse Gas Inventory. Volume 4; Agriculture, Forestry 
and Other Land. Available from the IPCC Secretariat (www.ipcc.ch), or downloadable from the 
National Greenhouse Gas Inventory Programme at http://www.ipcc-nggip.iges.or.jp. 
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ANNEX 1 
DOMプールの炭素蓄積推定のための測定方法とデフォルトデータ 

 
この添付文書は以下の題目についての指針と手引きを提供する： 
(a) DOMプールの炭素蓄積を推定するための選択すべきIPCC及びその他のデフォルトデータに

ついての指針と手引き（(Section A.I)； 
 
(b) 野外調査によるDOMプールの炭素蓄積を推定する指針(Section A.II)。この指針は適切なデ

フォルトデータが利用できないとき、あるいはプロジェクト参加者がデフォルトデータによる推

定より測定値を用いたいときに、DOM炭素蓄積を推定するために用いる。 
 
A.I.  DOMプールの炭素蓄積を推定するための選択すべきデフォルトデータについての 

指針と手引き 
 
A.I.1. 焼却後に残された枯死木部分についてのデフォルトデータ  
1.  このツールによる方法論を用いて非CO２排出の評価は、焼却後腐敗する枯死木の部分の推

定を必要とする。このパラメーターのための値は以下から得られるであろう： 
(a) 可能であれば—地方、地域、又は国の森林調査、公的文書、あるいはプロジェクトと同じ

広域気候帯にある同じ樹種の植林地についてのピアーレビューされた研究。 もし同じ樹

種についてのデータがない時は、同じ属のデータ、さもなければ同じ科の樹種データを

できれば利用する。 
(b) もしその他に適切なデータがなければ、デフォルト値0.4を利用する15。 

 
A.I.2.  移行期間及び腐敗期間についてのデフォルトデータ 
2. 移行期間Tpに対するデフォルトデータは地域あるいは国の調査、公的文書、あるいはプロジ

ェクトと同じ広域気候帯にある同じ樹種の植林地についてのピアーレビューされた研究から得

られる。もし同じ樹種についてのデータがない時は、同じ属のデータ、さもなければ同じ科の

樹種データをできれば利用する。 
 
3. もし良いデータがなければ、TpについてのIPCCのデータが利用できるだろう。もっとも適切な

データはGPG-LULUCF (IPCC 2003)のTable 3.2.1にある広域気候帯と森林群に記載されて

いるそれらである。もしプロジェクト状況からTable 3.2.1のデータが適切であると考えられない

ならば、20年のTpに対するIPCCのデフォルト値も利用できるだろう。 
 
4. 一貫性と調和のために、現存 DOM 蓄積の推定のために選ばれた Tp 値がプロジェクト 

DOM 蓄積の推定のために用いられる Tdecay パラメーターと同じでなければならない。 
 
A.I.3.  現存植生のDOM炭素蓄積の推定のためのデフォルトデータ 
A.I.3.1.  現存高木のデフォルトデータ 
5. 天然林のリター及び枯死木プールの安定期における炭素蓄積に対するデフォルトデータ、及

び移行期Tp（DOM蓄積が安定期に達するまでの時間）に対するそれは、地域あるいは国の

調査、公的文書、あるいはプロジェクトと同じ広域気候帯にある同じ樹種の植林地についての

ピアーレビューされた研究から得られる。もし同じ樹種についてのデータがない時は、同じ属

のデータ、さもなければ同じ科の樹種データをできれば利用する。もし適切なデータがないと

き は 、 安 定 期 DOM 蓄 積 に つ い て の IPCC デ フ ォ ル ト デ ー タ を 利 用 で き る だ ろ う －

GPG-LULUCF のTables 3.2.1 及び3.2.216 (IPCC 2003)を参照のこと。 
 
注意する点は： 

(a) 地域あるいは国の林分調査、あるいはピアーレビューされた研究あるいはIPCC文献から

                                                  
15 与えられた値は、IPCC 印刷物のデータから導かれた、生木に対するものである（詳細は方法論ツール：Estimation of emissions 
from clearing, burning and decay of existing vegetation due to implementation of a CDM A/R project activity (http://cdm.unfccc.int/ 
Reference/tools にあり)；の Annex 1，Section A.I.4 を参照。 
16 成熟林分の枯死木炭素蓄積の中央値の利用は、現存 DOM の蓄積を推定あるいはそれによる吸収を推定するとき、安定期の

値に対する近似値として認めうる。 
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 のリター及び枯死木蓄積についてのデフォルトデータは、一般には十分に蓄積がある林

分でのデータであるが、現存DOM蓄積及び吸収量の推定は、高木が階層の一部分しか

被覆していない状態のベースラインシナリオに関連している。これに対処するために、十

分に蓄積がある林分のܥ஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௦௧௘௔ௗ௬ି௦௧௔௧௘とܥ஽ைெ,஽ௐ,௦௧௘௔ௗ௬ି௦௧௔௧௘のデフォルト値は各

階層のベースライン高木植生の平均樹冠被覆率に等しい因数（分数）を乗じて減少させ

る必要がある； 
(b) このツールによる現存DOM炭素蓄積の推定はプロジェクト開始時に存在する生高木の

年齢の推定が必要である。これは地拵え時に根元で切り倒された少なくとも高木10資料

の根元の年輪を計測して（代わりに成長錘も利用できるだろう）、中心年齢を得ることがで

きるだろう。これの代わりに、推定年齢は歴史的な写真、公的な記録簿や地図、又は地

方官や地主への取材から得られるであろう。 
 
A.I.3.2.  現存低木のデフォルトデータ 
6. 安定期DOM蓄積の値について利用できるデータはIPCC印刷物にはないので、そのようなデ

ータは地域あるいは国の調査、公的文書、あるいはピアーレビューされた研究などから得なけ

ればならない。代わりに、DOM蓄積17の測定（その方法についてはAnnex 1, Section Iを参照）

から推定できる。その測定は地拵え18の一部として刈払われた閉鎖樹冠の（“十分に蓄積され

た”）低木林分において行われるべきである。それで、低木林の平均年齢（tage)もまた決定で

きるだろうーすなわち根元から刈り取られた少なくとも低木10試料の成長年輪の計測により中

心年齢を計算できるだろう。低木林の安定期DOM蓄積の値は次のように推定できる： 
もしtage ≥ Tpであるならば； 
஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௦௧௘௔ௗ௬ି௦௧௔௧௘ܥ ൌ  ஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௧                                   ሺA1ሻܥ
஽ைெ,஽ௐ,௦௧௘௔ௗ௬ି௦௧௔௧௘ܥ ൌ  ஽ைெ,஽ௐ,௧                                      ሺA2ሻܥ
さもなければ； 

஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௦௧௘௔ௗ௬ି௦௧௔௧௘ܥ ൌ ஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௧ܥ כ
௣ܶ

௔௚௘ݐ
                              ሺA3ሻ 

஽ைெ,஽ௐ,௦௧௘௔ௗ௬ି௦௧௔௧௘ܥ ൌ ஽ைெ,஽ௐ,௧ܥ כ
௣ܶ

௔௚௘ݐ
                                 ሺA4ሻ 

ここで: 
 ஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௧   時間t のリタープールの炭素蓄積; t Cܥ
 ஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௦௧௘௔ௗ௬ି௦௧௔௧௘ 安定期のリタープールの炭素蓄積; t C ha-1ܥ
 ஽ைெ,஽ௐ,௧   時間t の枯死木プールの炭素蓄積; t Cܥ
 ஽ைெ,஽ௐ,௦௧௘௔ௗ௬ି௦௧௔௧௘ 安定期の枯死木プールの炭素蓄積; t C ha-1ܥ
 ௔௚௘     現存の生きた植生の年齢; yrݐ
௣ܶ     移行期—DOMプールが安定状態に達する時間; yr 

 
A.II.  野外調査によるDOM炭素蓄積の推定についての指針 
7.  この節は腐敗した枯死木の密度の評価と共に、リターと枯死木プール中のバイオマスの測定

に基づいたDOM炭素蓄積の推定についての指針を提供する。以下の手法では、次のように

仮定される： 
(a) プロジェクトDOM蓄積の測定のためのサンプルプロットはプロジェクト開始時に存在する

現存DOM蓄積のいかなる残渣もない場所に設定する； 
(b) 地下部の枯死木の平均腐敗クラスは地上部枯死木に対する平均と同じとする。 

 
A.II.1.  DOMバイオマス及び炭素蓄積の野外調査についての一般的な指針 
8. DOMプールのバイオマスと炭素の野外測定について、推奨されるサンプル単位は永久サン

プルプロットである19。一時的なサンプルプロットは、もし測定が一回だけ行われるのなら、利

用できるであろう。もしDOMプールの構成分がわずかであれば、このケースは少なくともリター

                                                  
17 もし低木林 DOM 蓄積は少量であるならば、直接の測定は経費的に効果的な選択ではないだろう。この場合、安定期の低木林

の現存 DOM 蓄積は保守的にゼロに等しいと思われる。 
18 もし樹冠閉鎖した低木林が存在しないならば、非閉鎖樹冠で測定された CDOM, DW, t 及び CDOM, Litter, t の値を、プロッ

ト当たりの低木樹冠被覆の平均比率でプロット当たりの平均 DOM 蓄積(t C ha-1)を除して閉鎖樹冠相当の値に変換する。 
19 単位面積当たりバイオマス蓄積を得るために、サンプルプロット内で測定したバイオマスの重さを面積で除するときはいつでも、

水平面に投影されたサンプルプロットの面積が分母として用いられなければならない。 
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プールではしばしばあり得ることであるが、測定はサンプルプロット内のサブプロットで実施す

る。サンプルプロット内のサブプロットは、固定半径型か、あるいは固定方形型にして、ランダ

ムに配置する。 
 
9. もしDOMの野外調査がデータの主要な源として利用されるときは、サンプルプロットの数は

CDM 理事会で承認されたツール 20 、 “Calculation of the number of sample plots for 
measurements within A/R CDM project activities”の最新版を用いて算出する。DOM蓄積は通

常生物バイオマスのわずかな部分であるので、サンプリング法を用いて枯死木蓄積を推定す

る時には、90%の信頼レベルで平均地上部枯死木蓄積の±20%の精度を目標とすることが適

切であると考えられる。しかしながら、より高い精度が要求されるような状況下：すなわちプロジ

ェクトによって造成された林分の破壊及び/又は収穫/間伐がDOMプールに大きな影響をもた

らすような時、そしてそのDOMの大部分がその場に残存するかその場で焼却されるかどちら

かである場合などでは、より高い精度が要求される。そのような場合には、枯死木プールの調

査は生物バイオマスに対して期待される精度を目標とすべきである（すなわち、95%信頼レベ

ルで平均の±10%の精度レベルで各階層の蓄積を推定する）。目標精度が枯死木プールに

対して妥当であるかどうかの評価をするためには、測定の初期設定階層当たり（もし比較的均

一な条件であるならば、全プロジェクト地域当たり）10サンプルプロットで実施できるだろう。も

しそれにより達成した精度が目標精度に達していないならば、より多くのプロットを追加する。 
 
10. リター蓄積に対しては、サンプルプロット当たり少なくとも４つのリターサンプルプロット（サブプ

ロットのこと）を設定することが、リター蓄積の変動が非常に大きくない限り、妥当であろう。―

変動が大きい場合は、サンプルプロット当たり8リターサンプルプロトを設定することを推奨す

る。 
 
A.II.2.  リタープールの炭素蓄積の推定 
11. リタープールのバイオマス蓄積は単純な収穫法で測定できる。GPG－LULUCF、IPCC2003の

Chapter 4.3.3.5.3に手法の手引きが掲載されているので、必要に応じて参照されたい。手法は

以下の通りである： 
(a) 各調査サンプルプロット内に0.1から0.25m2の小さな４つのサブプロット21（円形、方形のど

ちらか）をランダムに配置する。このサブプロット設置を助けるために、面積の等しい小さ

な枠がしばしば用いられる； 
(b) もしサブプロットが傾斜面にあるときは、斜面面積は以下の計算に用いる水平面積になる

よう調節する； 
(c) 鉱物質土壌と細い枝や新鮮な落葉層の間にある部分的に腐朽した有機物層（通常LF及

びLFH層と呼ばれる層）を含めて、すべてのリターをかき集める； 
(d) 一つのサンプルプロット中のすべてのサブプロットのリター集めて、70℃で乾燥し、乾燥

重量を測定する。 
 
１つのサンプルプロットのリター炭素蓄積は次のように計算される： 

஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௣௟௢௧ܥ ൌ ቌܤ௅௜௧௧௘௥,ௗ௥௬,௦ି௣/ ෍ ௦ି௣,௝ܣ

௡ೞష೛

௝ୀଵ

ቍ כ ௅௜௧௧௘௥ܨܥ כ 10                   ሺA5ሻ 

ここで: 
 ஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௣௟௢௧ １サンプルプロットのリター中の炭素蓄積; t C ha-1ܥ
 ௅௜௧௧௘௥,ௗ௥௬,௦ି௣  １サンプルプロット中の全サブプロットをまとめたリターの乾燥重量; kg d.mܤ
 ௦ି௣,௝   サブプロットjの水平面積; m2ܣ
݊௦ି௣    １サンプルプロット中のサブプロットの数; 単位なし 
݆    １サンプルプロット中のサブプロット番号; 単位なし 
 ௅௜௧௧௘௥   リター中の炭素成分、IPCCデフォルト値は0.37; t C (t d.m)-1ܨܥ
10    変換係数: kg m-2から t ha-1へ 

                                                  
20 http://cdm.unfccc.int/Reference/tools にあり。 
21 もしリター層の構成分や深さに非常なばらつきがあるときはより多くのサブプロットが必要で、この場合は８サブプロットが推奨で

きる。 
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12. 各サンプルプロットの全リターをまとめた試料が乾燥するのに多すぎるときは、まとめた試料を

十分に混合し、各サンプルプロットのリターに対する平均乾重：生重比を決めるために、すくな

くとも４つのサブ試料（乾燥試料）を採取する。その直前に全リター生重量を測定する。 
１サンプルプロット当たりのリター炭素蓄積は次のように計算する： 

஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௣௟௢௧ܥ ൌ ቌܤ௅௜௧௧௘௥,௦ି௣ כ ܴௗ/௪,௦ି௣/ ෍ ௦ି௣,௝ܣ

௡ೞష೛

௝ୀଵ

ቍ כ ௅௜௧௧௘௥ܨܥ כ 10               ሺA6ሻ 

ここで: 
 ஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௣௟௢௧ １サンプルプロットのリター中の炭素蓄積; t C ha-1ܥ
 ௅௜௧௧௘௥,௦ି௣  １サンプルプロット中の全サブプロットをまとめたリター生重量; kgܤ
ܴௗ/௪,௦ି௣   サブ試料リターの平均乾重：生重比; g g-1 
 ௦ି௣,௝   サブプロットjの水平面積; m2ܣ
݊௦ି௣    １サンプルプロット中のサブプロットの数; 単位なし 
j    １サンプルプロット中のサブプロット番号; 単位なし 
 ௅௜௧௧௘௥r   リター中の炭素成分、IPCCデフォルト値は0.37; t C (t d.m)-1ܨܥ
10    変換係数: kg m-2から t ha-1へ 
 
13. 最後に、階層（多分全プロジェクト地域の階層）の平均蓄積、t C ha-1、を得るために、各階層

のサンプルプロット内のリター炭素蓄積を平均し、そしてその結果に、時間tの階層内全リター

炭素蓄積ܥ஽ைெ,௅௜௧௧௘௥,௧を得るために、階層面積を乗じる。 
 
A.II.3.  枯死木プールの炭素蓄積の推定 
14. 枯死木はまだ立っているか、又は地上に倒れている地上部バイオマスからなり、そして枯死し

た地下部バイオマスも含められるだろう。以下のように、違ったサンプリングと推定法が違った

バイオマス構成分に用いられる： 
(a) 立っている枯死木：生木バイオマスと同じ手法を用いて、材積あるいは重量を推定し、そ

れから失われた枝の量と腐敗による木材の密度の低下を調整する； 
(b) 枯れ倒木：ライントランセクト法あるいはプロットによるサンプリング法で推定する。 両方

法とも腐敗の程度を級分けした木材密度を用いる； 
(c) 枯死木地下部：これはバイオマス拡張係数（地上部及び地下部の平均腐朽程度（級）は

同じであるという仮定の下に）を用いて、全地上部枯死木重量から推定する。長年月にわ

たって埋没している枯死木の地上部は、保守的に、無視される。 
 
15. もし木本バイオマス蓄積の推定をする以下のどの方法も、炭素蓄積への明白な転換を含んで

いないならば、IPCCの樹木に対するデフォルト炭素成分比：0.5 t C (t d.m)-1を用いて炭素蓄

積を計算する。 
 
A.II. 3.1.  枯死木の腐朽級及び樹木密度の評価 
16. 各種の枯死木地上部の腐朽クラスが評価されねばならず、そして枯死木の重量が決定される

前に22、平均樹木密度が各腐朽クラスについて推定される必要がある。腐朽クラス及びそれか

ら導かれる樹木密度は以下のように決定される： 
(a) 枯死木を３つの腐朽クラス—“長鉈（マチェッテ）テスト”を使って、正常（sound）、中間

（intermediate）、腐敗（rotten）—の１つとして区分けする：すなわち枯れ木（樹皮なし）を鉈

で軽く叩いたとき、鉈の刃が跳ね返されるようなら、腐朽クラスは“正常”とする。もし、刃が

少し食い込んだら“中間”、もし刃が深くまで入るか、木が割れて崩れるようなら“腐敗”と

する； 
(b) 正常、中間、腐敗の各腐朽クラスの平均樹木密度を、野外で採取した枯れ木試料の生

重と乾重から推定する。そのために少なくとも10試料を各腐朽クラスから採取すべきであ

る； 
(c) 枯れ立木又は倒木が葉や小枝だけを失っているのならば、－もし生木密度が利用できる

                                                  
22 ここに提示した方法は、GPG-LULUCF (IPCC 2003)の Section 4.3.3.5.4 に述べられている枯死木蓄積の決定のための

IPCC デフォルト法から導かれる。 
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ならば－枯死木の密度は生木の密度に等しいと仮定でき、さもなければそのような枯死

木は腐朽クラス“正常”の密度推定の一部として取り扱う。生木の密度についてのIPCCデ

フォルトデータはGPG-LULUCF (IPCC 2003)のTable 3A.9 にある。低木については、生

木密度は国の調査結果又はピアーレビューされた研究データから得るか、あるいは測定

する必要がある。もし、樹種特有の生木密度が利用できないならば、同じ属のデータ、あ

るいは必要なら同じ科のデータが利用できるかもしれない。 
 
その時に注意することは： 

(a) 枯死木地上部の材積は腐敗して空洞である幹に対しては削減が必要である； 
(b) サンプリングされた高木あるいは低木の材密度が非常に大きく変動しているならば、集め

られた枯れ木試料の属又は科による区分が必要であろう； 
(c) 長年の腐朽による材密度の減少に十分に対応したモデルが利用できるならば、これらは

野外測定の代わりに用いることができるであろう－高木あるいは低木の枯死がほぼ知ら

れている（３年以内）時間を与えることによって。この方法はプロジェクトDOM蓄積を推定

するのにのみ用いうる。 
 
A.II.3.2.  立枯れ木のバイオマス 
17. 立枯れ木のバイオマスは、生物体バイオマスの推定と同じサンプルプロットを用いて、相対成

長関係式あるいはバイオマス拡張係数（BEFs）法のいずれかを用いて推定できる。相対成長

関係式の利用は一般に直接的な方法と考えられ、もし適正な式が利用できるなら

（GPG-LULUCF, IPCC 2003）より望ましい方法である。 
 
18. サンプルプロットに基礎をおいた対成長関係式又はBEF法による高木（又は低木）バイオマス

推定についてのガイドラインは、方法論ツール、Estimation of emissions from clearing, 
burning and decay of existing vegetation due to implementation of a CDM A/R project activity
（＜http://cdm.unfccc.int/ Reference/tools>を参照)のAnnex 1にある。立枯れ木の推定にこの

ガイドラインを適用するときは、以下のことがあげられる： 
(a) もし相対成長関係式又はBEF法が変数として幹密度を含むならば、生木幹密度かあるい

は腐朽の程度に応じた腐朽クラスに対する幹密度のどちらかを用いる； 
(b) もし相対成長関係式又はBEF法が幹密度変数を含まない式でバイオマスを直接計算す

るときは、木材は３腐朽クラスのうちの１つに区分され、そして、生木の乾燥幹密度と対象

とする腐朽クラスの平均乾燥密度の比を、計算したバイオマスに乗じて立ち枯れ木の重

量 を 推 定 す る 。 高 木 の 生 木 幹 密 度 に つ い て の IPCC の デ フ ォ ル ト 値 は

GPG-LULUCF(IPCC 2003)の表3A.9にある。低木については、その生木幹密度は国の

調査又はピアーレビューされた研究から得られるか、あるいは測定が必要であろう。もし、

樹種特有の生木幹密度が利用できないならば、同じ属のデータ、又は必要ならば同じ科

のデータも利用できるであろう； 
(c) 生体バイオマスについて開発された相対成長式又はBEF法を用いて立ち枯れ高木に対

して推定された地上部バイオマスには、立ち枯れ高木（又は低木）の外見に基づいた次

の変数を乗じる； 
(i) 一部の葉及びすべての枝がまだ生きている: 1.00; 
(ii) 葉及び二次小枝がもはや存在しない: 0.95; 
(iii) 細い一次枝が存在しない: 0.90; 
(iv) 太い一次枝が存在しない: 0.80. 

(d) もし、幹又は幹の一部だけが存在するとすれば、バイオマス推定が以下によってできる； 
(i) 平均の幹断面積に残存する幹の高さを乗じて、各幹の地上部材積を計算する； 
(ii) 立ち枯れ木の地上部のバイオマスを推定するために、枯れ木の腐朽状態に応じた

平均幹密度をこの材積に乗じる。 
 
A.II.3.3.  枯れ倒木 
19. 枯れ倒木のバイオマスはその量と分布に応じて、２つの方法のうちの１つで計算される： 

(a) 枯れ木バイオマスの量が小さく23、そしてそれが落ちた場所に枯れ木がとどまるならば、

                                                  
23 可視的に地上部生体バイオマスの 15%以下であると推定される。 
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線状調査法（line-intersection）が利用できるであろう(Section 4.3.3.5.3, GPG-LULUCF; 
IPCC 2003参照)； 

(b) その他のすべての場合には、調査サンプルプロット内のすべての枯死木の材積を測定

する方法を用いる。 
 
20. 線状調査法は各サンプルプロットの中心とそれと直角である長さL/2の二つの直線を設定して

行う。調査線にある枯れ木の直径と分解クラスを記録し、そして各サンプルプロットにある枯死

木蓄積を次式で計算する： 

஽ைெ,஽ௐ,௣௟௢௧ܥ ൌ ଶߨ ൭෍݀௜
ଶߩ௖௟௔௦௦,௜

௡

௜ୀଵ

൱ כ ௪௢௢ௗܨܥ ⁄ܮ8                           ሺA7ሻ 

ここで； 
 ஽ைெ,஽ௐ,௣௟௢௧  サンプルプロット当たりの枯死木プール中の炭素蓄積; t C ha-1ܥ
 定数; パイ、 3.142   ߨ
I   測定した枯死木片の番号; 単位なし 
݀௜   枯死木片iの直径; cm 
௖௟௔௦௦,௜  枯死木片ߩ i の腐朽クラスの平均材密度; (t d.m) m-3 
 ௪௢௢ௗ  材の炭素成分、IPCC規定値0.5； t C (t d.m)-1ܨܥ
L   調査線の全長、推奨値は100m; m 
 
21. その他のすべての場合には、ܥ஽ைெ,஽ௐ,௣௟௢௧はサンプルプロット内の枯死木の全数調査により推

定する。これはサンプルプロットの境界線内にある部分の長さと平均直径の測定により枯死木

の各部分材積が決定される必要がある。枯死木各部の腐朽クラスもまた決定する必要がある。

サンプルプロット内の炭素蓄積は次式により計算される。 

஽ைெ,஽ௐ,௣௟௢௧ܥ ൌ ߨ ൭෍݀௜
ଶ כ ݈௜ כ ௖௟௔௦௦,௜ߩ

௡

௜ୀଵ

൱ כ ௪௢௢ௗܨܥ ⁄௣௟௢௧ܣ4                      ሺA8ሻ 

 
ここで: 
 ஽ைெ,஽ௐ,௣௟௢௧ サンプルプロット当たりの枯死木プール中の炭素蓄積; t C ha-1ܥ
π 定数; パイ, 3.142 
i 測定した枯死木片の番号 
di 枯死木片iの直径; cm 
li サンプルプロット境界内の枯死木片 i の長さ; m 
௖௟௔௦௦,௜ 枯死木片ߩ i の腐朽クラスの平均材容積密度; (t d.m) m-3 
 ௪௢௢ௗ 材の炭素成分、IPCCデフォルト値0.5; t C (t d.m)-1ܨܥ
 ௣௟௢௧ サンプルプロットの水平面積; m-2ܣ
4 転換係数：直径から半径による断面積計算への変換比（R2=D2/4）;単位なし 
 
22. 最後に、階層当たりの平均蓄積量を得るために、各階層のサンプルプロットの枯死木プール

の枯死木炭素蓄積量を平均し、そして時間 tにおける階層当たりの枯死木炭素蓄積量

 。஽ைெ,஽ௐ,௧を得るために、この平均値に階層面積を乗じるܥ
 
A.II.3.4.  枯死地下部 
23. 枯死地下部のバイオマスは、生体バイオマスの地下部：地上部比を用いて、地上部枯死木蓄

積量から推定する。地下部：地上部比の選択ガイドラインは、方法論ツール、Estimation of 
emissions from clearing, burning and decay of existing vegetation due to implementation of a 
CDM A/R project activity (http://cdm.unfccc.int/ Reference/toolsを参照)のAnnex 1にある。もし

よいデータが無いときには、IPCCデフォルト値0.26は高木に、又0.4は低木に利用可能であろ

う。 
 
24. もしプロジェクト活動に萌芽更新があるならば、地上部生体バイオマスの収穫の結果として、

地下部の生体バイオマスの枯死部は無いものと、保守的に仮定することに注意する。 
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注１： 

プロット単位のサンプリング手法による相対成長式あるいはBEF（バイオマス拡大係数法）、あるいは刈取

り法を用いた地上部及び地下部生体バイオマスの測定についての指針は方法論ツールEstimation of 

emissions from clearing, burning and decay of existing vegetation due to implementation of a CDM A/R 

project activity (<http://cdm.unfccc.int/Reference/tools>にあり)のAnnex 1, Section A.IIにある。 

 

- - - - - 

 

本文書の履歴 

バージョン 日付 改訂の種類 

01 1 EB 41, Annex 14 

02 August 2008 

最初の採択 
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12) EB41 Annex 15 
A/R CDMプロジェクト活動を実施する際に検討するため、 

荒廃した、もしくは荒廃が進んでいる土地を特定するためのツール(Ver. 01) 
(Tool for the identification of degraded or degrading lands  

for consideration in implementing CDM A/R project activities) 
 
Ⅰ．範囲 
 
このツールは、A/R CDM方法論を適用することを目的として、荒廃した、もしくは荒廃が進んでいる

土地を特定するための手続きを提供する。これらの荒廃した、もしくは荒廃が進んでいる土地の定

義は、A/R CDMプロジェクト活動に関連してのみ適用される。したがって、他の状況において他で

使用されるそれらの用語と一貫性がある必要はない。 
 
Ⅱ．アプローチ 
 
このツールで使用されているアプローチは、荒廃したという記録された証拠を要件として列挙するこ

とに依拠している。土地が荒廃していることを証明するために、最もシンプルなケースである既存の

記録された、地方、地域、国の、または、国際的な土地荒廃の分類を使用することから、選択され

た荒廃の指標を目視観察すること、かつ／もしくは参加型農村調査を実施する状況までが要求さ

れている。したがって、アプローチは、荒廃についての記録された情報とデータの入手可能性によ

って、2 つのステージに基づいている。その理論的な手続きの順序は、付属資料 1 に提示の図 1a、

1b と 1c に図解されている。 
 
第 1 ステージ： このステージは、その地域が検証可能な地方、地域、国の、または国際的ないず

れかの土地分類システム1の下で、もしくは過去 10 年間に実施された信頼できる調査の下で、“荒

廃した”と分類されているかどうかを決めるための最初のふるい分けである。もし該当するならば、

その土地は、“荒廃した”、かつ／もしくは“荒廃している”ようだとして見なせる。もし、“荒廃した”と

分類されたのが 10 年以上前の場合、土地を荒廃化へ導く（自然のもしくは人為の）要因と圧力が

今も存在しており、その荒廃化を逆転する管理介入が存在していない、もしくは不十分であるなら

ば、その土地は、“荒廃した”、かつ／もしくは“荒廃している”ようだとして見なせる。 
 
第 2 ステージ： このステージは、それらの土地が“荒廃した”、かつ／もしくは“荒廃している”と指

定した、検証可能な地方、地域、国の、または国際的な土地分類の記録が存在しないので、その

地域が“荒廃した”かつ／もしくは“荒廃している”ということを証明するための証拠を提供しなけれ

ばならない場合である。その証明は、下記のどちらか一つによって実行される。 
(a) 選択された土地荒廃の指標について直接目視できる現場の証拠、かつ／もしくは検証可

能な参加型農村調査（PRA）の結果によって； または 
(b) 似通った生態条件と社会経済ならびに土地利用要因を持つ荒廃地と候補地の比較 

 
Ⅲ．手順 
 
2つのステージのアプローチを実施する手順は下記に説明する。その土地が“荒廃した”、かつ／

もしくは“荒廃している”2こと証明するためには、次のうち一つの存在を示せば十分である。 
(a) 過去10年間における検証可能な地方、地域、国の、または国際的ないずれかの土地分類

システム、もしくは専門家による調査、参加型農村調査、衛星画像、かつ／もしくは写真に

よる証拠の下で、その地域が“荒廃した”として分類されたという記録された証拠を提供する。

もし、荒廃と記録された証拠が10年以上前の場合： 
(i) 土地を“荒廃”化へ導く、自然のもしくは人為の要因と圧力が今も存在しており、かつ

／もしくは、その荒廃化を逆転する管理介入が存在していない、もしくは不十分である

                                                        
1 例えば、FAO (2008) 国家荒廃土壌地図<http://www.fao.org/landandwater/agll/glasod/glasodmaps.jsp> 
ISRIC (2008) 人為影響による土壌荒廃の世界的規模の評価 (GLASOD) 
<http://www.isric.org/UK/About+ISRIC/Projects/Track+Record/GLASOD.htm> 
FAO-UNEP (2008) 乾燥地における土地荒廃の評価 (LADA) 
<http://lada.virtualcentre.org/pagedisplay/display.asp?section=description> 
2 続いて示す基準は、プロジェクトレベル、区画レベルまたは個別の階層レベルにおいて適切に適用される。 

                                                293



という証拠を提供する。 
(b) 提案されるプロジェクト地域の候補地が、参照とする他の荒廃地と似通ったまたは相当する

条件（例：植生、土壌、機構、地形、標高、土壌クラスおよび土地利用）と荒廃地化の社会

経済的な圧力と要因を有していることを、比較調査を通して証明すれば、荒廃地として検証

され分類され記録される。土地の類似性は、検証可能な記録、かつ／もしくは可視的な現

場調査とデータセットを通して実証されるべきである。 
(c) 土地荒廃の選択された指標を基に、その指標の状態と条件の可視的評価、もしくは検証可

能な参加型農村調査（PRA）のどちらか一つにより、直接的証拠を通して証明すれば、その

地域が“荒廃した”、かつ／もしくは“荒廃している”と見なせる。荒廃の指標は、その地域性

に関連しており、検証可能でなければならない。次のうち少なくとも一つを示せば、候補地

が“荒廃した”、かつ／もしくは“荒廃している”と宣言できる。： 
(i) 土壌圧縮および土壌流亡の重大度と程度は、以下の存在によって決定される： 表土

の深さの減少（根の露出、心土の存在、露呈した下層土の水平軸または被服層によっ

て示される）；浸食小渓谷、面状または雨裂侵食、地すべり、もしくはその他の大移動

流亡の形跡； 
(ii) 有機物含量の減少、また／もしくは植生被覆の後退、それらは、過度の放牧またはそ

の他の土地管理の実施、表土有機物層が薄くなること、表土リターと堆積物の欠乏に

起因する植物被覆または生産力の減少として示される（GPSと写真による証拠が提供

されるべき）。 
(iii) 土地の荒廃状態に関連していると地域で知られている植物種の存在、または、栄養枯

渇を示す現地／実験室内テスト（例：成長の減少、葉の落下、乾燥、葉のクロロシス）、

塩分またはアルカリ分、毒性化合物および重金属； 
(iv) 過度の放牧またはその他の土地管理の実施に起因する植物被覆または生産力の減

少 
 
Ⅳ．参考文献およびその他の情報 
 
1. Ponce-Hernandez, R. and P. Koohafkan (2004) Metodological framework for land degradation 
assessment in drylands .LADA Virtual Centre, FAO, Rome. 
(ftp://ftp.fao.org/agl/agll/lada/LADA-Methframwk-simple.pdf) 
 
2. FAO/UNEP (2008) The Land Degradation Assessment in Drylands (LADA) Project. FAO, Rome: 
<http://lada.virtualcentre.org/pagedisplay/display.asp> 
 
3. FAO/UNEP (2008) Land Degradation Assessment in Drylands local assessment (LADA-L) 
manual. LADA, FAO, Rome. 
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Appendix 1 
付属資料 1 

 

 
図1a： 土地の一次選別（ステージ1） 
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図1b． ステージ2a： 参照する記録された荒廃地域との比較による荒廃地化の評価 
 

似通った生態条件

と同様の荒廃化要

因を持った荒廃地

域の記録が存在

するか？ 

地域の類似性を証明するために、レビ

ューと目視による現地評価を通して、

荒廃地域と候補地の比較調査を実施

する 

Yes

提案するプロジェクト地域内の土地が、既存の

調査と報告において記録された参照する荒廃

地と比べて、同様または同等の条件（例：植生、

土壌、気候、地形、標高、土壌クラスおよび土地

利用）と荒廃地化の要因を有しているという証
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ス テ ー ジ
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土地は荒廃している、また／もしくは荒廃が進んでいる 
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図1c． ステージ2b： 指標、目視評価または参加型農村調査（PRA）に基づく荒廃地化の評価 
 
 

－－－－－ 
 

書類の履歴 
バージョン 日付 改訂の種類 
01 EB 41, Annex 15, 

02 August 2008 
最初の採択 

 

土地の状態の目視評価または指標によ

る参加型農村調査（PRA）の実施 

土地は荒廃している、また／もしくは荒廃が進んでいる 

物理的荒廃 
基準：次に掲げる事項のうち

少なくとも一つまたはいくつ

かの組み合わせ 
・土壌圧縮 
・浸食小渓谷の存在 
・雨裂の存在 
・一つもしくは組み合わせ

による面状侵食 
 ・盛土の深さ 
 ・根の露出の深さ 
 ・心土の高さ 
 ・被服層の露出 

生物的荒廃 
基準：次項によって示される

有機物含量の低下と植生被

覆の後退 
・過度の放牧またはその他

の土地管理の実施に起

因する植物被覆または生

産力の減少 
・表土有機物層が薄くなる

こと 
・表土リターと堆積物の欠

乏 
（GPS と写真による証拠が

提供されるべき） 

科学的荒廃 
基準：植物指標の存在また

は現場／実験室テストによ

り示される次に掲げる事項

のうち少なくとも一つ 
・栄養枯渇（例：成長の減

少、葉の落下、乾燥、葉

のクロロシス） 
・塩分またはアルカリ分 
・毒性化合物および重金

属 
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13） EB46 Annex 18 
A/R CDM プロジェクト活動の境界内に現存する樹木及び灌木の 

炭素蓄積変化の推定(Ver. 01) 
(Estimation of changes in the carbon stocks of existing trees and shrubs within the 

boundary of an A/R CDM project activity) 
 
I. 適用範囲, 適用可能性、パラメーター 
 
適用範囲 
 
1. 本ツールは A/R CDM プロジェクトバウンダリー内にプロジェクト開始時に存在する木本

植生の炭素蓄積及び、プロジェクトが行われないと仮定した時の炭素蓄積変化を推定す

るのに用いることができる。それらの炭素蓄積の変化はベースラインの GHG 純吸収量の

一部として算定される。 
 
2. 本ツールは以下の通りの手順を踏み、適用される。 
 
Step 1: プロジェクトがなかった場合に生じたと考えられる、現存する木本植生内（樹木や灌

木等）の炭素蓄積変化を有意でないものとするために、“木本植生中の炭素蓄積を算定

する必要が生じない条件”についての承認済み A/R CDM ガイダンスを用いる。有意で

ない場合、このツールによって提供されるパラメーター ― t 時に存在する木本植生中

の炭素蓄積変化∆ܥ௪௢௢ௗ௬,௘௫௜௦௧,௧は 0 になるとされ、このツールの更なる利用を求められる

ことはない。 
 
Step 2:プロジェクトがなかった t 時に生じたであろう、存在する木本植生中の炭素蓄積変化

௪௢௢ௗ௬,௘௫௜௦௧,௧の推定のために、セクションⅡで説明のある、次の方法論アプローチのうܥ∆

ちのいずれかを用いる。 
• Method 1: carbon gain-loss approach;（デフォルトアプローチ） 
• Method 2: carbon stock-change approach. （炭素蓄積変化アプローチ） 
 
3. 現存する木本植生中の炭素蓄積変化は、プロジェクトが開始される時点で成熟期に達し

ていない木本植生の割合から決定されなければならない ― そしてそれは成熟期に達

するまでの期間のみの話である。それらの植生が平均して成熟期に達すれば、

௪௢௢ௗ௬,௘௫௜௦௧,௧は有意でないと考えることができ、従って、0ܥ∆ と算定される。 
 
4. 上記の 2 つの方法論アプローチを利用するためのデフォルトデータ、野外測定データ 

― 成長率、地上部地下部比率、バイオマス拡大係数 ― を収集するためのガイドライ

ンはセクションⅣで解説される。現存する木本植生の成長に応じた炭素蓄積の増加を推

定するためのデフォルト値の保守的な選択のためのガイドラインは、承認済みの A/R 文

書 バイオマスストックとその変化の推定の際のデータ選択に関するガイドラインとガイダ
ンス に解説がある。 

 
5. 現存する木本植生の成熟期の推定に関するガイドラインとガイダンスを記載する付属資

料がツールには含まれている。現存する木本植生の成熟期を（成長曲線からも含め）決

定する手順と、プロジェクト開始時に未だ成熟期に達していない木本植生の平均生育年

数とその割合を決定する手順が含まれている。 
 
適用可能性 
 
6. このツールはプロジェクトバウンダリー内にプロジェクト開始時に存在している木本植生の

炭素蓄積変化を推定するのに用いられる。一定期間中の炭素蓄積の変化がもし有意で

あれば、ベースライン GHG 純吸収量の構成要素として算定される。算定は、プロジェクト

がなかった場合に、現存する木本植生が成熟期に達したであろう時期まで続けられる。 
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7. プロジェクトのベースラインシナリオが、天然更新される樹木、灌木のエリア内で、有意と

される拡大を含む場合、このツールは適用できない。1 このような事態を避けるべく、次

の適用可能条件をこのツールを用いるあらゆる方法論に追加する。 
• 承認済み方法論ツール“A/R CDM プロジェクト活動の境界内に現存する樹木、灌木の炭

素蓄積中の変化の推定”は、プロジェクトが行われなかったとしても、プロジェクト期間を

通してかなりの本数の樹木、灌木が天然更新を引き起こすと考えられるプロジェクトバウ

ンダリー内のエリアには適用することができない。 
 
8. プロジェクト提案者は上記の適用条件に合致していることを証明するために、PDD に適

切な証拠を含める必要がある。天然更新の結果、A/R プロジェクトにより最終的に形成さ

れる森林の蓄積2（もしくは樹冠被覆）の 2％（樹冠被覆の場合 10％）3を超える蓄積が、

20 年間にわたり形成され続けると推定される場合、天然更新される樹木、灌木の数は有

意であるとみなすこととする。最終的な樹木の蓄積（もしくは樹冠被覆）は最終伐採前の

ものとし、伐採が行われない場合、PDD のプロジェクト管理計画に記載した通り、30 年後、

もしくは第一クレジット期間の終了前の蓄積のどちらかとする（どちらか早い方）。プロジェ

クトバウンダリー4内での天然更新率は次から推定することができる：時系列順の写真（で

きれば衛星、航空写真）、公的報告書や科学冊子、十分に正当性のある専門家の意見、

住民参加型農村評価手法5 
 
仮定 
 
9. 次のような仮定が本ツールを発展させる上でなされた。 
• 木本植生の成長量のデフォルト値及び計測値は（最も一般的に）純増加ベースで表示さ

れていると仮定する。つまり、自然死による減少も計算に含まれているとする。純増加デ

ータでなく総増加データを用いる場合、このツールではそれらの減少分は計算されず、

またベースラインの条件下における、現存する木本植生を巻き込んだあらゆる活動による

減少（例えば伐採）も算定されることはない6。 
• 現存する木本植生に、適切な成長曲線を適用できない場合、成長は平均的に一定のレ

ートで、成長率が 0 になると考えられる成熟期に達するまで続くと仮定してもよいとする。 

もし成熟期の年数に関する情報がない場合、それらの植生の自然な状態においての一

般的な寿命の半分の年に成熟期に達すると考えることとする。 
• 森林被覆条件下で地上部バイオマスから地下部バイオマス蓄積を推定するための適切

な地上部地下部比率は現存する木本植生に対して適切である。 
• 地上部バイオマスから地下部バイオマス蓄積を推定するための適切な地上部地下部比

率は地上部バイオマスの増加量から地下部バイオマスの増加量を推定するのに適切で

ある。 
パラメーター 

                                                  
1 もし樹木、灌木の有意な天然更新がベースラインシナリオの中で起こり得そうだが、ホスト国の森林の定義を超える樹木

がない場合、プロジェクト参加者はベースラインの GHG 純吸収量を算定するのに承認済み方法論 AM-AR0010 の適

用を検討してもよい。しかしこの方法論は何かと複雑である。 
2 蓄積算定の際、複数の根から成る樹種及び一つの根を複数の樹木が共有する樹種に関しては根を一つとして算定する。 
3 樹木と灌木の両方が現存している場合、本数が(Ntree + Nshrub/5) ≤ 0.02 Sforest を超えてはならない。式中、Ntree と 

Nshrub はそれぞれ樹木と灌木の本数を表し、Sforest は A/R CDM プロジェクトにより最終的に形成される森林の蓄

積を表す。最終蓄積指標の Sforest に樹冠被覆の単位(in m2 ha-1)が用いられることから、樹木、灌木の樹冠被覆の値

(m2 ha-1)を上記の不等式中、それらの本数で代用することもできる。 
4 プロジェクトエリア全体、または一部をカバーする調査ができない場合、プロジェクトエリアと類似する性質を持つ土地で

の調査からの情報を使用してもよい。そのような調査は類似する植生、気候、地形、標高、土壌、土地使用が行われて

いる土地でなされたものでなければならない。またその土地はプロジェクトエリアと同様の法制度、規制の枠組みに当

てはまる必要がある。また同程度（もしくはより低い）の人口密度と家畜の密度でなければならない。 
5 住民参加型農村評価手法（PRA）とは現地の問題や、試験的な問題解決方法に対する、現地のステークホルダーを巻き

込んだ分析の手法である。環境問題の空間的、時間的な側面に対処するためのグループ単位分析のための、様々な

可視化方法論を利用する。この方法論は以下の著書で説明がなされている。 • Chambers R (1992): Rural Appraisal: 
Rapid, Relaxed, and Participatory. Discussion Paper 311, Institute of Development Studies, Sussex. • Theis J, Grady H 
(1991): Participatory rapid appraisal for community development. Save the Children Fund, London. 

6 このことはベースラインの GHG 純吸収量を算定するための保守的なアプローチをする上で一貫されている。しかしこの

ツールの適用に際しプロジェクト提案者は、もし枯死、または伐採による減少の情報がある場合は、総増加量から計算

された純成長量を推定、用いることができることとする。 
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本ツールは次のパラメーターを決定するための手順を示す。 
パラメーター SI 単

位

解説 

 ௪௢௢ௗ௬,௘௫௜௦௧,௧ t CO2ܥ∆
y
r
-

1 

t の年における現存する木本植生（樹木、灌木）中の

炭素蓄積変化 

 
本ツールにおける取り決め事項 
 
10. この方法論を適用に際し、現存する木本植生の炭素蓄積の増加量の推定は樹木と灌木

の植生階層別になされる。理由はこれらの 2 つの植生階層が類似しているものの、大きく

異なる成長量とバイオマス蓄積の値を示すことにある。成長量とバイオマス蓄積の推定を

階層別に行うことで、シンプルで透明性の高い算定が期待できる。 
 
11. 草本植生と多年性灌木との区別に問題はほとんどないが、灌木とそれよりも小さな樹木を

区別するとなると明確に分類ができる一般的な定義が確立されていない。もし灌木とそれ

よりも小さな樹木の両方が現存する植生の構成要素を成しているとしたら、野外条件下

でそれらの植生階層を区別するための実際的な定義を発展させ、森林インベントリの基

本実施手引きとしての PDD に記載する必要がある。これらすべての定義はプロジェクト

が行われる国、地域の慣例に即したものであり、現存する木本植生と A/R プロジェクトの

実施により植えつけられる木本植生の両方に同様に適用されるものでなければならない。 
 
II. 現存する木本植生中の炭素蓄積変化の推定 
II.1.  炭素蓄積変化の推定アプローチ 
12. 現存する木本植生のベースラインの GHG 純吸収量に対する貢献はプロジェクトバウン

ダリー内に現存する木本植生の炭素蓄積の増加率と等しい。セクションⅠで記載のある

とおり、植生階層別に算定することが、簡易性と透明性の点から推奨される。用いられる

階層化スキームに応じて、一つの階層に１つもしくは 2 つの木本植生階層（例えば樹木

及び/もしくは灌木）が含まれ、それぞれの植生階層に１種、もしくはそれ以上の樹種が含

まれてもよい。 
 
13. 現存する木本植生の炭素蓄積の t の年における全体の変化、∆ܥ௪௢௢ௗ௬,௘௫௜௦௧,௧はあらゆる

植生階層のあらゆるの樹種における炭素蓄積の増加を積算することで得られる。ベース

ラインの吸収量にかなりの貢献をする、現存する木本植生の階層化には下記のセクショ

ンⅢ.2 とⅢ.3 で記載される 2 つの方法論のうちのどちらかを用いることで、∆ܥ௪௢௢ௗ௬,௘௫௜௦௧,௧
を算定することができる。 

 
II.2. 方法 1 (デフォルトアプローチ) 
14. 各植生階層中の樹種において、現存する木本植生の炭素蓄積の変化は以下の式で表

せる。 
௝,௧ܥ∆
ൌ ௝,௧,ீܥ∆
െ  ௅,௝,௧                                              ሺ1ሻܥ∆

ここで 
௝,௧  樹種ܥ∆ j における、 t 年の木質バイオマスの平均の純変化量（t CO2 yr-1） 

௝,௧ 樹種,ீܥ∆ j における、 t 年の木質バイオマスの平均炭素蓄積増加量（t CO2 yr-1） 

௅,௝,௧ 樹種ܥ∆ j における、 t 年の木質バイオマスの平均炭素蓄積減少量（t CO2 yr-1） 
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15. 上述したとおり、この方法論ツールを発展させる中でなされた仮定において、蓄積の減

少∆ܥ௅,௝,௧に関わる算定はこのツールの中ではなされていない。∆ீܥ,௝,௧を純成長量と仮定

することで、∆ܥ௅,௝,௧ が自動的にわり出される。7 
 
16. 各階層の樹種毎における、生体木質バイオマスの平均炭素蓄積増加量は次のように表

すことができる。 
௝,௧,ீܥ∆
ൌ ௌܣ כ ௝,௧ܩ כ ௝ܨܥ

כ
44
12                                            ሺ2ሻ 

ここで 
௝,௧ 樹種,ீܥ∆ j における、 t 年の木質バイオマスの平均炭素蓄積 (t CO2 yr-1) 
ௌ  階層 Sܣ の面積 (ha) 
௝,௧  樹種ܩ j における、 t 年の木質バイオマスの平均増加量 (t d.m ha-1 yr-1) 
 ௝  樹種 j における炭素係数(デフォルト値: 0.50（樹木） 0.49（灌木）)8 (t C (t d.m.)-1)ܨܥ
44/12 CO2 と C の分子量比率 (g mol-1 (g mol-1)-1) 
 
17. 各植生階層中の樹種毎における、生体木質バイオマス蓄積の年間平均増加量は次の

式から算出できる。 
௝,௧ܩ
ൌ ஺஻,௝,௧ܩ
כ ൫1 ൅ ௝ܴ൯                                              ሺ3ሻ 

ここで: 
௝,௧  樹種ܩ j における、 t 年の木質バイオマスの平均増加量 (t d.m ha-1 yr-1) 
஺஻,௝,௧ 樹種ܩ j における、 t 年の地上部木質バイオマスの平均増加量 (t d.m ha-1 yr-1) 
௝ܴ  樹種 j の地上部地下部比率 (t d.m. (t d.m.)-1) 

 
18. バイオマスの増加量(ܩ஺஻,௝,௧ )に基づく成長量の値は、体積の増加量を基に割出される

値と比較して一般的でない。もし体積の成長量に関するデータのみが利用可能な場合、

 。஺஻,௝,௧は次の式から算出できるܩ
஺஻,௝,௧ܩ
ൌ ௏,௝,௧ܫ כ ௝ܦ
כ  ଵ,௝                                            ሺ4ሻܨܧܤ

ここで 
஺஻,௝,௧ 樹種ܩ j における、 t 年の地上部木質バイオマスの平均増加量 (t d.m ha-1 yr-1) 
௏,௝,௧ 樹種ܫ j における、 t 年の木質バイオマスの幹材積（商業材積）の平均増加量 (m3 

ha-1 yr-1) 
௝  樹種ܦ j における、樹幹材（商業材）の容積密度 (t d.m. m-3) 
ଵ,௝ 幹材積のバイオマス増加量から地上部バイオマス増加量への変換のためのバイオܨܧܤ

マス拡大係数9 (kg kg-1) 
 
 
II.3. 方法 2 (炭素蓄積変化アプローチ) 
19. 各植生階層中の樹種毎における、生体木質バイオマスの炭素蓄積変化は下記の式で

表わすことができる。 
௝,௧ܥ∆
ൌ ሺܥ௝,௧మ െ ௝,௧భሻܥ ⁄ሺ5ሻ                                              ݐ∆  

ここで 
                                                  
 。௝,௧が総増加量を基にしている場合、この仮定は保守的になされる,ீܥ∆ 7
8 IPCC のデフォルト値 0.50 t C (t d.m)は樹木バイオマスの炭素係数に用いてもよい。木質部分に対して葉の割合が大き

い傾向にある灌木に関しては、IPCC のデータである 0.49 t C (t d.m)-1 を用いてもよいこととする。付属資料 1 の承認

済み方法論ツール：A/R CDM プロジェクト活動実施による既存植生の除去・焼却・腐敗からの排出量推計 EB 
Meeting Report 36, Annex 20. を参照のこと。 

9 可能なら齢級ごとの値を用いること。 
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௝,௧  樹種ܥ∆ j における、 t 年の木質バイオマスの平均変化量 (t CO2 yr-1) 
௝,௧మ  樹種ܥ j における、t2 の時点での木本植生のバイオマスプール中の炭素蓄積 (t 

CO2) 
௝,௧భ  樹種ܥ j における、t1 の時点での木本植生のバイオマスプール中の炭素蓄積 (t 

CO2) 
t1  ݐ∆ とｔ2 の間の年数 (yr) 
 
20. 時点ｔの各植生階層中の樹種別における、生体木質バイオマスストックは次の式から算出

できる。 
௝,௧ܥ
ൌ ௦ܣ כ ௝,௧ܤ כ ௝ܨܥ

כ
44
12                                             ሺ6ሻ 

ここで 
௝,௧  樹種ܥ j における、t の時点での木本植生のバイオマスプール中の炭素蓄積 (t CO2) 
௦  階層 Sܣ の面積 (ha) 
௝,௧  樹種ܤ j における、t 年でのバイオマスプール中の平均木質バイオマス (t d.m ha-1) 
 ௝  樹種 j における炭素係数 (デフォルト値: 0.50（樹木） 0.49（灌木）)8  (t C (t d.m.)-1)ܨܥ
44/12 CO2 と C の分子量比率 (g mol-1 (g mol-1) -1) 
 
21. 一般的には、地上部生体木質バイオマス中のバイオマス蓄積データが利用できる。各植

生階層中の各樹種に関しては、地上部バイオマスデータから次の式を使って全体の生

体木質バイオマス蓄積の算定が次のようにできる。 
௝,௧ܤ
ൌ ஺஻,௝,௧൫1ܤ
൅ ௝ܴሻ                                               ሺ7ሻ 

ここで 
௝,௧  樹種ܤ j における、t 年のバイオマスプール中の平均木質バイオマス (t d.m ha-1) 

஺஻,௝,௧ 樹種ܤ j における、t 年の地上部バイオマスプール中の平均木質バイオマス(t d.m ha-1) 
௝ܴ  樹種 j の地上部地下部比率 (t d.m. (t d.m.) -1) 

 
 
22. いくつかのケースでは、下記のように、地上部バイオマスの値を幹材積（商業材積）の値

から求める必要がある。 
஺஻,௝,௧ܤ
ൌ ௌܸ,௝,௧ כ ௝ܦ
כ  ଶ,௝                                            ሺ8ሻܨܧܤ

ここで 
஺஻,௝,௧ 樹種ܤ j における、t 年の地上部バイオマスプール中の平均木質バイオマス(t 

d.m ha-1) 
ௌܸ,௝,௧ 樹種 j における、t 年の木質バイオマス中の幹材積（商業材積） (m3 ha-1) 
௝ 樹種ܦ j における、樹幹材（商業材）の容積密度 (t d.m. m-3) 
ଶ,௝ 幹材積のバイオマス重量から地上部バイオマス重量への変換のためのバイܨܧܤ

オマス拡大係数 (kg kg-1) 
 
III. 現存する木本植生中の炭素蓄積変化の推定 
III.1. 算定アプローチの選択 
 
23. 基本的に透明性や保守性の点で、ベースラインの純 GHG 吸収量を推定するための、セ

クションⅡ.2 とⅡ.3 のデフォルトアプローチと炭素蓄積変化アプローチに差はない。しか

し、プロジェクト認証の前にベースラインの吸収量の推定が要求されるため、蓄積変化法

を用いての推定は実際的なものではないだろう。というのも 2 時点における野外測定が

必要なためである。パーマネントサンプルプロットでの測定が認証の数年前になされない

302



 

 

限り、プロジェクトバウンダリー内における木本植生からのベースライン吸収量の決定に

はデフォルトアプローチを用いることになるだろう。 
 
24. ベースラインの GHG 吸収量の事前の推定には一般的にデフォルトアプローチが用いら

れる。しかし、プロジェクト参加者が、利用できるデフォルト値があまりに保守的過ぎること

に懸念を抱くようであれば、地拵えの際に伐採された木本植生の測定値からの、年間増

加量の中間値から、事前のベースライン吸収量を決定してもよい。ただし伐採された木本

植生の生育年数が信頼に足る方法で推定されることが条件である。このための実際のア

プローチ方法を下記のセクションⅢ.3 で解説する。 
 
25. もし現存する木本植生の生育年数が信頼に足る方法で推定されない場合や（いくつかの

熱帯地域では年輪がはっきりとしていない等）、プロジェクト参加者がデフォルト値から算

出されたベースラインの純 GHG 吸収量の事前推定値が保守的過ぎると考える場合、ベ

ースライン吸収量を事後的に炭素蓄積変化アプローチを用いて決定することができる。こ

のアプローチ方法については下記のセクションⅢ.3.b で解説する。 
 
26. 特定のアプローチ方法を選択する時、次の点を考慮すること。 
• 異なる方法による算定を裏書きするため、データの質と妥当性を基準に選択がなされな

ければならない。 
• デフォルト値がバイオマス、もしくは材積の増加量に利用できる場合、下記セクションⅢ.2

のデフォルトアプローチを用いることが推奨される。 
• 推定が地拵えで伐採された木本植生の測定地からの、年間増加量の中間値からなされ

る場合、セクションⅣ.3.a のデフォルトアプローチを用いること。このアプローチは現存す

る木本植生の生育年数の推定を要求する。（年輪のカウント等で） 
• ベースライン純 GHG 吸収量の事後計測が事前の推定の確認のためになされる場合、セ

クションⅣ.3.b の炭素蓄積変化法が用いられなければならない。このアプローチの必要

性は木本植生の生育年数を十分な正確さを持って計ることが難しい場合にのみ生じる。

（年輪が不明瞭な熱帯の地域等で） 
 
27. デフォルトアプローチと炭素蓄積変化アプローチのどちらにおいても、純 GHG 吸収量を

算出するのに用いられるパラメーターは、ベースライン吸収量が過少推定されないように

保守的に選ばれなければならない。パラメーターの、保守的になり過ぎるのを避けつつ、

保守的な選択をするためのガイダンスは承認済み A/R 文書：現存する木本植生のバイ
オマスストックとその変化の推定の際のデータの選択に関するガイダンスとガイドライン 

に記載されている。 
  
III.2. デフォルトデータを用いた炭素蓄積変化の推定 
28. 炭素デフォルトアプローチ（セクションⅡ.2）は、（適したデータがある場合に）デフォルトデ

ータを用いた現存する木本植生の炭素蓄積の年間の変化の推定に利用することができ

る。この方法は階層、樹種別の次のパラメーターを必要とする。 
஺஻,௝,௧およびܩ• ௝ܴ   推定がバイオマスの増加量をもとになされている場合 
ଵ,௝およびܨܧܤ ,௝ܦ ,௏,௝,௧ܫ• ௝ܴ 推定が材積の増加量をもとになされている場合 
 
29. 上記のパラメーターのデフォルト値は森林、GHG インベントリ報告、査証済みの研究や

IPCC 発行文書からとることができる。デフォルト値の選択の際は以下の点に留意するこ

と。 
• インベントリ報告書、査証済みの研究と IPCC 発行文書からのデータは一般的に閉鎖林

冠の森林に適用できる。ただし大抵の場合、プロジェクト開始時にプロジェクトバウンダリ

ー内に存在している樹木は林冠が開かれた状況で成長するだろう。― それらの樹木は
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閉鎖林冠のものと比較して、樹幹バイオマス単位あたりの枝条バイオマスをより多く有す

る傾向にある。そのため、プロジェクト開始時に現存する樹木に関しては次のとおりとする。 
o 選択した BEF のデフォルト値を 30％大きくすることを推奨する。 
o バイオマス、材積、増加量のデフォルト値を現存する樹木、灌木10の分数樹冠被覆

（fractional crown cover）で掛ける 
•  BEFs は齢級毎に設定。平均値の使用は若い林分にも古い林分にも当てはまらない誤

った数値を引き出す。そのため可能な場合は必ず、齢級に応じた BEFs の値を用いる

必要がある。 
௏,௝,௧ の値は連年成長量（CAI）、もしくは平均成長量（MAI）のどちらかで表すܫ஺஻,௝,௧ とܩ  •

ことができる。もし現存する木本植生の生育年数が分かるのなら、その年数に応じた CAI
の値を用いなければならない。― 例えば森林曲線からとった値。もし年数が分からなけ

れば、成長曲線中の最大の値を用いること。もしくは、一般的に、活発な成長時期の長

期間にわたる平均値である MAI の値を用いれば、あらゆる齢級の木本植生に対応でき

る。プロジェクトがなかった場合に、現存する木本植生が成熟期に達したであろう時に、

GAB, j, t と IV, j, t の両方の値を 0 と見なすことができる。 
• よいデータがない場合、ܩ஺஻,௝,௧, ܫ௏,௝,௧,  ܦ௝, ௝ܴ,  ܨܧܤଵ,௝ と ܨܧܤଶ,௝の IPCC のデフォルト値

が GPG-LULUCF; IPCC 2003 から引用出来る。また温室効果ガスナショナルインベントリ

第 4 巻に関するガイドラインからも同様にデフォルト値が引用出来る (AFOLU 
Guidelines; IPCC 2006)。 GPG-LULUCF(IPCC 2003)の Tables 3A.1.5 to 3A.1.1011 、 
もしくは AFOLU Guidelines (IPCC 2006);Tables 4.4, 4.512, 4.9–4.11, 4.13, 4.14 を参照

のこと。  
• もしよいデータがない場合、IPCC の文書13から引用した次のデフォルト値を用いることが

出来る。 
௝ܴ:  0.26 （樹木）、 0.4 （灌木） 

 
III.3. 野外測定をベースにした炭素蓄積変化の推計 
30. 現存する木本植生は商業的な価値の低い樹木、灌木であることが多い。そのため、上記

のセクションⅢ.2 のデフォルトアプローチによる炭素蓄積変化の推計のための適切なデ

フォルト値は、同じ属の樹種のデータですら利用できないことが多い。こういった状況で

は、野外測定による成長率の決定が求められる。 
プロジェクト参加者はデフォルト値よりも測定値を優先的に用いるか、もしくはこれらのデータ

が既存の木本植生の属、樹種に対応したものでない場合、それらにも適用できることを

検証する必要が出てくるかもしれない。 
 
31. 野外測定による既存の木本植生の炭素蓄積を決定するためのアプローチ方法が２つあ

る。 
(i) 方法 1:炭素デフォルトアプローチ；地拵えの際に伐採された樹木、灌木の測定からの成

長量データを利用する方法。（下記セクションⅢ.3.a にて解説） 

                                                  
10 樹冠被覆の目視での推定は可能。プロットベースのサンプリングや航空写真、衛星写真の分析からもデータをとること

はできる。 

11 GPG-LULUCF の Table 3A.1.10 に記載のある BEF 値は、生育年数、蓄積に対応したものになっており、プロジェクトの

状況に応じて使い分ける必要があることに留意すること。 
ଵ,௝ܨܧܤ 、ଵ,௝の値は等式ܨܧܤ  12 ൌ ௝に従い、Table 4.5ܦ/ଵܨܧܥܤ のパラメーターܨܧܥܤଵからとらなければならない。同様に、

ଶ,௝の値は等式、BEF = BCEFS /Dj   に従い、Table 4.5 のパラメーターBCEFSܨܧܤ  からとらなければならない。生育

年数に応じた材木密度が、可能であるのなら、用いられなければならない。 
13 地上部地下部率のデフォルト値の設定については承認済み A/R 方法論ツール：A/R CDM プロジェクト活動実施によ

る既存植生の除去・焼却・腐敗からの排出量推計(EB Meeting Report 36, Annex 20)の付属資料 1、セクション A.I.3 で

言及されている。 
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(ii) 方法 2:炭素蓄積変化アプローチ；プロジェクト開始前から存在する植生が地拵えの際に

伐採されなかったサンプルプロットにおける、既存の木本植生の炭素蓄積の 2 時点の測

定をベースにした方法。（下記セクション III.3.b にて解説） 
 
32. ベースライン GHG 純吸収量の事前の推計のための正確なデータを提供することから、

方法 1 が好ましい。どちらの方法を使う場合も、destructive harvest、相対成長式、バイオ

マス拡大係数を用いたアプローチ14のいずれかによる樹木と灌木のバイオマスの推計が

必要となる。方法 2 の場合、既存の植生が成熟期に達し、吸収が 0 になる時期の推定を

行わずに済む点が利点である。 
 
III.3.a. 方法 1 (炭素デフォルトアプローチ) 
33. このアプローチでは既存の木本植生の MAI の値が地拵えの際に伐採された樹木、灌

木から算定される。このアプローチの利点は、ベースラインの GHG 純吸収量の事前推

定に用いられる、現存する木本植生の吸収量の測定をベースとした、精確な調査を行え

る点と、炭素蓄積変化法で必要となる一定期間のモニタリングの煩わしさがない点である。

しかし、一本一本の樹木、灌木の生育年数の情報が必要となり、その情報の収集は困難

であることもある。生育年数の情報を利用可能とした場合（年輪のカウント等から）、MAI
の値は次の用に算定される。 

(i) 地拵えで伐採された大きな（成熟していない）樹木、灌木のサンプルを収集する。（樹種、

樹種群別に、求めたい成長率の種類に応じたもの） 
(ii) destructive harvest や相対成長式から一本一本の樹木、灌木の地上部バイオマスをとる。 
(iii) 各樹木、灌木の生育年数の決定；年輪のカウント、または現地に適用できる、 生育年数/

直径、もしくは年数/高さ の式、その他信頼に足る方法で決めること。 
(iv) 生育年数ごとに各樹木、灌木の地上部バイオマスを分類し MAI を算出。 
(v) 樹木、灌木サンプルの地上部バイオマスの平均 MAI を算出。 
 
34. 上記は、個々の、活発な成長状態にある、（成熟期にない）樹木、灌木バイオマスの年間

MAI の平均値を求める手順である。各樹木、灌木のバイオマス増加量の平均値は、蓄

積を掛けることにより、1 ヘクタール毎の値に変換することができる― 樹木の場合、材積

/ha、潅木の場合、本数/ha。 
 
35. 結果的に算出される値は、ܩ஺஻,௝,௧、（t 年における、樹種 j の地上部木質バイオマス増加

量）に等しい。この値を式 3，4 に用いて、t 年における樹種 j の木質バイオマス中の炭素

蓄積平均増加量を求める。地上部地下部比率がこれらの式を用いての計算に必要とな

る。もし適切なデータが利用できないのであれば、 
IPCC によるデフォルト値：樹木には 0,26、灌木には 0,4 を用いること。 
 
36. GAB, j, t の値は、プロジェクトがなかった場合に成熟期に達していたであろう年数の半

分の生育年数に樹木、灌木がさしかかる前に適用されなければならない。成熟期には既

存の樹木、灌木の吸収量は有意でないと考えられ、0 と算定される。付属資料 1（セクショ

ン A.Ⅱ）には、樹木、灌木が既に成熟期にあるかの判断、またそうでない場合の生育年

数の算定の仕方のガイドラインが記載されている。成熟期にあるかないか、またいつ成熟

期に達するかの判断ができないほど情報量が少ない場合、 上記で算出されたܩ஺஻,௝,௧の
値がプロジェクト期間全般を通じて適用されることになる。 

 
III.3.b. 方法 2 (炭素蓄積変化アプローチ) 
37. このアプローチでは現存する木本植生中のバイオマス蓄積が、パーマネントサンプルプ

ロットでの 2 時点の測定値から算出され、式 6 と 9 を使って、炭素蓄積変化量へと変換さ

                                                  
14 相対成長式もしくは destructive harvest による樹木と灌木バイオマスの推計ガイダンスは A/R 方法論ツール：A/R CDM

プロジェクト活動実施による既存植生の除去・焼却・腐敗からの排出量推計 (EB 36 Meeting Report, Annex 20) の付

属資料 1、セクションⅡに記載されている。もしバイオマス推計が材積と材木密度からなされる場合、より適切な現地の

容積密度データが使用できないのであれば、デフォルト値を使用が推奨される。 [参照先.,Tables3A.1.9-1、3A.1.9-2, 
GPG-LULUCF (IPCC 2003); もしくは the Global Wood 
DensityDatabase<http://www.worldagroforestrycentre.org/Sea/Products/AFDbases/WD/Index.htm>] 
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れる。バイオマスストックの推計がプロジェクト開始前になされていなければ、炭素蓄積変

化アプローチは現存する木本植生による吸収量の事後の調査だけにしか用いることがで

きない。そのため、炭素蓄積変化アプローチはプロジェクトバウンダリー内の既存木本植

生の典型的な繁茂エリア15 16をサンプリングのために除いておき、地拵えで除去されな

いようにする必要がある。そのエリアは A/R プロジェクトで植えられる樹木との競争を避け

るために、その活動で形成される森林から十分な距離を置いており、また各階層での成

長条件が記録される必要がある。 
 
38. これらの（変化が）不明瞭なエリアで 次の“ベースライン作戦”をバイオマス蓄積の変化の

算定に用いることができる。 
• 幹直径、樹高やその他、相対成長式もしくは BEF アプローチ を用いての樹木、灌木の

地上部バイオマス算出のためのパラメーターのプロットベースのサンプリングを、適宜、樹

種、樹種群等別に行う。全体のバイオマスを計算する際は、地上部地下部比率のデフォ

ルト値の使用が推奨される。蓄積変化の推計のための 2 回のバイオマス蓄積の測定は

少なくとも 3 年は期間を空け、しかし 4 年以上は空けずに行うこと。一回目の測定は地拵

えが始まる前になされなければならない。 
• destructive harvesting 技術がバイオマス量の算定に用いられる場合、地拵えの際に伐採

された木本植生がよい材料となるだろう。 
 
39. 上記のアプローチを用いて推計された、既存の木本植生のヘクタール毎の炭素蓄積の

変化が、プロジェクトによる吸収の 2％以下になるまで、サンプルエリアのモニタリングは

継続されなければならない。そうなったときに、既存の木本植生は純 GHG 吸収量に寄

与していないとされ、0 と算出される。 
 
 
参照 
IPCC 2003. Good Practice Guidance for Land Use, Land-use Change and Forestry.  IPCC 

Secretariat (www.ipcc.ch)で参照のこと。 もしくは the National Greenhouse Gas Inventory 
Programme ＜http://www.ipcc-nggip.iges.or.jp＞からダウンロード可能。 

IPCC 2006. Guidelines for National Greenhouse Gas Inventory. Volume 4; Agriculture, 
Forestry and 

Other Land.  IPCC Secretariat (www.ipcc.ch)で参照のこと。もしくは the National Greenhouse 
Gas Inventory Programme ＜http://www.ipcc-nggip.iges.or.jp＞からダウンロード可能。 
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2009 年 3 月 25 日 
新規 

 
 

                                                  
15 もしそれらのエリアが森林になる可能性があれば、プロジェクトがなされるホスト国の面積の条件よりも小さくなければな

らない。そうでなければプロジェクトからそれらのエリアを除外すること。 
16 プロジェクトバウンダリー外のエリアをたとえそこがプロジェクト参加者の管理下の土地であろうとバイオマス蓄積のモニ

タリングに利用することがあってはならない。というのもプロジェクトバウンダリー内のエリアとそれらのエリアが同等であ

ると証明することは難しいためである。 
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Annex 1 
既存の木本植生の成熟期までの期間の推定 
A.I.a. イントロダクション 
1. IPCC の文書を含む、刊行物に記載されている成長量のデフォルト値は、成長サイクルの中で

も活発な時期の長期的な研究からとられることが一般的だ（たとえば MAI 等）。このことに準じ

ると、このツール（セクションⅣ.3.a）の中で、地拵えで伐採された樹木、灌木の測定によい算

出された成長量の値が、成長サイクルの活発な期間の平均成長量を示すよう要求されること

になる。 ― といのも分析には成熟していない樹木、灌木が選択されているからである。ベー

スラインでの木質バイオマスの炭素蓄積変化を算定するのに MAI を用いることで次の 2 点が

重要になる。 
(i) MAI の値は現存する樹木、灌木が成熟期に達する時までしか適用できない。一度樹木、

灌木が成熟期に達すると、バイオマスはほとんど増加しない。 
(ii) もし成長量が destructive harvest により発達し、活発な成長期の平均成長量（たとえば

MAI）に相当するほどであるのならば、分析される既存の樹木、灌木は（総合誤差を抑え

るために）できるだけ大きなものであり、なおかつ成熟期に達していないものでなければ

ならない。 
 
2. これらの点に対処するために、次の三点を推定する必要がある。 

(a) 現存する樹木、灌木の成熟期における年数 
(b) 成熟期に達していない現存する樹木、灌木の全体の中の割合 
(c) 成熟期に達していない現存する樹木、灌木の、そこに達するまでの平均期間: つまり、

現存する樹木、灌木の現在の平均樹齢と成熟期における平均樹齢の差  
 

3. 上記の点は樹種、樹種群別に、利用できる情報に応じて算出される。 
 
A.I.b. 成熟する樹齢の算定 
4. 現存する樹木、灌木の成熟期に達する樹齢がわからない場合、次の方法のうちのひとつを使

って求めることができる。（優先度の高い順に表記） 
(a) ある特定の樹種の成熟期に達する樹齢はわからないが、同じ樹種群の樹齢がわかる場

合、プロジェクトバウンダリー内と同様の環境下でその樹齢が算出されているのなら、そ

れを用いてよい。 
(b) ある特定の樹種の成長曲線が利用できる、もしくはプロジェクトバウンダリー内と同様の環

境下にある樹種群の成長曲線が利用できる場合、下記のセクション A.Ⅱ.b に従い、曲線

から成熟期に達する樹齢を算出すること。 
(c) プロジェクトバウンダリー内と同様の環境下にある特定の樹種、もしくは樹種群の寿命が

わかる場合、それを２で割る。 
(d) 樹齢毎の樹幹断面積の測定から成長曲線を構築する。地拵えで伐採されたもっとも大き

な 5 本の樹木、灌木の樹齢毎の平均樹幹断面積が成長曲線のデータとして利用するこ

と。セクション A.Ⅱ.c で詳細を解説する。 
(e) 専門家の意見から、透明性の高い、信頼のおける方法で算定をする。PDD に成熟期に

達する年齢を導き出した理論的根拠を引用したすべての参考資料を含め、またその地

域の環境条件を考慮に入れて明記すること。専門家の経歴書も PDD に入れること。 
 
A.I.c. 樹木、灌木の成熟期に達すしたであろう時期の算定 
5. プロジェクトバウンダリー内に現存する樹木、灌木が、プロジェクトがなかった場合に、成熟期

に達する時期を算定するのに、次の２段階のステップを踏む。 
(i) 現存する樹木、灌木全体の中で成熟期に達していないものが占める割合の算定 
(ii) 成熟期に達していない樹木、灌木が成熟期に達するのに要する平均年数の算定：現存

する樹木、灌木の現在の平均樹齢と成熟期における平均樹齢の差  
 
6. 成熟期に達する樹齢（樹種、樹種群別等状況に合わせて）は上記のセクション A.Ⅱ.b を適用

することによって知ることができる。 成熟期に達していない樹木、灌木の割合と平均樹齢は
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任意のサンプリング17から算出できる。地拵えで伐採された樹木、灌木は一般的に、このサン

プリングのためのよい材料となる。サンプルプロット内に現存する樹木、灌木の樹齢は次の方

法のいずれかにより算定できる。 
・  樹木、灌木の年輪のカウント 
・ 木本植生の形成過程を確認できる、十分な空間的、時間的な分析の余地のある、時系

列的な航空、衛星画像の利用 
・ 胸高直径（樹木の場合）、または根元の直径（灌木）の測定を行い、樹幹直径と樹齢の相

関関係から樹齢を算出。 
・ 樹高の測定（樹木と columnar shrubs) を行い、樹高と樹齢の相関関係から樹齢を算出

する。 
・ 楕円形の樹冠をもつ灌木の場合、樹冠の体積の測定（樹冠の高さと断面積を掛ける）を

し、樹冠の体積と樹齢の相関関係から樹齢を算出。 
・  現存する樹木、灌木の形成にかかわる土地利用の変遷を証明する（文書で）専門家の

意見、もしくは住民参加型農村評価手法により算定。 
 
7. 成熟期にない樹木、灌木の割合、平均樹齢算出の確実性は上記のリスト順に下がっていく。

そのため下位の方法を用いる場合、値をより保守的に割り当てる必要がある。 
 
A.II.d. 成熟期に達する樹齢を算定するための成長曲線の解釈のガイドライン 
8. 各樹木、灌木の時間の経過に応じたバイオマスの増加18は S 字状成長曲線で、3 つの成長フ

ェーズに分類される：バイオマスが緩やかに蓄積される若年成長期の第 1 フェーズ、次に成

長率が（病虫害等で阻害されることがなければ）最大となる準線形成長期、そしてバイオマス

が蓄積されなくなる、されたとしても非常に緩やかなため無視できる成熟期へと移行する。一

般的に、気候と土壌の条件にもよるが、最大生育年数の半分の期間が成熟期にあたるといわ

れている。 
 
9. いくつかの重要な樹種の成長曲線のデータがあっても、その他の多くの樹種についてはない

場合が多い。成熟期に達する年齢の算定のために、樹幹断面積と樹齢の相関性を表すグラ

フと同様、成長曲線が作成される。樹幹断面の面積と樹齢の相関データは地拵えで伐採され

た樹木、灌木の断面の測定から得られる。これらのデータから作成された成長曲線は下記の

FigureA.1 を参照のこと。成熟期に達する樹齢は、成熟期のフェーズにある成長曲線上に引

かれた直線と、線形成長期上に引かれたもう一本の直線が交差する点から算定される。 
これは大まかな算定方法であるため、保守的に解釈される必要がある。 

Figure A.1.  
長い成長期をもつ典型的な S 字状成長曲線：若年成長期（矢印 1 まで）、（準）線形成長期（矢印

１からやじるし 2 の間）、成熟期（矢印 2 以降） 成熟期に達する樹齢は矢印 2 が指すあたりとする。 

                                                  
17 任意のスタート地点をもつ固定されたグリッド上でのサンプリングおよび、固定されたグリッドポイントの範囲における、地

拵えで伐採されたすべての樹木、灌木の測定 
18 もしくは樹幹断面積の増加、樹高の成長量で代用できる。 
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14） EB51 Annex 15 
A/R CDM プロジェクト活動開始前の農業活動の移転に起因する 

GHG 排出量の増加の推定(ver 01) 
(Estimation of the increase in GHG emissions attributable to displacement of pre-project 

agricultural activities in A/R CDM project activity) 
 
Ⅰ. 適用可能性、定義、変数 
 
適用可能性 
 
1. このツールは、最新の(i) 「A/R CDM プロジェクト活動開始前の放牧活動の移転

による GHG 排出量の増加が有意でない条件に関するガイドライン」、(ii) 「A/R CDM プロ

ジェクト活動開始前の穀物栽培活動の移転による GHG 排出量の増加が有意でない条件に

関するガイドライン」によって有意でないとは見なせない、A/R CDM プロジェクト活動開

始前の農業活動の移転に起因する GHG 排出量の増加の推定に適用可能である。 
 
2. このツールは、A/R CDM プロジェクト活動に起因する農業活動の移転が、湿地や

泥炭地の排水を引き起こすと予想される場合は、適用出来ない。 
 
定義 
 
3. このツールの目的のため、以下の定義を適用する。 
 
Agricultural activities（農業活動） 穀物栽培活動及び放牧活動を含む人為的活動 
 
Crop cultivation activities（穀物栽培活動） 食料、飼料、繊維、油脂等の穀物の生産の

ための植生制御を目的とした土地の耕作で、生産した穀物の収穫も含む 
 
Grazing activities（放牧活動） 家畜生産を可能にするための人為的土地管理システム 
 
Displacement of agricultural activities（農業活動の移転） プロジェクトバウンダリー内

の土地から、プロジェクトバウンダリー外の土地への、農業活動の移動 
 
変数 
 
4. このツールは、以下の変数を決定する手続きを提供する。 
変数 SI 単位 説明 
 ஺௚௥௜௖,௧ t CO2-e ｔ年における、農業活動の移転によるリーケージܭܮ
 
 
Ⅱ． 手続き 
 
5. このツールは、A/R CDM プロジェクト活動の実施による農業活動の移転に起因す

る GHG 排出量の増加の推定のための段階的手続きを提供する。 
 
ステップ 1：A/R プロジェクト活動開始から t 年目において新規植林／再植林が行われると

予想される（それゆえ農業活動は移転しなければならない）、プロジェクト前農業活動利用

エリアの推定（݀ܣ௧） 
 
プロジェクト参加者は： 
 
(a) たとえば地図、または土地測量、または参加型農村調査（PRA）を利用して、直

接݀ܣ௧を推定する；または 
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(b) 移転する家畜の頭数（出来れば家畜標準単位 LSU に換算する）を適正持続的家畜

比率で割ることにより、間接的に݀ܣ௧を推定する 
 
上記の両アプローチは、データの入手可能性によって組み合わされる。 
 

כ௧ܦ ൌ
∑ כ௧௧݀ܣ
௧ୀଵ

ܣ                                 ሺ1ሻ 
 
ここで 
௧ tܦ 年における、農業活動の移転がおこった A/R CDM プロジェクト活動のエリアの

比率；単位なし 
A/R CDM ܣ プロジェクト活動のエリアの合計；ha 
௧ A/R CDM݀ܣ プロジェクト活動の開始から t 年目において移転が起きたプロジェクト

前農業活動に利用されていたエリア面積；ha 
A/R CDM ݐ プロジェクト活動の開始から経過した年数 1,2,3,…t* 

 
ステップ 2： 
∆C୲：t 年における全ての選択した炭素プールにおける炭素蓄積量の変化；t C yr-1 
 
を、このツールが利用されるベースライン・モニタリング A/R CDM 方法論の要求に従って

計算する（たとえば、AR-ACM0002 ver01 であれば数式 12 を用いて計算する）。 
 
計画（事前）または現実（事後）それぞれの検証のため、以下を計算する。 
 

௧ୀ௧ೡ೐ೝܥ∆ ൌ෍∆ܥ௧ כ ݎܽ݁ݕ1
௧ೡ೐ೝ

௧ୀଵ

                           ሺ2ሻ 

 
ここで 
 
௧ୀ௧ೡ೐ೝ A/R CDMܥ∆ プロジェクト活動の開始から検証年ݐ௩௘௥までの、選択した炭素プールに

おける炭素蓄積量の年変化の合計；t C 
௧ tܥ∆ 年における全ての選択した炭素プールにおける炭素蓄積量の変化。検証作業の度

に、∆ܥ௧の算出のためのデータは、検証年の度に年間を通じて把握される；t C yr-1 
 ௩௘௥ 検証作業の年；yrݐ
 
ステップ 3：計算のため、t 年における Dtをとり、t 年の直後のݐ௩௘௥を選択する。 
 
כ௧݀ܥ∆ ൌ כ௧ܦ כ  ௧ୀ௧ೡ೐ೝ                             (3)ܥ∆
 
ここで 
A/R כ௧݀ܥ∆ プロジェクト活動開始から t*年間で移転したプロジェクト前農業活動に利用

されていたエリアに起因する、A/R CDM プロジェクト活動開始から検証年ݐ௩௘௥ま
での、選択した全ての炭素プールにおける炭素蓄積量の年変化の合計；t C 

௧ୀ௧ೡ೐ೝ  A/R CDMܥ∆ プロジェクト活動開始から検証年ݐ௩௘௥までの、選択した全ての炭素プー

ルにおける炭素蓄積量の年変化の合計；t C 
t*年における、農業活動の移転がおこった  כ௧ܦ A/R CDM プロジェクト活動のエリアの

比率；単位なし 
 ௩௘௥ 検証作業の年；yrݐ
A/R CDM ݐ プロジェクト活動の開始から経過した年数 1,2,3,…t* 

 
 
ステップ 4：A/R CDM プロジェクト活動を含む地域における（国の森林の定義による）森

林被覆率の係数 fを推定する。この地域は、A/R CDM プロジェクト活動に含まれる全ての
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エリアを包含し森林被覆率のデータが公的に入手可能な、最小の（一つもしくは複数の）

行政区分とする。二つ以上の行政区分が含まれている場合、f は面積を重みとした個々の行

政区分の森林被覆率の加重平均によって計算される。プロジェクト参加者が入手できるの

であれば、衛星画像や他のリモートセンシングデータを森林被覆のデータソースとして利

用出来る。 
 
ステップ 5：t*年における農業活動の移転によるリーケージの平均を計算する。 
 

כ஺௚௥௜௖,௧ܭܮ ൌ
44
12 כ

݂
௖ܶ௥௘ௗ

כ  ሺ4ሻ                          כ௧݀ܥ∆

 
ここで、 
 t*年における農業活動の移転によるリーケージ；t CO2-e  כ஺௚௥௜௖,௧ܭܮ
݂  A/R CDM プロジェクト活動を含む地域における（国の森林定義による）

森林被覆率 
௖ܶ௥௘ௗ  最初のクレジット期間に含まれる年数；単位なし 
௧  A/Rプロジェクト活動開始から݀ܥ∆ t年間で移転したプロジェクト前農業活動

に利用されていたエリアに起因する、A/R CDM プロジェクト活動開始か

ら検証年ݐ௩௘௥までの、選択した全ての炭素プールにおける炭素蓄積量の年

変化の合計；t C 
A/R CDM  ݐ プロジェクト活動の開始から経過した年数 1,2,3,…t* 

44/12 炭素と二酸化炭素の分子量比率；t CO2-e t C-1 
 
 
Ⅲ． 適用 
 
6. このツールは、2011 年 6 月 4 日まで有効な A/R 方法論ツール「A/R CDM プロジ

ェクト活動における放牧活動の移転による GHG 排出量の推定」に取って代わる。 
 
 

本文書の履歴 
バージョン 日付 改訂の種類 
01 EB 51, Annex 15 

2009 年 12 月 4 日 
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15)  EB35 annex 18 
A/R プロジェクト活動の土地適格性証明方法 (Ver. 01) 

(Procedures to demonstrate the eligibility of the land for A/R CDM project activities) 
 

 
1． プロジェクト参加者は以下に示すステップを踏んで計画しているプロジェクト境界域内の土地

が A/R CDM プロジェクト活動にとって適格である証拠を提出しなければならない。 
(a) プロジェクトの開始時点の土地が、以下の透明性ある情報によって森林を含まないことを

証明する： 
(i) その土地の植生が森林定義の限界以下であること。すなわち Decision16/CMP.1 及

び 5/CMP.1 に基づいてホスト国によって採用され、その国の DNA から報告されてい

る森林の定義の森林限界（樹冠被覆率またはそれに相当する材蓄積レベル、その

場所での成熟時の樹高、最小の土地面積）以下であること；そして 
(ii) その土地にあるすべての若齢天然林および人工林はホスト国の森林定義による最

低樹冠被覆率及び樹高に達しないこと；及び 
(iii) その土地は収穫のような人為の影響や自然的原因の故に一時的に蓄積がない状

態ではないこと。 
(b) この活動が新規植林あるいは再植林であることを証明する： 

(i) 再植林プロジェクト活動では、その土地は、1989 年 12 月 31 日に、上記(a)に示した

条件によって森林でなかったことを証明すること。 
(ii) 新規植林プロジェクト活動では、その土地の植生が少なくとも 50 年以上にわたって

ホスト国が定義した森林の最低限界値以下であることを証明する。 
2． 上記ステップ 1(a)と１(b)を証明するために、プロジェクト参加者はホスト国による限界値を用い

て森林と非森林の明確に区分する情報を提出する。なかでも： 
(a) 地上踏査情報をもった空中写真あるいは衛星イメージ；または 
(b) 地図又はデジタル空間データによる土地利用又は土地被覆情報、または 
(c)  調査に基づいた根拠（土地利用の許可や計画、あるいは税務台帳、土地所有者登

録簿、またはその他の土地登記等のような地域の記録簿から得られる土地利用又は土

地被覆の情報） 
もし(a)、(b)、(c)が利用/適用できないならば、プロジェクト参加者は PRA（参加型農村調査）法

またはホスト国で行われている標準的な PRA（参加型農村調査）法によって作った口述証言

書を提出しなければならない1。 
 

                                                        
1 PRA は地域問題を分析し、そして地域関係者と暫定の解決を公式化するためのアプローチである。これは社会及び環境問題

の時間的、空間的な処理をグループ毎に分析するために視覚化法を広範囲に利用する。この方法論は例えば以下に記載さ

れている。 
・Chambers R (1992): Rural Appraisal: Rapid, Relaxed, and Participatory. Discussion Paper 311, Institute of Development Studies, 

Sussex. 
・Theis J, Grady H (1991): Participatory rapid appraisal for community development. Save the Children fund, London.  
訳注）日本語では、 野田直人著 社会林業―理論と実践 （2001、国際緑化推進センター刊、 熱帯林造成技術テキスト No12）

このテキストの第 2 部参加型開発アプローチに解説されている。 
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1) EB51 Annex 14 
A/R CDM プロジェクト活動開始前の穀物栽培活動の移転による GHG 排出量の 

増加が有意でない条件に関するガイドライン（Ver 01） 
(Guidelines on conditions under which increase in GHG emissions attributable to 

displacement of pre-project crop cultivation activities in A/R CDM project activity is 
insignificant) 

 
 
Ⅰ. 範囲 
 
1. この文書のアプローチは、A/R CDM プロジェクト活動開始前の穀物栽培活動の移転による

GHG 排出量の増加が有意でないか、0 として計上されるかを決定するために使用することが

できる。 
 

2. これらのガイドラインは、A/R CDM プロジェクト活動に起因する穀物栽培活動の移転が、湿地

や泥炭地の排水を引き起こすと予想される場合は、適用出来ない。 
 
 
Ⅱ. 定義 
 
3. これらのガイドラインの目的のため、以下の定義を適用する。 
 

Crop cultivation activities（穀物栽培活動） 食料、飼料、繊維、油脂等の穀物の生産のため

の植生制御を目的とした土地の耕作で、生産した穀物の収穫も含む 
 

Displacement of grazing activities（穀物栽培活動の移転） プロジェクトバウンダリー内の土

地から、プロジェクトバウンダリー外の土地への、穀物栽培活動の移動 
 
 
Ⅲ． 手続き 
 
4. 以下の(a)から(b)の条件の少なくとも一つを満たすとき、A/R CDM プロジェクト活動開始前の

穀物栽培活動の移転による GHG 排出量の増加は有意ではない。 
 

(a) 移転させられる、プロジェクト前穀物栽培活動利用エリアの合計が、全 A/R CDM 活動エ

リアの 5%以下、または 50ha 以下である。 
(b) 移転させられるプロジェクト前穀物栽培活動利用エリアの合計が、全 A/R CDM 活動エリ

アの 5%以上、または 50ha 以上で、n-a ha（n：移転させられるエリアの面積、a：全プロジェ

クトエリアの 5%もしくは 50ha）が 
(i) プロジェクト開始年もしくはバリデーションの契約同意書にサインした年のどちらか早

い方の、過去 5 年間の中で、少なくとも 1 年間穀物栽培活動に利用された土地へ移

動する。または 
(ii) 粗放的な管理がなされ、それゆえ面積の増加なしに（たとえば穀物ローテーションを

改善する、または耕作／休耕期間の長さを変えることによって）生産量を増加させる

ことが可能な耕作地（すなわちプロジェクト前から穀物栽培に利用されていた土地）

へ移動する。 
 

本文書の履歴 
バージョン 日付 改訂の種類 

01 EB 51, Annex 14 

2009 年 12 月 4 日 
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2) EB51 Annex 13 
A/R CDM プロジェクト活動開始前の放牧活動の移転による GHG 排出量の増加が

有意でない条件に関するガイドライン（Ver. 01） 
(Guidelines on conditions under which increase in GHG emissions related to displacement 

of pre-project grazing activities in A/R CDM project activity is insignificant) 
 
 
Ⅰ. 範囲 
1. この文書のアプローチは、A/R CDM プロジェクト活動開始前の放牧活動の移転による GHG

排出量の増加が有意でないか、0 として計上されるかを決定するために使用することができ

る。 
 

2. これらのガイドラインは、A/R CDM プロジェクト活動に起因する放牧活動の移転が、湿地や泥

炭地の排水を引き起こすと予想される場合は、適用出来ない。 
 
Ⅱ. 定義 
3. これらのガイドラインの目的のため、以下の定義を適用する。 

Grazing activities（放牧活動） 家畜生産を可能にするための人為的土地管理システム 
Displacement of grazing activities（放牧活動の移転） プロジェクトバウンダリー内の土地か

ら、プロジェクトバウンダリー外の土地への、放牧活動の移動 
LSU 地域的／国的に適用される家畜標準単位 
Zero-grazing system（ゼロ放牧システム） 牛や他の家畜の給餌システムの一つで、放牧する

代わりに家畜を恒久的に小屋に入れ飼料を与える。「cut-and carry」とも呼ばれる。 
 
Ⅲ． 手続き 
4. 以下の(a)から(d)の条件の少なくとも一つを満たすとき、A/R CDM プロジェクト活動開始前の

放牧活動の移転による GHG 排出量の増加は有意ではない。 
(a) 移転させられる、プロジェクト前放牧活動利用エリアの合計が、全 A/R CDM 活動エリア

の 5%以下、または 50ha 以下である。 
(b) 移転させられるエリアの合計が、全 A/R CDM 活動エリアの 5%以上、または 50ha 以上で、

n-a ha（n：移転させられるエリアの面積、a：全プロジェクトエリアの 5%もしくは 50ha）が 
(i) 荒廃地と特定できる土地に移転する。この特定は最新版の「A/R CDM プロジェクト

活動実施の検討のための荒廃地特定ツール」を利用して行われる。または 
(ii) 移転の全期間中、移転した動物を収容可能なキャパシティをもつ草地へ移転する。 

(c) 移転させられる動物の数が、40LSU 以下である。 
(d) 移転させられる動物の数が40LSU以上で、n-40 LSU（n：移転する動物の総数（LSU））が 

(i) 荒廃地と特定できる土地に移転する。この特定は最新版の「A/R CDM プロジェクト

活動実施の検討のための荒廃地特定ツール」を利用して行われる。または 
(ii) 移転の全期間中、移転した動物を収容可能なキャパシティをもつ草地へ移転する。

または、 
(iii) 最低 60％以上の樹木が移転の時点で DBH10cm 以上であり、移転の全期間中、移

転した動物を収容可能なキャパシティをもつ植林地に移動する。または 
(iv) 飼養場または他のゼロ放牧システムに移動する。または 
(v) 食肉処理場に移動する。 

 
本文書の履歴 

 
バージョン 日付 改訂の種類 

01 EB 51, Annex 13 

2009 年 12 月 4 日 
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3） EB50 Annex 21 
地拵えによる既存植生の除去からの GHG 排出量が有意でない条件 

に関するガイドライン（Ver. 01） 
(Guidelines on conditions under which GHG emissions from removal of existing vegetation 

due to site preparation are insignificant) 
 
 
Ⅰ．範囲 
 
1． この文書のアプローチは、プロジェクト開始以前1での A/R プロジェクト境界内に存在する生存

木本植生－“既存木本植生”－が、地拵え2または A/R CDM プロジェクト活動に起因するその

他の活動の一部として除去、焼却、そして／または分解されたことによる GHG 排出量の増加

は、無視しゼロと計算することが可能である、と決定するために使用することが出来る。 
 
 
Ⅱ．手続き 
 
2． 地拵えに伴う既存木本植生の伐採、除去、分解または焼却からの GHG 排出量は、以下の(a)

から(c)の条件のうち少なくとも一つが満たされれば、有意でない。 
 

(a) 申請された A/R CDM プロジェクトエリア3において、天然または人為的原因による火災が

よく起こる出来事であること、そしてまた、過去 10 年間において少なくとも 1 回はそうした

火災が発生していることが、（たとえば、ベースラインシナリオを開発する一環として）証明

できる。 
(b) 申請された A/R CDM プロジェクトエリア4において、火災以外の天然または人為的原因

による木本植生の除去がよく起こる出来事であること、そしてまた、過去 10 年間において

少なくとも 1 回はそうした除去が発生していることが、（たとえば、ベースラインシナリオを

開発する一環として）証明できる。 
(c) ベースラインシナリオが、木本植生の被覆率が減少している荒廃地である。 

 
3． このような天然または人為的原因が頻繁に発生していることの証明は、以下のことを証明した

証拠書類の提出によって可能である。 
(a) プロジェクト活動に申請した地域と類似5の地域において、焼畑による土地開墾が一般的

に行われており、申請したプロジェクト境界内の植生が焼畑による開墾が行われている地

域の植生と同様の特徴を持っていること。 
 
 
 
 
 
 
 

                                                  
1 EB42 で提示されたガイダンスによって、草本植生の除去からの GHG 排出量は有意ではないと考えられ、それゆ

え A/R ベースライン＆モニタリング方法論・ツールでは無視できる（報告書パラ 35 を参照のこと） 
2 この文書において今後「地拵え」という用語は、特に言及してあるかどうかにかかわらず、既存木本植生からの排

出という結果になるA/R CDMプロジェクト活動のあらゆる側面を含んでいる。これには、特に、既存植生の伐採また

は火による除去、伐採・火入れされた既存植生の分解、A/R プロジェクト活動の一環として植えられた森林（または

他の植生）との競合の結果枯死した既存植生の分解を含んでいる。 
3 影響を受けそうなエリアの規模によってプロジェクトレベル、部分レベル、単独階層レベルにおいても規定通り排

出は有意ではない。 
4 影響を受けそうなエリアの規模によってプロジェクトレベル、部分レベル、単独階層レベルにおいても規定通り排

出は有意ではない。 
5 もし、プロジェクトエリアの全部または一部を含む研究が入手できない場合は、申請したプロジェクトエリアと類似

した特徴を持つ地域での研究から入手した証拠を使用する。そのような研究は、類似の既存植生、気候、地形、標

高、土壌、土地利用の地域で行われたものでなければならない。また、その地域は申請したプロジェクトエリアと同

じ法律、政策、制度、規則の枠組に属していなければならない。 
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または 
(b) プロジェクト活動に申請した地域と類似6の地域において、焼畑による土地開墾が一般的

に行われており、 
 プロジェクト開始以前 10 年間において、プロジェクト境界内において少なくとも一度

は、天然または人為的原因によって、主要な木本樹種が枯れた、または除去され

た。 
 過去に木本樹種の除去が起こった気候、植生被覆、土地利用、法律、政策、規則

などの条件が、将来的にも変わらず継続する、あるいは、変化しても過去と同様の

木本樹種の除去が行われる。 
 
 

本文書の履歴 
 

バージョン 日付 改訂の種類 

01 EB 50, Annex 21, 

16 October 2009 

最初の採択 

 
 

                                                  
6 もし、プロジェクトエリアの全部または一部を含む研究が入手できない場合は、申請したプロジェクトエリアと類似

した特徴を持つ地域での研究から入手した証拠を使用する。そのような研究は、類似の既存植生、気候、地形、標

高、土壌、土地利用の地域で行われたものでなければならない。また、その地域は申請したプロジェクトエリアと同

じ法律、政策、制度、規則の枠組に属していなければならない。 
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4) EB50 Annex 23 
吸収源による純人為的 GHG 吸収の推定における 

デフォルトデータの保守的選択及び適用についてのガイドライン（Ver. 02） 
(Guidelines on conservative choice of default data for estimation of biomass stocks and 

change in woody vegetation) 
 
Ⅰ. 範囲 
1. この文章のガイドラインは吸収源による純人為的 GHG 吸収の推定におけるデフォルトデータ

の適用が保守的にかつ過剰に保守的でない推定となることを保証するために用いる。 
 
Ⅱ. 手順 
デフォルトデータの出典 
2. 吸収源による純人為的 GHG 吸収の推定のためにデフォルトデータを用いるときは，データの

出典を選ぶときに次のガイドラインを適用する。 
● もし承認済み A/R CDM 方法論がデフォルトデータの適用を要求し、またその数値を提

示している際は、その数値は保守的であると考えられる。 
● もし可能なら樹種に特定の値で，次の出典源から選ぶ（重要順に並ぶ；最初が一番高

い）： 
○ 似通った気候/土壌条件の下で，－地方の研究に特有な小さなデータ・セットでもた

らされる，ピアーレビュー（組織内評価）された地域研究で十分に信頼できると考え

られる；又は 
○ 同じ生態的ゾーン（これは同じ広域気候帯，同様の土壌の肥沃土と深さ）の地域又

は国レベルの森林又は GHG インベントリー；又は 
○ 同じ生態的ゾーンに対する IPCC 文献を含めた国際的又は全球的な森林または

GHG インベントリー 
● もし樹種に特定のデフォルトデータが利用できないならば，データは同じ属1について同

じ生態ゾーンの研究から選択し、保守的であると見なす。デフォルトデータはまた，その

データの適用可能性が証明されている（以下のパラグラフ 3.c.(i)を参照）同じ科の樹種に

ついての同じ生態ゾーンの研究から選択することが出来る。デフォルトデータ選択の優

先順位は上記の箇条書きに従う。 
 

デフォルトデータの保守的な選択 
3. 下記のガイドラインは、デフォルトデータの選択が保守的に行われることを保証するために守

られなければならない。 
(a) もしデフォルトデータがプロジェクトと似た条件（同じ属の植生；同じ生態ゾーン）で利用

が可能であるならば，そのデータの平均値は保守的であると考えられる。 
(b) 他のいかなる状況においても、 

(i) もしデフォルトの平均値が野外測定による検証され、もし測定データの平均値2が，

平均デフォルト値の±10％以内にある場合，そのデフォルトデータの平均値は保守

的であると考えられる。 
(ii) デフォルトデータの平均値の適用性が野外測定で検証されない場合，デフォルトデ

ータの保守的な値は以下の手順によって評価されるべきである。 
● 標準偏差が引用されているのであれば、平均値の 1 標準偏差分上の（または

下の、適宜）値が保守的数値と決定される。 
● 標準誤差とサンプル数が引用されているならば、サンプル数の平方根に標準

誤差を乗じて標準偏差を計算する。 
● もしデータの範囲が引用され，標準偏差がないのであれば，この範囲が正規

分布のデータ・セットの 95％有効水準の上限と下限の範囲を表していると仮定

する。この場合の適切な保守的数値は平均値と範囲限界値の中間点になる。 
● 以上のいずれも提供されていない場合、プロジェクト参加者は以下のパラグラ

フによって提供される標準偏差の推定を使用する。「名目値としてキーデフォ

                                                  
1 例えば＜http://www.treecanada.ca/trees/genus.php?sort=en_genus&lang=en>を参照 
2 少なくとも 10 測定値が用いられること。 
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ルト変数の標準偏差（下）を使い、保守的数値を平均値の 1 標準偏差分上（ま

たは下、適宜）として算定する。 
 
バイオマス関連のデフォルトデータの適用についての保守的方法の決定 
4. デフォルトデータの保守的適用は、計算に用いられているデフォルト値が、以下の条件の保

守的値を持つ場合に守られる。 
(a) 吸収源による純人為的 GHG 吸収量の推定の計算のいずれかの段階で、2 つ以上のデ

フォルトデータが掛け合わされている場合、最も大きい標準偏差を持つデフォルト値は保

守的値を、その他のデフォルト値は平均値を用いる。から利用されるとき，又はデ 
(b) 一定値で増加したデフォルト値は、デフォルトデータの保守的適用についてデフォルト値

と同じ扱いをする。（つまり、地上部／地下部比のデフォルト値である R について、R と

R+1は、デフォルトデータの保守的適用についてはどちらも地上部／地下部比として取り

扱う） 
 

デフォルトデータを用いた吸収源による純人為的 GHG 吸収量の保守的推定 
5． デフォルトデータを用いた吸収源による純人為的 GHG 吸収量の保守的推定は、以下の場合

に行う。 
● A/R プロジェクト活動が無かった場合に起こったプロジェクトバウンダリー内での炭素プー

ルの炭素蓄積量の増加量については、その減少量が関連デフォルト値の平均値を用い

て推定していたとしても、保守的なデフォルトデータを使用して推定を行う。 
● 吸収源による現実純 GHG 吸収量は全関連デフォルト値の平均値を用いて推定する。 
● リーケージは保守的なデフォルトデータを用いて推定する。 

 
キーデフォルト変数の標準偏差の公称値 
6． もし、信頼できるデータを掲載しているレポートや研究の中で平均値のみが引用されている場

合、または、データ・セットが小さくそれでもって値の範囲が特定のパラメーターの標準偏差を

推定するのに不適切であると考えられるとき，以下の公称値が（これらのパラメーターに対して

IPCCのデータの範囲から推定される3）平均のパーセントとして表される標準偏差として仮定さ

れるべきである。 
● 現存木本植生の地上部材積の増加：50% 
● 現存木本植生の地上部バイオマスの増加：50% 
● 現存木本植生の地上部バイオマス：50% 
● バイオマス蓄積量に基づいた現存木本植生の BEF（バイオマス拡大係数）：平均の-40％

以下から＋100%以上 
● バイオマス蓄積の増加に基づいた現存木本植生の BEF：10％ 
● 地下部バイオマスを推定するのに用いる地下部：地上部比：高木，低木共に 35% 

 
 

本文書の履歴 
バージョン 日付 改訂の種類 
02 EB50, Annex 23 

16 October 2009 
(i)バイオマス関連デフォルトデータの適用の保守的方法

の決定、(ii)デフォルトデータを用いた吸収源による純人

為的GHG吸収量の保守的推定、の2つのアプローチが追

加。 
01 EB46, Annex17 

25March 2009 
最初の採択 

 

                                                  
3 GAB,j,i，Iv,j,i，Rj，BEF1,j 及び BEF2,j の IPCC ディフォルト値は Good Practice Guidance for Land Use, Land-use 
Change and Forestry（GPG-LULUCF; IPCC2003）にある。これらの値は Guidelines for National Greenhouse Gas 
Inventry. Volume 4; Agriculture, Forestry and Other Land (AFOLU Guideline; IPCC 2006)にもある。

GPG-LULUCF(IPCC 2003)の表 3A.1.5 から 3A.1.10，または AFOLU Guideline（IPCC 2006）の表 4.4，4.5，4.9-4.11
及び 4.14 を参照。 
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5) EB46 Annex 16 
既存の木本植生の炭素蓄積変化を有意としない条件に関するガイダンス(Ver. 01） 
(Guidance on conditions under which the change in carbon stocks in existing live woody 

vegetation are insignificant) 
 
I. スコープ 
 
1.  A/R CDM プロジェクトの境界内において、プロジェクト活動以前に存在していた木本植生中

の炭素蓄積変化及び A/R CDM プロジェクトがなかった場合に生じたと考えられる炭素蓄積

の変化が有意でなく、0 と見なせるかの決定の際に、本手順を用いる。 
 
II. 手順 
2. 下記（i）から（vi）の条件に一つでも当てはまる場合は、プロジェクトバウンダリー内の既存の木

本植生中の炭素蓄積の変化は 0 と算定できる。1 
 

(i) 現存する樹木、灌木が A/R CDM プロジェク活動から影響を受けることがないと考えられ、

プロジェクトによる GHG 純吸収量の算定から排除される。 
 

(ii) 現存する樹木、灌木の蓄積（もしくは樹冠被覆）が A/R CDM プロジェクト活動によって最

終的に形成されるであろう蓄積（もしくは樹冠被覆）の 2％以下（樹冠被覆の場合は 10％

以下）である。2、3 
 
(iii)現存する木本植生のバイオマス成長が、すでに、もしくは今後 10 年以内に止まるか減少

に転じることが予想される。（例えば土地の劣化などで） 
 
(iv)現存する木本植生が現在、もしくは今後 10 年以内に成熟期に達すると予想される。つま

り、木本植生中のバイオマスが平衡状態に近い、もしくは達すると予想される。 
 
(v)現存する木本植生のバイオマス成長が止まる、もしくは減少するのに十分な水準で放牧、

収穫による草の減少や樹木の定期伐採、収穫が行われる。 
 
(vi)森林の開墾、燃焼活動（焼畑）を含む、自然、もしくは人為的な火災がプロジェクト範囲内

でしばしば発生し、プロジェクト開始から遡って 10 年以内に少なくとも一度は火災が発

生しており、現存する木本植生に火災適応のエコシステムが備わっていない。 
 
 
 
3. 現存する木本植生中の炭素蓄積を 0 と算定することを希望する場合、CDM-AR-PDD の中で、

上記(i) から(vi)の条件のうち少なくとも一つ以上がプロジェクト予定地 1 に植生している樹木、

灌木に当てはまるという信頼に足る証拠を示す必要がある。下記の事項が要求される最低限

の証拠である。 
 

(a)  (i) 現存する樹木、灌木が A/R CDM プロジェク活動から影響を受けることがないと考え

られ、プロジェクトによる GHG 純吸収量の算定から排除される ― に対する条件に関し

て: 

                                                  
1  関係する土地面積の大きさに応じて、条件はプロジェクト、区画、階層別に適宜評価できる。 
2  蓄積算定の際、複数の根から成る樹種及び、一つの根を複数の樹木が共有する樹種に関しては根を一つとし

て算定する。 
3  樹木と灌木の両方が現存している場合、平均蓄積が(Stree + Sshrub/5) ≤ 0.02 Sforest を超えてはならない。式

中、Stree と Sshrub はそれぞれ樹木と灌木の平均蓄積を表し、Nforest は A/R CDM プロジェクトにより最終

的に形成される森林の蓄積を表す。最終蓄積指標の Sforest に樹冠被覆の単位(in m2 ha-1)が用いられること

から、樹木、灌木の樹冠被覆の値(m2 ha-1)を上記の不等式中、それらの本数で代用することもできる。 

                                                323



 

 

CDM-AR-PDD の中に、プロジェクト管理計画の一部に樹木と灌木がどのように維持され

ていくのかを記載する（永続的に樹木、灌木の印付けをする、地拵えの際の火の管理を

行う、現存する樹木、灌木に一定の近い距離にのみ植林する等）。また CDM-AR-PDD
の一部に地拵え前に撮影された写真の証拠サンプル4を掲載する。 

 
(b) (ii) 現存する樹木、灌木の蓄積（もしくは樹冠被覆）の計測 ― に対する条件に関して:  

プロジェクトバウンダリー1,5内において、ベースラインの条件下での現存している木本植

生の平均蓄積（もしくは樹冠被覆）が、A/R プロジェクト活動 3 で最終的に形成される森

林蓄積（樹冠被覆）の 2％、（10％）以下であることを立証するために写真、（できれば航

空機、衛星から撮られたもの）地図、公式リポート、もしくは査証済みの研究からの情報を

用いる。最終的な蓄積、樹冠被覆は伐採前に想定されるものとするか、伐採が行われな

いのであれば、30 年経過後の蓄積、もしくは最初のクレジット期間が終了する際の蓄積

（どちらか早い方）とする。以上を CDM-AR-PDD にプロジェクト管理計画の一部として記

載する。 
 
(c) (iii) 葉の収穫や家畜による採食、木材の伐採、定期伐採、土地の劣化により、現存する

木本植生の成長が抑制される、もしくは減少すると考えられる ― に対する条件に関し

て: 
エリア 1 内で、それらの活動が全体的に木質バイオマスの成長の抑制、減少を引き起こ

す水準で起こっているという証拠文書を提供する。例えば、活動の激しさ、頻繁さを示す

写真、またそれらの活動の末に存在している木本植生の状況を示す、任意に選択された

地点で撮影された写真 4 、プロジェクト開始以前にプロジェクトエリアから供給された年

間バイオマス量が年間生産量を超え得ると証明するデータも用いることができる。 
 
(d) (iv) 現存する木本植生が現在、もしくは近い将来成熟期に達すると予想されるため、木

本植生中のバイオマスがほぼ平衡状態にある ― に対する条件に関して: 
少なくとも下記の条件を一つ以上は満たすことを証明する文書を提出すること。 
•  公式な歴史地図、歴史写真（適切なものであれば航空、衛星写真を含む） 、プロジ

ェクト開始時に現存する木本植生が、それらの植生が自然な状態にある時に達する

と想定される一般的な寿命の、少なくとも半分は過ぎていると証明する論文や公式

文書。自然な状態にある時に達すると考えられる寿命については地域、もしくは国

の森林簿、公式レポート/調査、査証済み研究や現地の森林/植物の専門家からの

インタビューから証明されなくてはならない。 
•  ランダムに抽出されたサンプルの樹木及び灌木6の幹直径の中間値（樹木の場合は

胸高直径、灌木の場合は根元直径）が、それらの植生が自然な状態にある時に達

すると考えられる、成熟期における一般的な最大幹直径の少なくとも 90％以上に達

している。自然な状態にある時に達すると考えられる一般的な最大幹直径について

は地域、もしくは国の森林簿、公式レポート/調査、査証済みの研究や現地の森林/
植物の専門家からのインタビューから証明されなくてはならない。 

 

                                                  
4  任意の開始地点からなる固定されたグリッド上でのサンプリングが推奨される。全てのプロジェクトエリアをカバ

ーする 50 以上の地点で撮影された写真が推奨される。GPS、コンパスを用いて位置と方角を写真ごとに記録

する。 
5  プロジェクトエリア全体、または一部をカバーする調査ができない場合、プロジェクトエリアと類似する性質を持

つ土地での調査からの情報を使用してもよい。そのような調査は類似する植生、気候、地形、標高、土壌、土

地使用が行われている土地でなされたものでなければならない。またその土地はプロジェクトエリアと同様の法

制度、規制の枠組みに当てはまる必要がある。また同程度（もしくはより低い）の人口密度と家畜の密度でなけ

ればならない。 
6  一定のグリッド内で全ての樹木の計測が行われている、任意の開始地点からなる固定されたグリッド上でのサ

ンプリングが推奨される。上で言う一定のグリッドは、プロジェクトエリアが 500ha 以下の場合 50 本以上の樹木、

灌木がサンプルでとれる、それ以上のプロジェクトエリアの場合は 100 本以上の樹木、灌木がサンプルでとれ

るだけのものでなければならない。 
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•  ランダムに抽出されたサンプルの樹木及び灌木 6 の高さの中間値が、それらの植生

が自然な状態にある時に達すると考えられる、成熟期における一般的な最大樹高

の少なくとも 90％以上に達している。自然な状態にある時に達すると考えられる一

般的な最大樹高については地域、もしくは国の森林簿、公式レポート/調査、査証済

みの研究や現地の森林/植物の専門家からのインタビューから証明されなくてはなら

ない。 
 
•  ランダムに抽出されたサンプルとなる、地拵えで切り倒された木本植生 6 の生育年

数の中間値が、それらの植生が自然な状態にある時に達すると考えられる、成熟期

における一般的な寿命の少なくとも半分以上は過ぎている。生育年数の中間値は、

年輪、現地の土地利用住民とのインタビュー記録（例えば住民参加型農村評価手

法7を用いて）やその他の信頼のおける方法から立証されなくてはならない。自然な

状態にある時に達すると考えられる一般的な寿命については、地域、もしくは国の

森林簿、公式レポート/調査、査証済みの研究や現地の森林/植物の専門家からの

インタビューから証明されなくてはならない。 
 
•  ランダムに抽出されたサンプルとなる、地拵えで切り倒された木本植生 6 の生育年

数の中間値が、それらの植生の成長、生産曲線から成熟期とされる樹齢を超えてい

るか、もしくは 10 年以内にそこに達する値であるか（付属文書 1,セクション�.a 典型

的な成長曲線の描写と成熟期の決定ガイドラインを参照のこと。付属文書 1,セクショ

ン�.b では地拵えで伐採された樹木と灌木の成長曲線作成の詳細を示している。）。 
 

(e)  (v): 自然の原因により火災が頻繁に発生するとみなす ― に対する条件に関して: 
頻繁に火災が発生しており、プロジェクト開始以前の 10 年間のうちに少なくとも 1 回は火

災が発生したと過去の記録文書が示す土地にプロジェクトエリアが位置していることを証

明する証拠文書を提出すること。 
 
(f) (vi): 人為的な原因により火災が頻繁に発生するとみなす — に対する条件に関して: 

● 火災を伴う開墾や人為的な活動がそのエリア 1 で習慣的に行われていた（少なくとも

10 年毎に）、もしくは、 
● プロジェクトエリアとして提案されている土地に類似した場所で習慣的に行われてお

り、そこの植生が  
○ 頻繁に燃やされた植生の典型である、もしくは 
○ プロジェクトがなければ、プロジェクト開始予定から 10 年以内のうちに頻繁に

燃やされた植生の典型となる。 
 
 

                                                  
7  住民参加型農村評価手法（PRA）とは現地の問題や、試験的な問題解決方法に対する、現地のステークホル

ダーを巻き込んだ分析の手法である。環境問題の空間的、時間的な側面に対処するためのグループ単位分

析のための、様々な可視化方法論を利用する。この方法論は以下の著書で説明がなされている。 Chambers 
R (1992): Rural Appraisal: Rapid, Relaxed, and Participatory. Discussion Paper 311, Institute of Development 
Studies, Sussex. • Theis J, Grady H (1991): Participatory rapid appraisal for community development. Save the 
Children Fund, London. 
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6) EB44 Annex 16 
プロジェクト境界の定義をA/R CDMプロジェクト活動へ適用するガイダンス(Ver. 01) 

(Guidance on the application of the definition of project boundary 

 to A/R CDM project activities) 

 

 

1. 有効化審査（時点）において、プロジェクト提案者は、A/R CDMプロジェクト活動のために計画

された全てのエリアについて、A/R CDMプロジェクト活動の様式と手続き1によって定められた

新規植林または再植林のコントロールを既に確立した、もしくは確立するであろうことを証明し

なければならない。 

 

2. また、有効化審査において、プロジェクト提案者は、A/R CDMプロジェクト活動のために計画さ

れた全てのエリアについて、A/R CDMの有効化審査と登録のための全ての要件、ただしコント

ロールを除く、を満たしていることを証明しなければならない。 

 

3. 有効化審査において、A/R CDMプロジェクト活動のコントロールを既に確立した土地面積は、

A/R CDMプロジェクト活動のために計画された全土地面積の最低2/3なければならない。 

 

4. 有効化審査において、A/R CDMプロジェクト活動のコントロールがまだ確立していない全ての

土地面積については、遅くとも最初の検証時点までにコントロールが確立した証拠を入手しな

ければならない。 

 

5. 有効化審査の目的として、A/R CDMプロジェクト活動のために計画された全ての土地面積が

評価されなければならない。しかしながら： 

 

(a) 追加性については、下記について別々に決定されなければならない 

・ プロジェクト提案者によって、A/R CDMプロジェクト活動のコントロールを既に確立さ

れた土地面積； 

・ 全ての土地面積； そして 

(b) ベースライン純吸収量については、下記について別々に推定されなければならない 

・ プロジェクト提案者によって、A/R CDMプロジェクト活動のコントロールを既に確立さ

れた土地面積； 

・ 全ての土地面積． 

 

個々のベースライン純吸収量の推定値は、ヘクタール当たりの値として示されなければ

ならない。それらの推定値のうち大きい方が、A/R CDMプロジェクト活動のベースライン

純吸収量を決定するために使用されなければならない。その値は、発行を目的とした

                                                        
1 Decision 5/CMP.1 の Annex “京都議定書の第一約束期間におけるクリーン開発メカニズムの元手の新規植林

ならびに再植林プロジェクト活動の様式と手続き” 
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tCERsもしくはlCERsの計算のために使用される。 

 

6. 最初の検証において、DOEは、様式と手続き1のパラ34(d)に従って、それらの土地面積につい

て、有効化審査の時点以降これまでの間に、プロジェクト提案者によってA/R CDMプロジェク

ト活動のコントロールが確立されたかどうかを確認しなければならない。 

 

7. 最初の検証において、プロジェクト参加者のコントロール下にある新規植林もしくは再植林プロ

ジェクト活動のみを地理的に線引きすることで、プロジェクト境界が確定されなければならな

い。 

 

8. 最初の検証報告書の一部として、DOEは、A/R CDMプロジェクト活動の境界が、プロジェクト

参加者のコントロール下にある新規植林もしくは再植林プロジェクト活動のみを地理的に線引

きしているかどうかを確認しなければならない。 

 

－－－－－ 

 

 

 

本文書の履歴 

 

バージョン 日付 改訂の種類 

01 EB 44, Annex 16, 

28 November 2008 

最初の採択 
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7) EB42 paragraph 35, EB44 paragraph 37 
A/R CDM プロジェクト活動における GHG 排出の計上に関するガイダンス 

(Guidance on accounting GHG emissions in A/R CDM project activities) 

 

<Part 1> 

 

EB42 

35 理事会は、A/R CDM プロジェクト活動における、（ⅰ）肥料の使用、(ⅱ)草本植生の除去、

(ⅲ)輸送からの GHG 排出の計上についてのガイダンスを明確化した。これらの排出源からの

排出は有意でないと考えられるため、ベースライン＆モニタリング方法論とツールの中で無視

できるとして同意がなされた。この決定により影響を受ける全ての承認方法論とツールを上述

のガイダンスを適用して改訂し、A/R WG と理事会の議長による承認が得られた後、2008 年

10 月 17 日にそれらの方法論が利用可能となるよう、理事会は事務局に依頼した。 

 

 

<Part 2> 

 

EB44 

37. 以下の排出源からの GHG については有意でないと考えられるため、ベースラインとモニタリン

グ方法論とツールの中で無視できるということで同意がなされた。 

 

（a） A/R CDM プロジェクト活動においての化石燃料の燃焼 

（b） プロジェクト境界の柵用の再生不可能な採取源からの木材採取 

（c） 窒素固定樹種のリター及び細根の分解による N2O 排出 

 

理事会は、事務局に対し、上記のガイダンスの影響を受ける承認方法論の訂正草稿を準備し、

その過程で全ての方法論について、特に同様の課題に対するアプローチが異なる場合には

それらの間で矛盾することなく一貫性を持たせるよう A/R WG で検討し、後に、承認を得るた

め理事会に提案するよう依頼することで同意した。 
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8) EB36 Annex 21 
提案された A/R CDM プロジェクト活動のための登録料に関係する更なるガイダンス 

(Further guidance related to the registration fee for proposed A/R CDM project activities) 
 
 
非 A/R プロジェクト活動で徴収される料金要件との衡平性を確保するために、EB23 の annex35 で提示

されたガイダンスに関して、更に次のガイダンスを大規模と小規模の A/R プロジェクト活動に適用す

る。。 
 
発行料 
A/Rプロジェクト活動の CDM制度の運用経費に充てる徴収分（SOP-Admin）は、下記のどちらか一つを

基にして計算される。 
 
（a） もし非永続性へ対処するために選択されたアプローチが tCER の場合、「SOP-Admin」は、「ある検

証時に発行要請された tCER」と「これまでに発行された tCER の最大値」の差； 
 
（b） もし非永続性へ対処するために選択されたアプローチが lCER の場合、「SOP-Admin」は、「ある検

証時に発行要請された lCER に、すべての今まで発行・取り消し(reversal)された lCER を合計したもの」

と「プロジェクト開始からこれまでの各検証時点において計算された lCER の発行分・取り消し分の合計

それぞれのうちの最大値」との差。 
上述の全ての「取り消し分」は負の値をとる。 
 
A/Rプロジェクト活動のCDM制度の運用経費に充てる徴収分は、上記において計算された関連する差

が正の値である場合のみ次のとおり計算される。 
 
（a） 最初の 15,000tCO2e 分については、USD 0.10 
 
（b） 15,000tCO2e 超過分は、USD 0.20 
 
登録料 
登録料は、クレジット期間を通して予想されるプロジェクト活動の年間純（人為的）吸収量を平均した値

を基にして計算される。 
 
（a） 予想される年間純（人為的）吸収量の平均値について、最初の 15,000tCO2e 分については、USD 
0.10 
 
（b） 予想される年間純（人為的）吸収量の平均値について、15,000tCO2e を超過する分については、
USD 0.20 
 
この計算に基づき、支払うべき登録料の上限値は USD 350,000 である。 
 
（ただし、）クレジット期間を通して予想される年間純（人為的）吸収量の平均値が 15,000tCO2e を下回る

CDM の A/R プロジェクト活動については登録料を支払う必要はない。 
 
CDM 制度の運用経費に充てる徴収分（SOP-Admin）から、（既に支払った）登録料分は差し引かれる。

事実上、登録料は、最初の 5 年間の検証時に達成された純（人為的）吸収量にかかる SOP-Admin の前

払いとして位置づけられる。もし、ある活動が登録されなかった場合、（既に支払った）登録料のうち

USD30,000 を超える分については払い戻しされる。 
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9)EB 22 Annex 15, EB28 paragraph 31,32 
A/R CDM プロジェクト活動の方法論に関する明確化 

(CLARIFICATIONS REGARDING METHODOLOGIES FOR 
AFFORESTATION AND REFORESTATION CDM PROJECT ACTIVITIES) 

ベースラインシナリオがアプローチ 22(b)を提供する方法論でのプロジェクト前排出に

関するガイダンス 
(Pre-project emissions in methodologies applying baseline scenario corresponding to the 

approach defined in § 22(b) of the Dec. 5/CMP.1) 
 
 

Ａ．プロジェクト開始前の排出(pre-project emissions) 
 

１． EB は、ベースラインシナリオが「CDM A/R プロジェクト活動の方法と手続き(the modalities and 
procedures for CDM A/R project activities)」のパラグラフ 22(a)、(b)、(c)*のアプローチに該当

すると考えられる場合、次項について明確化した。 
(a) 「CDM A/R プロジェクト活動の方法と手続き」のパラグラフ 21**に従い、プロジェクト活動

の実施の結果としてのプロジェクト開始前の排出の増加量のみが純人為的吸収量に考

慮される。 
(b) A/RCDM プロジェクト活動実施によってプロジェクトバウンダリー外に移動したプロジェク

ト前の排出は、その移動でプロジェクト開始前の状況と比べて排出が増加していなけれ

ば、リーケッジに含まれない。 
 
２．  EB は A/R WG に、ベースラインシナリオの決定に「CDM A/R プロジェクト活動の方法と手続

き」のパラグラフ 22(b)*を使っているプロジェクト活動で、プロジェクト開始前の排出をどのよう

に考慮するかについての提案を開発するように指示した。 
 

EB28 meeting report パラ 31, 32 による補足事項： 
31. EB22 Annex 15 では 22(a), (c)のベースラインアプローチがこれに該当すると示されて

いた。 
(a) AR CDM M&P パラ 21 に従い、プロジェクト実施の結果としてのプロジェクト前 GHG 排出

の増加のみが純人為的吸収量の計算に考慮される。 
(b) ARCDM プロジェクト活動実施のためにプロジェクトバウンダリー外に移動されたプロジェ

クト前排出は、その移動が排出を増加させなければリーケッジに含まれない。 
 
32. EB はこの事項はベースラインアプローチ 22(b)の場合もこれを適用できることに合意

した。 
 
 
 
 
                                                        
参考：「CDM A/R プロジェクト活動の方法と手続き」（林野庁海外林業協力室仮訳より引用） 
* パラグラフ２２：CDM における新規植林または再植林プロジェクト活動のためのベースライン方法論選択に当たり、

プロジェクト参加者は、下記の方法論の中で該当プロジェクト活動に最も適していると思われる方法論を理事会の

ガイダンスを考慮しつつ、選択肢、その選択の適切性を正当化する： 
(a)適用可能であれば、プロジェクト境界内の炭素プールにおける炭素蓄積の既存のまたは歴史的な変化 
(b)投資に対する障壁を考慮しつつ、経済的に魅力的な手続きに該当する土地利用から生じる、プロジェクト境界

内の炭素プールにおける炭素蓄積の変化 
(c)プロジェクト開始時において、最も可能性の高い土地利用から生じるプロジェクト境界内の炭素プールにおける

炭素蓄積の変化 
** パラグラフ２１：吸収源による温室効果ガスのベースライン純吸収量そして／または吸収源による温室効果ガス

の現実吸収量の計算において、プロジェクト参加者は二重計算を回避しつつ、一つまたはそれ以上の炭素プール

そして／または CO2 換算で測定される温室効果ガスの排出を計算に入れないとの選択を行うことが出来る。これは

その選択をしたことにより、予想される吸収源による温室効果ガスの純人為的吸収量を増やすことにはならないと言

う、透明かつ検証可能な情報が提供されていることを条件とする。これ以外の場合、プロジェクト参加者は、炭素プ

ールのすべての重大な変化そして／または新規植林または再植林プロジェクト活動の実施の結果増加する、CO2
換算で測定される温室効果ガスの排出を、二重計算をさけつつ、計算する。 
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Ｂ．リーケッジ 
 

３．  EB はプロジェクトバウンダリー外の炭素プールの減少の計算はリーケッジとして考慮に入れな

ければならないことを、特に下記について、明確化した。 
(a)活動の移動に起因するプロジェクトバウンダリー外の開墾などによる森林減少の場合、す

べての炭素プールへの影響を考慮に入れなければならない。 
(b)プロジェクトバウンダリー外の薪炭材収集や類似する活動の場合、森林がその活動によっ

て顕著に減少していなければ、収集された木の材積で再生不能なものだけを、排出とし

て考慮に入れなければならない。IPCC GPG (2003)に示されている薪炭材収集について

の数式(Eq.3.2.8)を household survey や参加型農村調査法(PRA)と組み合わせることで

適用することが出来る。森林が顕著に減少した場合、計算ルール１を適用する。「顕著に

減少しない」とは、持ち出された材積が純人為的吸収量の 2%から 5%の間の排出を生じ

ることを意味する。持ち出された材積が純人為的吸収量の 2%以下の場合、このタイプの

リーケッジは無視できる。 
 

Ｃ．純人為的吸収量の計算式 
 
４． Decision 19/CP.9 にはプロジェクト活動の純人為的吸収量(net anthropogenic GHG removals 

by sinks)を定量化する方法について一般的なルールの概要が書かれている。 
 
５． しかしながら、次のような事実により： 

(a)  A/R CDM では２つの異なるタイプの CERs が使用できる 
(b) 炭素プールとＧＨＧのフローの両方が計算される 
 
これらの特異性を考慮に入れて、純人為的吸収量の定量化の数学的で手続き的な方法論の

記述に特別な注意を払う必要がある。次に示すように、tCERsと lCERsは、毎年の純人為的吸

収量(t CO2/year)を計算する式や累積されたデータ(t CO2、最初の検証(verification)におい

てのみ)では単純に算出されない。 
 
６． 現在、入手できる CDM-AR-NMB と CDM-AR-NMM 記入のフォームとガイドラインでは、新方

法論提案者にこの問題について適切なガイダンスを提供していない。結果として、新方法論

で純人為的吸収量を計算する式はしばしば比較できず（単位が異なるなど）、純人為的吸収

量について記述された式に基づいても、tCERs と lCERs の定量化が大抵は出来ない（または

最初の検証時点でのみ定量化できる）。 
 
７． すべての方法論で t-CERs、l-CERs の定量化が同等になるように、A/R WG は EB に以下を提

案する： 
(a)  新方法論提案者への提言として、CDM-AR-NMB と CDM-AR-NMM のそれぞれのセク

ションに、純人為的吸収量定量化のための標準となる式を含める。この数式はそれぞれ

の方法論の特殊な表記やトピックにあわせるために提案者によって改編できる。 
(b)  CDM-AR-NMB と CDM-AR-NMM（または統合フォーム CDM-AR-NM）でガイダンスを

提供し、それぞれのガイダンス書類には、炭素プールはある年に現存する t CO2として計

算・モニタリングされなければならないこと、ソースからの排出とリーケッジはある年の排出

量 t CO2 として計算・モニタリングされなければならないことを示す。 
 
８． 後述の式は、炭素プール、排出、リーケッジの推定とモニタリングの影響についての最も一般

的なアプローチに基づいて、tCER と lCER の定量化方法を反映している。ベースラインとプロ

ジェクトシナリオの炭素プールの年変化とに基づく表記も可能である。しかし、年変化の計算

をベースラインシナリオとその後複数年の間のプロジェクト活動の現存する炭素蓄積の差とす

ることは、不要な追加の数学的ステップが加わる。さらに、炭素プールと排出の用語（の使い

方）は後述の式で異なる。 
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D．t-CERs と l-CERs 計算式の提案 
 

９． t-CERs と l-CERs 計算の一般的な方法は次の通り： 
(a) tCER は「検証時点でのプロジェクトの炭素プールとベースラインの炭素蓄積量の差」 マイナス 

「プロジェクトバウンダリー内のプロジェクトＧＨＧ排出の累積」 マイナス 「プロジェクトバウンダ

リー外の新規・再植林による GHG 排出の累積（リーケッジ）」 マイナス 「検証時点での、新規・

再植林の影響を受けたプロジェクトバウンダリー外の、ベースラインとプロジェクトの炭素プール

の炭素蓄積量の差（リーケッジ）」を反映する。 

t− CER(tv) = Cp(tv)− CB(tv)− E(t)
0

tv

∑ − LE

0

tv

∑ (t)− (Lp _ B( tv)− Lp _ p(tv))   (1) 

 
- lCER は「２つの検証時点間のカーボンプール内のプロジェクトとベースラインにおける炭素蓄積

増加量の差」 マイナス 「２つの検証時点間のプロジェクトＧＨＧ排出量」 マイナス 「プロジェク

トバウンダリー外の GHG 排出量（リーケッジ）」マイナス「２つの検証時点間のプロジェクトバウンダ

リー外の新規・再植林プロジェクト活動によって影響を受けたカーボンプールのプロジェクトとベ

ースラインにおける炭素蓄積増加量の差（リーケッジ）」を反映する。 
 

l− CER(tv) = [CP(tv)− CP(tv− κ )]− [CB(tv)− CB(tv− κ )]− E(t)
tv−κ

tv

∑ − LE( t)
tv−κ

tv

∑
−[(LP _ B(tv)− Lp _ B(tv− κ ))− Lp _ p(tv)− Lp _ p(tv− κ ))]

  (2) 

 
ここで、 
t-CER(tv):  検証時 tv に発行される tCERs (t CO2) 
l-CER(tv):  検証時 tv に発行される lCERs (t CO2) 
CP(tv):  検証時 tv における現存炭素蓄積量(t CO2) 
CB(tv): 検証時 tv におけるベースラインシナリオの推定炭素蓄積量(t CO2) 
E(t):  年間プロジェクト排出量(t CO2) 
LE(t) :  リーケッジ：プロジェクトバウンダリー外の、推定される年間排出量(t CO2) 
LP_B(tv):  リーケッジ：検証時 tv における、プロジェクト活動実施の影響をうけるであろうプロジェ

クトバウンダリー外のエリアのベースラインシナリオで推定される炭素プール量(t 
CO2) 

LP_P(tv):  リーケッジ：検証時 tv における、プロジェクト活動実施の影響をうけたプロジェクトバウ

ンダリー外の現存炭素プール量(t CO2) 
tv:  検証の年 
κ:  ２回の検証のタイムスパン 
 
注：木材生産物として森林からプロジェクトバウンダリー外に持ち出された量（材積）の計算は、ソー
スからの排出に関するリーケッジとして計算される。 
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10) EB 28 Paragraph 33 
マーケットリーケッジに関するガイダンス 

(GUIDANCE RELATED TO MARKET LEAKAGE) 
 

 

「マーケットリーケッジ」は ARCDM プロジェクト活動のマーケットインパクトの影響を受けた価格や

物資の需給の効果に起因するバウンダリー外の GHG 排出増加であり、測定可能で A/R CDM プロ

ジェクト活動に起因する。これは AR ベースライン・モニタリング方法論では考慮しなくてよい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
11) EB 25 Paragraph 38 

排出ソースのダブルカウントの回避に関するガイダンス 
(GUIDANCE ON AVOIDING DOUBLE COUNTING OF EMISSION SOURCES) 

 

 

EB は A/R と非 A/R コンポーネント両方を持つ排出ソースのダブルカウントの回避についての

ARWG からのプロポーザルを検討した。EB は A/R 活動に関連する排出は A/R CDM プロジェクト

活動でカウントすることに合意した。通常すべてのバイオマスをエネルギーとして使用するプロジェ

クト活動はバイオマス生産における排出をカウントしなければならない。しかし、登録された A/R プ

ロジェクト活動からのバイオマスを使用することが証明された場合（バイオマス調達についての契約

など）は、バイオマス生産における排出をカウントする必要はない。 
 
 
 
 
 
 
 

                                                333



12) EB 24 Paragraph 56 (c) 
林道開設による炭素減少のサイズに関するガイダンス 

(Size of the losses of carbon due to the construction of access roads) 
 
 
プロジェクトバウンダリー内での林道開設による炭素プールの炭素減少は、クレジット期間中の純

人為的GHG吸収量と比較して無視できる（わずかな）量である。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
13) EB21 paragraph 64 

2000 年 1 月 1 日以降に開始された A/R CDM プロジェクト活動 
に関するガイダンス（早期実施） 

(A/R CDM project activities starting after 1 January 2000 (prompt start)) 
 
 
EB は、decision 17/CP.7 パラ 12 と 13 は A/R CDM には適用しないことを明確化した。2000 年 1 月

1 日に開始された A/R CDM プロジェクト活動は、最初のプロジェクト活動のベリフィケーションがそ

のプロジェクト活動の登録よりも後で行われる限り、2005 年 12 月 31 日以降もバリデーションと登録

をすることができる。クレジットピリオドの開始日がプロジェクト活動開始日と同じ日付であれば、

2000 年以降に開始したプロジェクトは、開始日以降の tCERs/lCERs を獲得出来る。 
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から入手可能である。 
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1) EB 32 Paragraph 41, EB 33 Paragraph 39 
Decision 6/CMP.1 Annex のパラグラフ 11 の条項が、Decision 5/CMP.1 のパラ(i)で定義

された純 GHG 吸収量の上限を超える可能性があるバリデーション目的に行われる小規模

A/R プロジェクト活動のバンドリングに適用出来るかどうかに関する明確化 
(Provisions of § 11 of the annex to dec. 6/CMP.1 may be applied to bundles of SSC A/R 

project activities created for the purpose of validation that possibly exceed the limit for 
net GHG removals by sinks as defined in § 1 (i) of dec. 5/CMP.1) 

 
 

EB32 パラ 41 
1.  EB は DOE フォーラムからの、Decision 6/CMP.1 Annex のパラグラフ 11 の provision が、

Decision 5/CMP.1(version 02)のパラ(i)で定義された純 GHG 吸収量の上限を超える可能性が

あるバリデーション目的に行われる小規模 A/R プロジェクト活動のバンドリングに適用出来る

かどうか、または、EB21 Annex 21 に示されたバンドリングの原則は、バリデーションの目的で

バンドルされた小規模 A/R プロジェクト活動に適用可能かどうかについての明確化の要請に

ついて考慮した。 
2.  EB は、Decision 6/CMP.1 Annex のパラグラフ 11 の provision はバリデーション目的で行われ

た小規模 A/R プロジェクト活動のバンドリングに適用すると考えている。つまり 6/CMP.1 Annex
のパラ 1 (a)で示された純人為的 GHG 吸収量の上限は、パラ１１には適用されない。結局、

「バンドリングの一般原則(EB21 Annex 21)」は、バリデーション目的に行われる小規模 A/R プ

ロジェクト活動のバンドリングとしては、必要な変更を加え、適用されない。 
3.  EB は事務局に、上記のクラリフィケーションを使用可能にするために大規模 AR プロジェクト

活動のデバンドリングの問題を考慮に入れた手続き（案）の準備を要請した 
 
 
 
EB33 パラ 39 
4.  EB は事務局が準備した、複数の SSC-AR プロジェクト活動をバリデーションのみの目的でバ

ンドリングすることを可能にするための手続き（案）を検討した。プロジェクト参加者は、SSC-AR
方法論を使用しこのような活動を PoA 下の小規模 CPAs として効果的にコストを削減出来ると

合意され、プロジェクト参加者にこの機会を利用することを推奨する。 
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2) EB 31 Paragraph 45, EB 32 Paragraph 44 
高さの異なる樹木の複数の層の林分を A/R CDM の森林の定義の適用することに関

する明確化 
(Further clarification on application of the A/R CDM definition of “forest” to stands with 

several storeys of trees differing in height) 
 
 
EB31 パラ４５ 
DOE フォーラムで上がった疑問への対応として、EB は、異なる高さの樹木の層がある林分へ A/R 
CDM の「森林」の定義の適用について明確にした。 
「森林」は異なる階層の樹木で構成され、その全体として(in combination)、ホスト国が設定し、EB
にその国の DNA を通じて報告した樹冠率（又は同量の炭素貯留レベル）及び樹高の基準を満た

すものを、「森林」と見なす。 
 
 
 
EB32 パラ 44 
EB31 パラ 45 のさらなる明確化として、EB は、複層林分への A/R CDM の森林の定義適用する場

合、ある層から林冠の閾値（またはそれに相当するストックレベル）を満たすために選ばれた木は、

本来成熟時に樹高の閾値に到達するポテンシャルのある木でなければならないことを明確化した。

その林冠と樹高の閾値はホスト国で選択され DNA を通じて EB に報告された値を参照する。 
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3) EB 31 Paragraph 43 
承認方法論への修正、明確化、または逸脱をいつ要請すべきかに関する 

プロジェクト参加者への明確化 
(CLARIFICATIONS TO PROJECT PARTICIPANTS ON WHEN TO REQUEST 

REVISION, CLARIFICATION TO AN APPROVED METHODOLOGY OR A 
DEVIATION) 

 
 
承認方法論の修正がより適切であるのにプロジェクト参加者は新方法論を提出する傾向にある。 
もしそのプロジェクト活動が、承認方法論が適用出来るプロジェクト活動に似ている場合、EB はプ

ロジェクト参加者に承認方法論の修正の要請を提出することを考慮することを推奨する。 
修正は EB による最近の承認ベースライン・モニタリング方法論修正手続きに従い、UNFCCC 
CDM ウェブサイト(http://cdm.unfccc.int/goto/ARrev)のインターフェースを経て要請する。 
EB は、EB  Annex12 に示された、いつ承認方法論の修正、明確化、または逸脱の要請をするべ

きかについてのガイダンスを、A/R 方法論に必要な変更を加えて適用することを明確にした。 
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4) EB 20 Annex 8 
バイオマスの定義と CDM プロジェクト活動による炭素プールの変化の考え方 

(CLARIFICATIONS ON DEFINITION OF BIOMASS AND CONSIDERATION OF CHANGES 
IN CARBON POOLS DUE TO A CDM PROJECT ACTIVITY) 

 
 
１． EB は第２０回会合で A)バイオマスの定義と B)CDM プロジェクト活動による炭素プールの変

化をどのように考えるかについて合意した。 
 

Ａ．バイオマスの定義 
 

２． ベースライン・モニタリング方法論に関連するバイオマスとは： 
 

(a) バイオマスとは植物・動物・微生物由来の化石化していない生物分解性の有機物である。
また、これには農林業やそれに関連する産業からの生産物、副生産物、残渣、廃棄物や、
産業・自治体からの廃棄物で化石化していない生物分解性の有機物断片も含まれる。
バイオマスには化石化していない生物分解性の有機物の分解から回収される気体、液
体も含まれる。 

 
(b) バイオマス残渣(biomass residues)とは、農林業やそれに関連する産業からのバイオマス

副産物、残渣、廃棄物の流れである。 
 

Ｂ．CDM プロジェクト活動による炭素プールの変化の考え方 
 

３． EB は CDM プロジェクト活動による炭素プール1の変化に対するアプローチを次のように合意
した。 
(a) 新規植林または再植林プロジェクト活動から tCERs または lCERs を得ようとしないプロジ

ェクト活動が、プロジェクト活動がなかった際に起こることに比べて、炭素プールの純減少
を直接または間接的に生じる場合、このような変化は、相当量の排出削減を控除（マイナ
ス）することによって排出削減量の計算の考慮に入れなければならない。 

 
(b) 新規植林または再植林プロジェクト活動から tCERs または lCERs を得ようとしないプロジ

ェクト活動が、プロジェクト活動がなかった際に起こることに比べて、炭素プールの純増加
を直接または間接的に生じる場合、この増加は排出削減量の計算で考慮にいれてはい
けない。 

 
(c)  新規植林または再植林プロジェクト活動から tCERs または lCERs を得ようとするプロジェ

クトの場合、この活動は分離したプロジェクト活動と考え、「A/R CDM 活動の手続きと方
法」(The modalities and procedures for afforestation and reforestation activities under the 
CDM)を満たさなければならない。 

 
４． 提案する新方法論が炭素プールに関わる場合、MP による評価に加え、その正当性について

A/R WG による検査を受けなければならない。 
 
 

                                                        
1  炭素プールは decision 19/CP.9.の Annex に含まれる、「A/R CDM 活動の手続きと方法」The modalities and 

procedures for afforestation and reforestation project activities under the CDM で定義されている。 
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5) EB 24 Annex 19 
ベースラインシナリオにおける新規・再植林 

(Afforestation/Reforestation (A/R) in the baseline scenario) 
 
 
下記の問題は、新規・再植林をベースラインシナリオとし、選択した炭素プールで炭素蓄積を促進

すると考える A/R 方法論の中で記述されなければならない。 
 
１． A/R CDM プロジェクトの開始時点でプロジェクトバウンダリーに含まれるすべての土地が EB 

22 Annex 16 で提供された手順で定義される土地の適格性を遵守していること。 
 
２． プロジェクト提案者は新規・再植林のベースラインのレート1を調査する方法を提案し正当化し

なければならない。 
 
３． 追加性の調査には、「プロジェクト活動がなかった場合にその増加された新規・再植林のレー

トは起こりえないこと」と、「プロジェクト参加者の直接的な介入（すなわちプロジェクト活動）によ

って引き起こされること」の正当化を含めなければならない。 
 
４． プロジェクトバウンダリー外で起こり、その（ベースラインシナリオの）AR 活動に起因する GHG

排出はベースラインの状態とプロジェクトの状態の両方の場合で考慮しなければならない。そ

れゆえ、この場合（ベースラインシナリオの AR 活動に関する計算の場合）には EB 22 Annex 
15 パラ 1b の条項2は適用されない。 

 

                                                        
1  「新規・再植林のレート」とは、「その A/R の土地面積あたりの炭素蓄積増加量」を意味し、A/R の面積増加速

度ではないという情報がある（私信）。 
2  EB 22 annex 15 パラ 1 は下記の通り： 
１． EB は、ベースラインシナリオが「CDM A/R プロジェクト活動の方法と手続き(the modalities and procedures for 

CDM A/R project activities)」のパラグラフ 22(a)と(c)のアプローチに該当すると考えられる場合、次項について

明確化した。 
(a) 「CDM A/R プロジェクト活動の方法と手続き」のパラグラフ 21 に従い、プロジェクト活動の実施の結果としてのプ

ロジェクト前の排出の増加量のみが純人為的吸収量に考慮される。 
(b) A/RCDM プロジェクト活動実施によってプロジェクトバウンダリー外に移動したプロジェクト前の排出は、その移

動でプロジェクト前の状況と比べて排出が増加していなければ、リーケッジに含まれない。 
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6) EB 23 Annex 19 
A/R プロジェクト活動に関わる国・地域の政策と情況についてのガイダンス 

(National and/or sectoral policies and circumstances in the baseline scenario  
for A/R project activities) 

 
 
１． ベースラインシナリオは関係する国や地域（セクター）の政策と情況、例えば歴史的な土地利

用慣習やプロジェクトの分野の経済的な状況など、を考慮に入れて確立しなければならない。 
 
２． 一般的な原則として、ベースラインシナリオの確立する際には、ホスト国が条約の最終的な目

的への貢献することに影響するような、逆行したインセンティブを生むことがないように、国や

地域（セクター）の政策と情況を考慮に入れなければならない。 
 
３． A/R 活動に相対的に利益を与える、国や地域（セクター）の土地利用政策や規則で、CDM 

M&P(Decision 17/CP.7, 2001年１１月１１日)のCOPによる採択後に実施されたものは、ベース

ラインシナリオ開発において考慮に入れる必要はない（例えばベースラインシナリオは現在あ

る国地域（セクター）の政策や規則がない仮定的な状況を参照できる）。 
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7) EB 23 Annex 18 
再生可能バイオマスの定義 

(Definition of renewable biomass) 
 
 
バイオマスは次の５つの条件のうち１つが適用されれば「再生可能(renewable)」である： 
 
１． （再生可能な）バイオマスとは次のような（条件をすべて満たした）森林(forest)1という土地から

由来している： 
(a) その土地が森林として存続し 
(b) その土地の炭素ストックレベルが時間にともなって体系的に減少しない（炭素ストックは収

穫によって一時的に減少することはありえる）ことを特に保障するために、その土地で持

続可能な管理方法が行われている 
(c) 国、地域の林業、自然保全の規則が遵守されている 

 
２． （再生可能な）バイオマスとは木質バイオマスであり、次のような（条件をすべて満たした）耕作

地や／または草地から由来するものである： 
(a) その土地が耕作地や／または草地として存続しているか、森林に転換されている 
(b) その土地の炭素ストックレベルが時間にともなって体系的に減少しない（炭素ストックは収

穫によって一時的に減少することはありえる）ことを特に保障するために、その土地で持

続可能な管理方法が行われている 
(c) 国、地域の農業、自然保全の規則が遵守されている 

 
３． （再生可能な）バイオマスとは非木質バイオマスであり、次のような（条件をすべて満たした）耕

作地や／または草地から由来するものである： 
(a) その土地が耕作地や／または草地として存続しているか、森林に転換されている 
(b) その土地の炭素ストックレベルが時間にともなって体系的に減少しない（炭素ストックは収

穫によって一時的に減少することはありえる）ことを特に保障するために、その土地で持

続可能な管理方法が行われている 
(c) 国、地域の農林業、自然保全の規則が遵守されている 

 
４． （再生可能な）バイオマスとはバイオマス残渣(biomass residue)2であり、そのバイオマス残渣

の使用が、特に、枯死木・リター・土壌有機炭素など、バイオマス残渣が由来する場所の炭素

プールの減少に関与しないものである。例えば、砂糖生産からのバガスが CDM がない場合

放棄される、または放置され腐敗すると想定され、CDM ではエネルギー産出にバガスが利用

される場合、バガスの使用はサトウキビ栽培実施に影響しないと想定することができ、それゆ

え、その土壌のカーボンプールには影響がないと考えられる。一方、CDM がなければ森林の

枯死木が回収されないであろう場所でCDMプロジェクトに枯死木の回収が含まれている場合

は、カーボンストックの減少を生じるので、回収されたバイオマスは再生可能とはみなされな

い。 
 
５． （再生可能な）バイオマスとは産業や自治体の廃棄物の非化石燃料の部分である。 

上記以外は、そのバイオマスは再生不能(non-renewable)である。 
 

                                                        
1  森林の定義は decision 11/CP.7 と decision 19/CP.9 に基づき各国で決められた。 
2  バイオマス残渣はバイオマス副産物と定義され、農林業とそれに関連する産業からの残渣、廃棄物である（EB 

20 Annex 8 参照）。 
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8) EB 21 Annex 20 
現実純吸収量の事前推定(ex-ante)ともっともらしいベースラインシナリオの証明と 

正当化に関する説明 
(Ex-ante estimations of actual net GHG removals by sinks and identification and 

justification of most likely baseline scenario) 

 

 

Ａ．NMB における現実純吸収量の事前(ex-ante)推定 

提出された新A/Rベースライン・モニタリング方法論には、ベースライン方法論に現実純吸収量の

事前計算が含まれていないものが多く、現実純吸収量と純人為的吸収量のモニタリングの方法の

みを提示している（これはモニタリング方法論でカバーされるべき事項である）。プロジェクト提案

者はこの件に関して注意する必要がある。現実純吸収量の事前計算のための方法論的アプロー

チを新ベースライン方法論に含める必要がある。 

 

 

Ｂ．もっともらしいベースラインシナリオの明確な証明と正当化の必要性 

提出された新 A/R ベースライン・モニタリング方法論にはベースラインシナリオの証明と正当化を

追加性の証明の一部としているものが多い。しかし、ベースラインシナリオの選択と追加性の証明

は方法として区別されるべきである。 

 
 

344


	Ⅵ. A/R CDM 方法論ツール
	Ⅶ． CDM 理事会決定事項
	1. ガイダンス・ガイドライン
	2. 明確化



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




